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　波は朧ろう院いんフェスタ──

　それは十月の最終週に、絃いと神がみ島じまで行われる巨大な祭典だ。花火大会や野外コンサート、仮装パレードなどの様々な企画が至るところで催され、全島をあげての大騒ぎとなる。

　祭典を彩いろどるのは、カボチャのランタンやお化けの仮装。波朧院フェスタは、ハロウィンがモデルなのだ。絃神島は人工的に造られた新しい都市まちであり、伝統的な祭りや行事が存在しない。そこで人工島管理公社が行政サービスの一環として、この波朧院フェスタを制定したのだった。もともとが魔ま除よけの儀式であるハロウィンは、〝魔族特区〟たるこの島に相応ふさわしい祭典ということなのだろう。

　しかし、そんな華やかなイベントの裏側では、人知れず巨大な陰謀が蠢うごめいていた。

　ライブラリ・オブ・クリミナル・オーガニゼーション──通称〝図書館ＬＣＯ〟と呼ばれる国際的な犯罪組織の襲しゆう来らいもそのひとつだ。

　彼らの目的は、〝図書館ＬＣＯ〟の総記ジエネラルこと、〝書記ノタリアの魔女〟仙とこ都よ木ぎ阿あ夜やの脱獄支援。実の娘である仙都木優ゆう麻ますらも利用して、阿夜は監獄結界からの脱出を果たし、自らの望みを果たすための壮大な実験を開始する。

　すでに失われた最悪の魔ま導どう書しよ──〝闇やみ誓せい書しよ〟の復活。現実を望みのままに書き換えるという書物の力で、世界から異能の力を消滅させ、いずれは絃神島そのものを崩壊させる。それが仙都木阿夜の計画だった。

　だが、彼女の望みが果たされることはなかった。

　世界最強の吸血鬼──〝第だい四よん真しん祖そ〟暁あかつき古こ城じようと、彼の監視者である獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎ、姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なが、〝空くう隙げきの魔女〟南みな宮みや那なつ月きとともに阿夜を倒し、絃神島を救ったからだ。

　仙都木阿夜が復活させた〝闇誓書〟も消滅し、ひとまず世界の危機は回避されたのだった。

　そして迎えた十一月。

　波朧院フェスタの期間も過ぎ去って、絃神島は平穏な日常を取り戻したかに見えた。

　しかし絃神島で催される祭典は、波朧院フェスタだけとは限らない。事実、島内のとある場所では、波朧院フェスタの終了と同時に次なる催しの準備に突入していた。

　彩さい昂こう祭さい。

　それが新たな祭典の名前だ。

　若者たちが、知力と体力と情熱と惰だ性せいで作り上げる青春の一大イベント──

　私立彩さい海かい学園の学園祭だった。
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　　　　　　　　　　１

　波は朧ろう院いんフェスタの余韻も冷めやらぬ十一月の半ば──彩さい海かい学園の生徒たちは全校あげて、もうひとつの祭典の準備に追われていた。

　彩さい昂こう祭さい。いわゆる学園祭である。

　特に規模が大きいわけでも、予算が潤じゆん沢たくなわけでもないが、彩海学園の学園祭は毎年異様に盛り上がることで知られている。娯楽の乏しい人工島で暮らす生徒たちにとって、学園祭は数少ない非日常の光景。積もり積もった日頃の鬱うつ憤ぷんを晴らす、絶好の機会だからなのだろう。

　正規の彩昴祭の開催期間は二日間。しかし事前の準備や後片付けで授業のほとんどが休みになるため、実質的には一週間近くが学園祭期間ということになる。

　そして迎えた祭りの前日。彩海学園の校舎は華やかな飾りつけを終えて、敷地内のあちこちで前夜祭のイベントが始まっていた。

　しかし一方では準備が遅れて、最後の追いこみに駆り出されている生徒も少なくない。

　高等部一年Ｂ組の彩昂祭実行委員、藍あい羽ば浅あさ葱ぎもその一人だった。

「どう、浅葱？　使えそう？」

　クラスメイトの築つき島しま倫りんが、浅葱の耳元で訊きいてくる。

　彼女たちがいるのは、彩海学園の情報処理教室。狭苦しいサーバールームには、見慣れない大型ＰＣラックが運びこまれていた。どう見ても高校の授業で使うレベルのパソコンではない。特殊な目的で設計されたとおぼしき、怪しげな雰ふん囲い気きの実験機だ。

　専用のヘッドマウントディスプレイを頭に被かぶったまま、浅葱は呆あきれたように首を振り、

「そんなわけないでしょ。なによこれ、無茶苦茶じゃないの。こんなＯＳでこれだけの筐きよう体たいを動かそうなんて──」

「贅ぜい沢たく言うなって。廃棄予定だった試作機をタダ同然で借りてきてやったんだから」

　他人ひと事ごとのようなのんびりした口調で、苛いら立だつ浅葱を矢や瀬ぜ基もと樹きがなだめる。

　彩昂祭における一年Ｂ組の出し物はＶＲＭＭＯ──すなわち仮想現実大規模多人数バーチヤルリアリテイ・マツシブリーマルチプレイヤーお化け屋敷だった。

　最先端のバーチャルリアリティシステムと、〝魔ま族ぞく特とつ区く〟で開発された幻術の融合によって、かつてないリアルな恐怖体験を生み出す体感型ホーンテッドハウス。その中核を担うシステムこそが、浅葱が調整中の幻術サーバーだ。とある企業で研究されていたこの実験機を、矢瀬が実家のコネを使って、無理やり借り出してきたのである。

「ったく、お倫りんの頼みとはいえ、なんであたしがこんなところでタダ働きを……」

　不満げに頰ほおを膨ふくらませながらも、浅葱は滑なめらかな手つきでキーボードを叩たたき、筐体のデータを書き換えていく。

　イベント用のアミューズメント装置とはいえ、幻術サーバーは高度な魔ま導どう科学製品だ。本来なら一介の高校生に使いこなせる代しろ物ものではない。それどころかこの筐きよう体たいは、開発企業の技術者たちですら実用化を断念した未完成品なのである。

　にもかかわらず、浅あさ葱ぎは即興で組んだプログラムで、あっさり筐体を起動させてみせた。

　いかにも今ドキの女子高生という見た目からは想像もつかないが、浅葱の正体は世界中のハッカーに畏い怖ふされる天才プログラマーだ。〝電子の女帝〟という異い名みようは伊達だてではない。

「これじゃフルクラッチでカーネルから作り直したほうが早いわね。モグワイ、ちょっと手を貸して」

　その浅葱が、ヘッドマウントディスプレイの画面を切り替えて、表示された人工知能ＡＩのアバターに呼びかけた。浅葱がモグワイと名付けた人工知能ＡＩの中身は、絃いと神がみ島じまの都市機能を掌しよう握あくしている五基のスーパーコンピューターである。不細工なぬいぐるみ風のアイコンが、妙に人間臭い態度でケケッと笑い、

『やれやれ、仕方ねーな……って、なんだこりゃ、体感型ゲーム機ってやつか？　このご時世にバーチャルリアリティを使ったお化け屋敷なんて、子どもだましが過ぎるんじゃねえか？』

「文化祭の出し物なんだから、これくらいでちょうどいいのよ……はい、これで再起動、と」

　皮肉っぽい人工知能ＡＩの言葉を適当に聞き流しながら、浅葱は筐体の電源を入れ直す。

　次の瞬しゆん間かん、雑然としていたサーバールームの風景が、古めかしい洋館の廊下に変化した。モグワイのぬいぐるみ風のアイコンも、立体映像になって空中に浮かび上がる。ＶＲＭＭＯ用の幻術サーバーが、浅葱たちの脳内に直接、幻まぼろしを投影しているのだ。

「さすがね、浅葱。うん、ちゃんと動いてる」

　触れることのできない立体映像の壁に手を伸ばして、倫りんが満足そうに微笑ほほえんだ。

　矢や瀬ぜもホッとしたように息を吐き、

「これで明日の彩さい昂こう祭さいにはなんとか間に合いそうだな。お疲れさん」

「はいはい、どういたしまして。モグワイ、あんたももういいわよ。地形とお化けのモデリングデータはこっちでインストールしとくから」

　幻術サーバーの稼働状況を確認しながら、浅葱が投げやりに言い放つ。

　しかしモグワイからの返事はなかった。

　普段ウザいくらいに話しかけてくる人工知能ＡＩが、めずらしく沈黙を続けている。そのことを訝いぶかしく思いながら、浅葱はもう一度彼に呼びかけた。

「……モグワイ？」

　それでも人工知能ＡＩはなにも答えない。虚こ空くうに映し出された彼の立体映像が、ノイズ混じりに小刻みに揺れる。ぬいぐるみ風の質感を持つアバターの表面に、いつの間にか黒い靄もやのようなものがまとわりついていた。

『ギギッ……！』

　困惑する浅あさ葱ぎの視界の中で、人工知能ＡＩのアバターが不気味に嗤わらう。

　幻覚で描き出された景色の中で、黒く染まったモグワイの瞳が、無言で浅葱を見つめている。

　　　　　　　　　　２

「暁あかつきくん、ここの看板押さえてて！　ダメ、まだちょっと曲がってる！」

「古こ城じよう！　そこの角材取ってくれ、角材！」

「ねえ、ちょっと暁！　暗幕が全然足りてないんだけど！」

　クラス企画の準備も大詰めを迎えて、高等部一年Ｂ組の教室はさながら戦場と化していた。

　仮想ＶＲお化け屋敷といえども、教室の出入口や受付はそれらしく飾りつけをする必要がある。来場者の転倒や激突を防止する安全対策も必要だ。案内係の衣装合わせや、宣伝用のチラシ作りなど、幻術サーバーの準備が終わっていなくても、やるべき仕事は山積みなのだ。それらの雑用のほとんどをなぜか押しつけられた古城が、さすがにたまりかねて悲鳴を上げる。

「だーっ！　おまえら、なんで全部俺に言うんだよ！　彩さい昂こう祭さいの実行委員は浅葱だろ！」

「仕方ないじゃない、その藍あい羽ばがいないんだから」

　悪びれない口調で言い返してきたのは、クラスメイトの棚たな原はら夕ゆう歩ほだった。男勝りで気の強い彼女は、握にぎっていた金かな槌づちの先端を古城の鼻先に突きつけて、

「暁は部活もやってないんだし、生徒会活動とも無関係だし、どうせ暇人だし、藍羽の相方なんだから、そのくらいは手伝いなさいよね！」

「勝手に他人ひとを暇人と決めつけるなよ！　てか相方ってなんだ!?」

「それに藍羽が帰ってくるまでの雑用は、あんたにやらせとけって矢や瀬ぜくんが言ってたし」

「あの野郎……勝手なことを……」

　思いがけない親友の裏切りに、古城は苛いら々いらと歯は軋ぎしりする。夕歩は暗幕の固定作業を続けつつ、そんな古城を冷ややかに見上げて、

「文句ばかり言わないの。どうせ誰かがやらなきゃいけないんだから。というわけで、はい、これ。よろしくね、暁」

「なんだこれ？」

　夕歩に押しつけられたメモを広げて、古城は眉み間けんにしわを刻んだ。

「買い出しのリスト。模造紙とかテープとか画材とかベニア板とか」

「ちょっと待て。これ全部、俺が一人で買ってくるのか？」

　メモ用紙数枚をぎっしり埋め尽くすリストを眺めて、無理だろ、と古城は顔を引き攣つらせる。リストアップされた資材をすべて買い集めたら、余裕で軽トラック一台分くらいにはなりそうだ。どう考えても一人で運べる量ではない。

「人手不足なんだから仕方ないでしょ。なんとかして」

「なんとかってなんだ!?」

「そのくらい自分で考えてよね。部活の手伝いに行ってる連中を捕まえるとか、那な月つきちゃんに泣きつくとか」

「お、おう……」

　古こ城じようは疲れたような表情で嘆息した。

　夕ゆう歩ほの指示はさすがに無茶だと思うが、人手不足というのも事実だった。彩さい昂こう祭さいの本番までに残された時間は半日足らず。このままでは、教室の飾りつけが間に合うかどうか微妙なところだ。教室に残っているクラスメイトたちは全員が不眠不休で働いており、買い出しに使える余分な労働力はない。

「ああ、くそ……しゃあねえ。とりあえず誰か暇そうなやつを捕まえるしかねえか……」

　やりかけの雑用を手早く済ませ、古城は気け怠だるげな足取りで教室を出た。

　彩昂祭ではクラス企画だけでなく、部活動や有志による出し物も多い。古城たちのクラスメイトの半分ほどは、その関係で校内のあちこちに出払っていた。彼らを見つけて買い出しを手伝わせようと、古城はあてもなく校舎の外へと向かう。

　ポケットに突っこんであった古城のスマホが鳴り出したのは、その直後のことだった。

「……誰だ、こんなときに」

　疲れていた古城は、相手の名前を確認することもなく電話に出た。聞こえてきたのは、興奮した少女の甲かん高だかい怒ど声せいだ。

『ちょっと、どうなってるのよ、暁あかつき古城!?』

「煌きら坂さかか……いきなりなにを怒ってんだ、おまえは？」

　挨あい拶さつもなしに怒鳴りつけてきた煌坂紗さ矢や華かに、古城がうんざりと訊きき返す。彼女が特に用もなく古城に電話してくるのはいつものことだが、今日の紗矢華はいつにも増してテンションが高い。

『なにを、じゃないわよ！　雪ゆき菜なよ、雪菜！　明日からあなたたちの学校の学園祭なんでしょう!?　雪菜が主役で劇をやるって聞いたわよ！』

「ああ……そういえば、そんなことを言ってたな」

　紗矢華が興奮している理由を察して、古城はぞんざいに呟つぶやいた。

　雪菜たちのクラス、中等部三年Ｃ組は、彩昂祭の初日に体育館で演劇をやるらしい。本人は必死で隠していたが、雪菜が主役を演じるという噂うわさは、比較的早い段階で古城の耳に届いていた。情報源はもちろん、古城の妹であるところの暁凪なぎ沙さである。

『そんな大事なことを、どうしてもっと早く教えてくれなかったの!?　主役よ、主役！』

　古城の素っ気ない態度を咎とがめるように、紗矢華が早口でまくし立ててくる。

「なんで俺が、そんなことをおまえにいちいち報告しなきゃなんねーんだよ……だいたい劇っつっても中学生のクラスの出し物だぞ？」

　そもそも古こ城じようは雪ゆき菜なから、紗さ矢や華かに劇のことを教えるなと厳重に口止めされていた。雪菜のことを溺でき愛あいしている紗矢華が、任務しごとを放り出して彩さい海かい学園に押しかけて来る可能性があったからだ。

『うるさいっ！　ああもう、今からじゃ席の予約が間に合わないじゃない！　いえ、それよりもカメラ……カメラを買わなきゃ……むしろプロのカメラマンを雇うべき!?』

「ていうか、おまえ、獅し子し王おう機き関かんの任務中じゃなかったのか？　どこからそんな情報を仕入れてきたんだ？」

　古城が困惑しながら訊きき返す。紗矢華は絃神島の住民ではないし、彩海学園にいる知り合いも多くはないはずだ。

『情報を提供してくれた人がいるのよ。なんでも彩海学園に密みつ偵ていを放はなってるらしくて』

「密偵……!?　誰だ、その物ぶつ騒そうな情報提供者ってのは？」

『ふふっ、わたくしです』

　紗矢華の代わりに答えてきたのは、気品に満ちた優雅な声だった。かすかに外国の訛なまりがあるが、ほぼ完かん璧ぺきな日本語だ。

「その声……！　ラ・フォリアか!?」

『ご名答。お久しぶりですね、古城』

　日本語に堪たん能のうな美貌の姫君が、驚く古城を無視してマイペースに告げる。

　北欧アルディギア王国の正統な王女、ラ・フォリア・リハヴァイン。心優しく聡そう明めいで、国民からの絶大な人気を誇るという、絵に描かいたようなお姫様プリンセスだ。だが実は、古城は彼女のことが少々苦手だった。頭が良すぎてなにを考えているのかよくわからない上に、たまに腹黒く感じられて恐ろしかったりするからだ。

「……煌きら坂さかと一緒にいるってことは、もしかして、あんたも絃いと神がみ島じまに来てるのか？」

　不吉な予感を覚えて古城が訊く。ラ・フォリアは悪戯いたずらっぽい声でクスクスと笑い、

『来らい賓ひんとして国際会議に出席したついでに、休暇を兼ねて立ち寄ったのです。彩海学園のスクールフェスティバルのことは、ユスティナが送ってきた報告書に書かれていましたから』

「待て、あんた、まさか彩昂祭に来るつもりじゃないだろうな!?」

『なにか問題がありますか？　お祭りの期間中、生徒の関係者は自由に学園に出入りできるとパンフレットに書かれていましたが？』

　ラ・フォリアが淡々と指摘した。いろいろとややこしい事情があって、彼女は血縁上、彩海学園中等部の叶かな瀬せ夏か音のんの姪めいという立場になる。間違いなく生徒の関係者なのだ。

「そ、それはそうだけど、あんた、世界的な有名人じゃねーか！　ウチみたいな普通の学校の文化祭にまぎれこんでたらパニックになるだろ！」

『ああ、それでしたら心配はありません。わたくしの素す性じように気づかれないよう、きちんと変装しておきますから』

「いや、変装って……」

　古こ城じようは思わず絶句する。悪い予感しかしなかった。なにしろラ・フォリアは美の女神フレイヤの再来とも讃たたえられる美貌の持ち主だ。ちょっとやそっとの変装で誤ご魔ま化かせるとは思えない。

　そんな古城の焦りをよそに、ラ・フォリアは声を華やかに弾ませて、

『まもなく彩さい海かい学園に到着するところです。あなたや夏か音のんに会えるのを楽しみにしています。では古城、また後ほど』

「ちょっ……待て、ラ・フォリア！　煌きら坂さかも止めろっ！　おいっ！」

　スマホに向かって古城が怒鳴るが、そのときにはすでに応答は途絶えていた。

　騒さわがしい廊下の片隅に立ち尽くして、古城は呆ぼう然ぜんと天を振り仰あおぐ。

「勘弁してくれ……」
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　スマホを握にぎり締しめたまま古城は軽く放心していたが、そんなことをしている場合ではないとすぐに気を取り直す。彩海学園に辿たどり着く前にラ・フォリアたちを捕まえて、彼女たちが騒ぎを起こすのを、なんとか喰くい止めなければならない。そう思って走り出そうとした古城を、たまたま通りかかった中等部の女子生徒が呼び止めた。

「あの、なにかあったんですか、先輩？」

「姫ひめ柊らぎ！　ちょうどいいところに！」

「はい？」

　大きな瞳を瞬またたきながら、雪ゆき菜なが古城を見上げてくる。どうやら彼女も彩さい昂こう祭さいの準備で、校内を移動中だったらしい。雪菜が抱えている大きな荷物に気づいて、古城は怪け訝げんそうに眉まゆを寄せ、

「あれ……なんだ、その荷物？」

「こ、これは演劇で使う衣装です。これからリハーサルの予定があるので」

　雪菜はそう言って、衣装を自分の背後に隠した。彼女の慌あわてぶりを古城は疑問に思いつつ、

「リハーサル……そうか、煌きら坂さかのやつ知ってたな！　それでラ・フォリアを止めなかったのか」

「ラ・フォリア王女？　彼女がどうかしたんですか？」

　雪菜がきょとんと首を傾かしげる。古城は苦悩するようにうつむいて溜ため息いきをついた。

「ついさっき連絡があったんだ。あいつ、今から彩海学園に遊びに来る気らしい」

「遊びに来るって……紗さ矢や華かさんも一緒ですか？」

　表情を硬くして雪菜が訊きいた。古城は肩をすくめてうなずき、

「ああ、たぶんな。姫柊が劇に出ることも知ってたみたいだし」

「なっ!?」

「いちおう変装してくるとは言ってたから、騒さわぎを起こすつもりはないんだろうけどな。姫ひめ柊らぎのリハーサルを見学して、さっさと帰ってくれればいいんだが……」

「け、見学……!?」

　古こ城じようの呟つぶやきを聞きつけて、雪ゆき菜なは声を震ふるわせた。いつになく追い詰められたような態度で、彼女は勢いよく首を横に振る。

「駄目です、それは駄目！　見学なんて絶対に駄目です！」

「いやでも、せっかく姫柊が主役なんだし」

　観客は多いほうがいいだろ、と古城は軽い気持ちで言い返す。その瞬しゆん間かん、雪菜はなぜか焦ったように視線を彷徨さまよわせ、

「え!?　ええ、まあ、主役といえば主役です、けど……とにかく紗さ矢や華かさんたちを絶対に近づけないようにしてください！」

「それって、本番までは部外者に見せられないってことか？」

「ほ、本番も見に来ては駄目です！　特に紗矢華さんと先輩は！」

「いやでも、凪なぎ沙さも出るって言ってたし」

「と、とにかく駄目と言ったら駄目ですから！　わたしはリハーサルに行きますけど、絶対にのぞきに来たりしないでくださいね！」

　どこか必死な口調でそう言うと、雪菜は小走りに体育館へと向かっていった。古城は啞あ然ぜんとしながら彼女の後ろ姿を見送る。どうして雪菜がそんなにも焦っているのかわからない。

「って……こんなことしてる場合じゃねえ！」

　校舎の外から聞こえてきたどよめきに気づいて、古城は慌あわてて走り出す。

　人々の驚きの原因は、正門前に停とまった一台の乗用車だった。国こく賓ひんか大富豪でもなければ一生乗ることのなさそうな、黒塗りの高級リムジンである。たかが学園祭にそんな大げさな車で乗りこんで来る人物など、ラ・フォリアたち以外に考えられない。

「あいつら、あんな目立つ車で乗りつけやがって！　変装なんか意味ねーじゃねーか！」

　額に脂あぶら汗あせを浮かべて、古城は正門へと向かった。今さら手遅れかもしれないが、これ以上の注目を集める前に、ラ・フォリアたちを隠さなければならないと思ったのだ。が、

「……のわっ!?」

　走り出して何歩も進まないうちに、古城は勢いよく転倒した。地面に落ちていた誰かの荷物に蹴け躓つまづいてしまったらしい。電子キーボードなどを運ぶための楽器ケースである。

「痛いてて……って、この楽器ケース……たしか、煌きら坂さかの……？」

　見覚えのある楽器ケースを拾い上げて、古城は軽く混乱した。

　紗矢華が持ち歩いている楽器ケースの中身は、〝煌こう華か麟りん〟と名付けられた銀色の長ちよう剣けんだ。疑似的に空間をも斬きり裂さくという獅し子し王おう機き関かんの試作兵器であり、それでなくても普通に物ぶつ騒そうな刃物である。そんな危険なアイテムを、校庭に放り出しておくのは攻こう魔ま師しとして大問題だろう。

　しかし周囲を見回してみても、紗さ矢や華かの姿は見当たらなかった。

　長身でスタイルのいい紗矢華は、ラ・フォリアに負けず劣らずよく目立つ。人ひと混ごみの中にいてもすぐにわかるはずだ。それなのに古こ城じようは彼女を見つけることができなかった。〝煌こう華か麟りん〟入りの楽器ケースを置き去りにしたまま、紗矢華はどこかに消えてしまったのだ。

「……どういうことだ？」

　漠然と嫌な予感を覚えながら、古城は楽器ケースを抱えて立ち上がった。そのとき近くから聞こえてきたのは、不吉な地じ縛ばく霊れいを連想させる小さな啜すすり泣きの声だった。

「こ、子どもの泣き声……？」

　古城は頰ほおを引き攣つらせてうめく。迷子という可能性は考えなかった。学園祭当日ならいざ知らず、開催前日の夕方近くに、小さな子どもを連れて遊びに来る保護者がいるとは思えない。

　それほど歴史の古い学校ではないが、彩さい海かい学園にも学校の怪談のひとつやふたつは伝わっている。特に学園祭準備期間ともなれば、泊まりこみの生徒が幽ゆう霊れいを目撃した、という噂うわさ話ばなしには事欠かなかった。おまけにここは〝魔ま族ぞく特とつ区く〟──本物の霊能力者や死霊魔術師ネクロマンサーがうようよ暮らしている土地なのだ。古城が真っ先に幽霊を警戒したのは、むしろ当然の反応であった。

　そしてその直後、啜り泣きが聞こえてくる方角から、誰かの声が古城を呼んだ。

「古城。こちらです、古城」

「……ラ・フォリア？」

　特徴的な王女の口調に、古城は安あん堵どしながら振り返る。不気味な啜り泣きは続いていたが、少なくともラ・フォリアは、ほかの生徒たちに気づかれずに上手うまく校内に入りこめたらしい。

　しかし声の方角に視線を向けても、ラ・フォリアらしき人物はいなかった。もちろん紗矢華の姿もない。魔術で姿を隠しているのだろうか、と古城は不審に思う。

「ラ・フォリア？　どこかに隠れてるのか？」

「なぜ、わたくしが逃げ隠れする必要がありますか」

　どこか舌足らずな幼い声が、古城のすぐ近くから聞こえてくる。校舎脇わきの記念樹の根元に立っていたのは、幼い外国人の少女だった。

　年齢は四、五歳といったところだろうか。銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんの可愛かわいらしい娘だ。

　彼女が羽は織おっているのは、軍隊の儀礼服に似た大人向けのブレザー。当然、袖そで口ぐちはぶかぶかで、上着の裾すそを地面に引きずっている。

「ですが、少々厄やつ介かいなことになってしまったようです。力を貸してもらえますか、古城？」

　銀髪の幼女が、親しげな口調で古城に呼びかける。

　古城は戸惑いながら彼女を見返した。外国人の幼女に知り合いはいない。しかし彼女とは初対面という気がしなかった。天使めいた美貌と高貴な雰ふん囲い気き。目の前の幼い少女には、アルディギア王女の面おも影かげがくっきりと残っている。

「お、おまえ……もしかしてラ・フォリアか？　じゃあ、そっちのはまさか……煌きら坂さか？」

　古こ城じようが震ふるえる声で質問した。

　銀髪の幼女の背後には、淡い栗くり色いろの髪の幼女が立っている。

　ぶかぶかのサマーセーターとワイシャツは、紗さ矢や華かが普段着ている制服と同じだった。

　怯おびえたような眼まな差ざしで古城を見上げた第二の幼女が、銀髪の幼女の背中に隠れて嗚お咽えつを始める。先ほどから聞こえていた不吉な啜すすり泣きは、彼女の口から洩もれていたのだ。

「ええ、いかにも。わたくしはラ・フォリア・リハヴァイン。アルディギア王国で王女の立場にある者です」

　泣きじゃくる舞ま威い媛ひめを慰めながら、銀髪の幼女は、優雅に微笑ほほえんで古城に告げる。

　古城はそんな彼女たちを凝ぎよう視しして、呆ぼう然ぜんと立ち尽くすだけだった。
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　独房の扉は開いていた。人工島北地区アイランド・ノースの最下層。魔ま導どう犯罪者を収容するための特殊拘こう置ち所しよだ。

「脱獄……か。見事にもぬけの殻からだな」

　無人の独房を一いち瞥べつして、南みな宮みや那な月つきが無ぶ愛あい想そうに呟つぶやく。西洋人形のような豪ごう奢しやなドレスを身に着けた小柄な女性だ。見た目は十一、二歳の愛らしい少女にしか見えないが、案内役の刑務官の目には、彼女に対する恐怖の感情が滲にじんでいた。南宮那月は国こつ家か攻こう魔ま官かん。かつて欧州で数多あまたの魔族を恐怖のどん底に突き落とした強力な魔女なのだ。

「申し訳ありません。朝の定時巡回では、異常は発見されなかったのですが」

　刑務官がたどたどしい口調で弁解した。拘置所内に収しゆう監かんされていた魔導犯罪者二名の脱獄が発覚したのは、六時間ほど前のこと。すでに捜索は始まっていたが、脱獄犯の行方ゆくえは今もわからないままだった。那月が呼び出されたのは、それが理由だ。脱獄犯の追跡に協力して欲しい、というのが拘置所からの依頼だった。

「封印の呪じゆ符ふが破られていない……魔術が使われたわけではないのだな」

　独房の扉を確認して、那月は意外そうに眉まゆを上げた。

　扉に刻みこまれた魔術の機能は、今も効果を失っていない。つまり、魔術的な手段によって強引に檻おりをこじ開けたわけではない、ということだ。

「魔術拘束具は正常に作動していました。そもそも彼女たちは〝守護者〟を失ってますし、拘置所内の妨害ジヤミングを無効化できるほどの強力な魔術を使えたとは思えません」

「自力での脱獄は不可能ということか」

「は、はい。そのための特殊拘置所ですから」

　説明を続ける刑務官を、那月は無表情に見返した。

「だとすれば脱獄を手助けした共犯者がいたということになるが？」

「いえ……それが、監視装置をチェックした限りでは、侵入者の痕こん跡せきは発見されませんでした。魔術的な結界だけでなく、音響、感圧、赤外線などの電子的センサーにも一切反応がなく……」

「外部からの侵入者はなかったということか……まあ、たしかに、組織の連中が危険を冒おかしてまで助けに来る価値が、あの二人にあるとも思えんしな」

「ど、同感です。だからこそ我々も混乱しておりまして……いったいどのような手段を使って、彼女たちは独房から抜け出したのか……」

　刑務官が、途方に暮れた表情で呟つぶやいた。

　魔ま導どう犯罪者の脱走を許したとなれば、拘こう置ち所しよ職員の責任問題は免れない。少しでも処分を軽くするためにも、脱獄の手段を早期に解明したいというのが彼らの本音なのだろう。

　しかし那な月つきは、怯おびえる刑務官を冷ややかに睨ねめつける。

「なるほどな。だが、脱獄のトリックを調べるさせるためだけに、わざわざ私を呼び出したわけではあるまい？　おまえたちが焦っている本当の理由、そろそろ聞かせてもらおうか？」

「は……はい。そ、そうですね」

　刑務官は表情を強こわ張ばらせながら、額に浮いた汗を拭ぬぐった。

「これは、その、決して口外しないでいただきたいのですが……実は、人工島管理公社で保管していた例の事件の証拠品の一部が、行方ゆくえ不明になっておりまして」

「証拠品？」

　那月が不機嫌そうに目を眇すがめる。刑務官はぎこちなくうなずいて、

「〝No.014〟です。状況的に、おそらく彼女たち二人によって盗み出されたのではないかと」

「ああ……そういうことか。くだらんな」

　那月が、ふん、とつまらなそうに鼻を鳴らした。それきり彼女は興味をなくしたように、無人の独房に背中を向ける。

「み、南みな宮みや攻魔官？」

「事情はわかった。それなら私は本業のほうに戻らせてもらおう。学園祭の前日ということで、教師の仕事もなにかと忙しくてな」

「え、いや、しかし脱獄犯は……!?」

　刑務官が啞あ然ぜんとしたように訊きき返す。しかし那月の返事はにべもない。

「放っておけ」

「で、ですが……」

「わざわざ〝No.014〟を持ち出したということは、やつらの目的は復ふく讐しゆうだ」

「復讐……ですか？」

「だとすれば、やつらの行き先もおおよそは見当がつく。つまらないことを考えたものだ。気持ちはわからんでもないが、相手が悪かったな」

「は、はあ……」

　刑務官が疑問符混じりに嘆息した。どういう根拠があるのかは知れないが、とにかく那な月つきは、今回の脱獄犯には、たいした危険性はないと判断したらしい。

「問題は、あの二人よりも、やはりこいつか……」

　那月はそう呟つぶやいて、拘こう置ち所しよの天井に視線を向けた。無言で那月たちを見下ろしていたのは、無機質な眼球に似た監視カメラだ。

「外部からの侵入者が本当にいなかったのだとしたら、やつらの脱獄に手を貸したのは誰だ？　魔術を封じられていたはずのやつらが、どうして証拠品の在処ありかを知っていた……？」

　自ら口にした疑問の答えを出さないまま、那月は空間を歪ゆがめて、虚こ空くうに溶けこむように姿を消した。置き去りにされた刑務官が、彼女を追いかけて走り出す。

　通路に取り残されたのは、作動中の監視カメラだけだった。

　ギギッ、と嘲あざけるような不快な雑音ノイズが、どこからともなく聞こえて、すぐに消える。
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「──固有堆積時間パーソナルヒストリー操作の魔ま導どう書しよ？」

　銀髪の幼女と向かい合って座る古こ城じようが、深刻な表情で呟いた。

「それって、たしか仙とこ都よ木ぎ阿あ夜やが持ってた本だな。〝No.014〟とか呼ばれてた……」

「ええ。〝図書館ＬＣＯ〟の総記ジエネラルだけが閲えつ覧らんを許された禁断の書物──他人が経験した時間そのものを奪い取る呪のろわれた魔導書です」

　ラ・フォリア・リハヴァインを自称する銀髪の幼女が、舌足らずな口調で解説する。

　ライブラリＬ・オブ・クリミナルＣ・オーガニゼーションＯ──通称〝図書館〟。それは国際的な魔導犯罪組織の名称だった。古城たちは二週間ほど前の波は朧ろう院いんフェスタで、その〝図書館ＬＣＯ〟に所属する魔女たちと敵対し、結果的に彼女たちの逮たい捕ほに協力することになったのだ。

〝No.014〟は、その事件の最さ中なかに、〝書記ノタリアの魔女〟こと仙都木阿夜が使った魔導書だった。魔導書に記された能力は、相手が経験した〝時間〟そのものを奪うこと。固有堆積時間パーソナルヒストリーを奪われた者は、肉体年齢が若返るだけでなく、成長の過程で経験したすべての記憶をなくしてしまう。使い方しだいでは、いかなる強敵をも無力化する、極めて危険な魔導書だ。

「那月ちゃんを幼女に変えたやつか。じゃあ、ラ・フォリアたちが今の姿になったのも……」

「魔導書による魔術攻撃でしょうね」

　攻撃を受けた張本人であるラ・フォリアが、他人ひと事ごとのように淡々と答えてくる。仙都木阿夜の魔導書の威力は、古城もよく知っていた。実際にラ・フォリアたちが幼児化している以上、再びその書物が使われたのは間違いないだろう。

　ラ・フォリアが自らの異変に気づいたのは、彩さい海かい学園に到着した直後のことだったらしい。魔術的な防護結界が施ほどこされたリムジンを降りた、一いつ瞬しゆんの隙すきを衝つかれたのだ。

「だけど、いったい誰がなんの目的でこんなことを……？」

　古こ城じようの疑問に、ラ・フォリアは静かに首を振る。

「わかりません。わたくしには誰かに恨まれる心当たりなどありませんし」

「え？　いや、そんなこと言い切っちゃって大丈夫なのか……？」

　あまりにも堂々と言い放つラ・フォリアに、むしろ古城のほうがうろたえた。なにしろラ・フォリアは一国の王女だし、おまけに意外と腹黒だ。あちこちで妬ねたみや恨みを買っていても、まったく不思議ではないと思う。

　しかし王女は、迷いなくきっぱりとうなずいて、

「もちろんです。だとすれば、やはり狙われたのは紗さ矢や華かでしょうか。獅し子し王おう機き関かんの舞ま威い媛ひめともなれば、知らないところで犯罪者に恨まれていてもおかしくありませんから」

「前から思ってたけど、あんたもいい性格してるよな……本当に」

「ふふっ、よく言われます」

　半ば本気で感心する古城に、ラ・フォリアはにこやかに微笑ほほえんでみせた。

　古城はそんな王女の態度にふと違和感を覚えて、隣にいる紗矢華と見比べた。古城と目が合った瞬しゆん間かん、幼児化した紗矢華は怯おびえたように後ずさって、ラ・フォリアの背後で身を竦すくめる。

「なあ……煌きら坂さかがこんなふうになっちゃってるのは、魔ま導どう書しよに記憶を奪われたせいなんだろ？　どうしてあんたは俺のことを憶おぼえてるんだ？」

　ほとんどの記憶を失った紗矢華は、肉体だけでなく精神面も完全に幼児化している。仙とこ都よ木ぎ阿あ夜やに攻撃されたときの那な月つきと同じ症状だ。しかしラ・フォリアの性格に変化はない。王女の記憶は奪われていないのだ。古城はそのことを疑問に思う。

「それはこの護符タリスマンのおかげでしょう」

　ラ・フォリアはそう言って、胸元に隠れていたペンダントを取り出した。緑色の宝石を縁ふち取どる黄金のペンダントトップには、精せい緻ちな魔法文字が刻みこまれている。

「アルディギア王家に伝わる神じん器ぎです。持ち主の魂を呪じゆ詛そや災いから護まもるといわれています。精神攻撃系の魔術を無効化する個人用防護障壁といったところでしょうか」

「よくわからんが、強力な御守りみたいなものか……それで身体からだは若返っても、記憶は奪われなかったんだな」

「ええ。ですが、さすがに困りました。この姿では公務に差し支えてしまいます。魔術攻撃を仕掛けてきた輩やからが、わたくしたちを幼児化しただけで満足するとも限りませんし」

　ラ・フォリアが物もの憂うげに目を伏せる。

「そうか……たしかに今の煌坂にあんたの護衛は無理だよな」

　涙目になっているポニーテールの幼女を見つめて、古城は弱々しく息を吐いた。

　紗矢華は魔導書の呪のろいによって、呪術の知識や戦せん闘とう経験のすべてを奪われてしまっている。つまり見た目どおりの無力な幼女なのだ。ラ・フォリアを護衛するどころか、自分の身を護ることすら困難だろう。

　そんな事態の深刻さを理解してか、ラ・フォリアは真顔で自らの胸元を見下ろして、

「そうですね。わたくしとしても、この身体からだでは、古こ城じようとの夜の営みもままなりませんしね」

　真ま面じ目めに王女の言葉を聞いていた古城が、ぶほっ、と激しく咳せきこんだ。

「なにさらっと恐ろしいことを言ってんだあんたは!?　どうでもいいだろ、そんなことは！」

「……それはつまり、古城は、幼女の肉体にも興奮を覚える、という意味でしょうか？」

　銀髪の幼女が、少し驚いたように訊きいてくる。古城は激しく首を振り、

「全然違うわっ！　そういう危険な発言はやめろっ！」

「いけません、古城。そんな大きな声を出しては……」

　ラ・フォリアが、めずらしく焦ったように古城を制止した。

　そんな王女の隣で、ひくっ、と怯おびえたようにしゃくり上げる声がした。

　幼児化した紗さ矢や華かが身体を硬くして、涙で潤うるんだ瞳を古城に向けている。突然大声を出して怒鳴る古城にびっくりしたらしい。

「あ！　き、煌きら坂さか……!?」

　今にも泣き出しそうな紗矢華に気づいて、古城は本気でうろたえた。

　学園祭準備期間ということで大勢の生徒たちが行き交う中、幼女二人を連れた古城の姿は、それでなくても目立っているのだ。こんなところで紗矢華に号泣されたら、彼らにどんな目で見られるか、想像するだけでも恐ろしかった。

「……いじめるの？　おにいちゃんも、さやかのことをいじめるの……？」

　狼ろう狽ばいする古城を不安そうに見上げて、紗矢華は、ごめんなさいごめんなさいごめんなさい、と謝罪の言葉を繰り返す。そんな紗矢華の行動を目撃した通りすがりの生徒たちが、ヒソヒソと噂うわさ話ばなしを始めていた。

「そういやこいつ、男性恐怖症になった過去のトラウマがあるんだっけか……」

　周囲からの非難の視線を浴びながら、古城は弱々しく呟つぶやいた。

　生まれついての強大な霊れい力りよくのせいで、幼いころの紗矢華は、父親に暴力を振るわれていたらしい。紗矢華が男性全般を嫌っているのは、そのことが原因だったと聞いている。

　幼児化した今の紗矢華には、当時の恐怖が生々しく残っているのだろう。古城を見て怯えるのも無理はない。

「大丈夫ですよ、紗矢華。古城は恐こわくありません。本当はあなたのことが大好きなんですよ」

　怯える紗矢華を勇気づけるように、ラ・フォリアが優しい口調で言った。

　その言葉を聞いた涙目の紗矢華が、なけなしの勇気を振り絞って古城を見上げてくる。

「……ほんと？　おにいちゃん、さやかがすき？」

「お、おう……まあ嫌いではないな……」

　真まっ直すぐな瞳に気け圧おされながら、古城は正直にそう答えた。その瞬しゆん間かん、紗矢華の表情が、わずかに年相応の明るさを取り戻す。

「さやかとけっこんしてくれる？」

「け、結婚って……い、いや、さすがにそれは……」

　幼児特有のいきなりの話題の飛躍に、古こ城じようは焦る。

　ただの子どもが相手なら適当に言いくるめておけば済むことだが、この幼女の中身は紗さ矢や華かなのである。ここで迂う闊かつな約束をするのは、なんとなく危険な予感がした。あとで紗矢華が記憶を取り戻したときに、なにを言われるかわからない。

　そうやって逡しゆん巡じゆんする古城を見ていた紗矢華が、じわっ、と再び涙を滲にじませる。

「やっぱりさやかのことなんかすきじゃないんだ」

「い、いや、そんなことはないぞ。わかった。おまえが大きくなったら、そのときにもう一度話し合おう。な？」

「おおきくなったらけっこんしてくれるの？」

　紗矢華が上うわ目め遣づかいで怖おず怖おずと聞いてきた。

「あー……もうそれでいいや。わかった。おまえが大きくなったらな」

　古城はなにもかもが面倒臭くなって投げやりに答えた。まあ、とラ・フォリアが目を大きくして意味ありげに微笑ほほえむ。

　紗矢華は照れたように頰ほおを赤らめながら、そっと古城の横に近づいた。ようやく彼女が懐なついてくれたことに、古城はホッと胸を撫なで下ろす。

　幼児化した紗矢華の足元にハラリとなにかが落ちたのは、その直後のことだった。

「って、煌きら坂さか……こ、これっ!?」

　紗矢華の身体からだからずり落ちてきたのは、彼女の制服のスカートと、その下の小さな白い布きれだった。呆ぼう然ぜんとそれらを見つめて古城は硬直する。

　今の紗矢華が身に着けているのは、ぶかぶかのサマーセーターとワイシャツだけだ。そのワイシャツも実は胸元がだぶだぶで、うっかりすると素肌が見えてしまいそうになる。

「身体が小さくなってしまったせいで、服のサイズが合わなくなってしまったのですね」

　ラ・フォリアが冷静な口調で指摘した。そういう彼女も、サイズの合わない服を着ているという意味では同じ立場だったりするのだが。

「それはわかるけど、どうすりゃいいんだ。さすがにこの恰かつ好こうの幼女を連れ回すのは危険すぎるぞ、主に俺が！」

　古城は、かつてなく追い詰められた表情で頭を抱える。ノーパンの幼女を連れ回していた、という事実が通報されでもしたら、間違いなく古城の人生は終わりだ。世界最強の吸血鬼の力をもってしても、この苦境は乗り切れそうにない。

「わたくしたちは子供服に着替えたほうがよさそうですね」

　苦悩する古城をさすがに哀あわれんだのか、めずらしくラ・フォリアが建設的な意見を口にした。

「いや、だけど子供服なんていったいどこに……」

「あれは売り物ではないのですか？」

　そう言ってラ・フォリアが指さしたのは、校庭にずらりと並んだ模擬店の列だった。生徒会の有志が主催しているチャリティバザーだ。生徒が家から持ち寄った不要品や古着が、ワゴンの上に所狭しと展示されている。その中にはおそらく子供服もあるはずだ。

「そうか……！」

　希望に顔を輝かせて、古こ城じようは校庭へと走り出す。幼女二人を引き連れて子供服を物色し始めた古城の姿を、バザー会場にいた生徒たちが、ギョッとしたような表情で見つめていた。

　　　　　　　　　　６

　結論からいえば、いちおう子供服らしきものは手に入った。ただし正確には、幼児向け変身美少女アニメのコスプレ衣装である。どうしてもそれを着たいとラ・フォリアが駄々をこね、同じく紗さ矢や華かにも涙目でおねだりされたのだ。

「大丈夫か、煌きら坂さか。一人で着替えられるな？」

　更衣室前の廊下で紗矢華が着替えるのを待ちながら、古城はぐったりと溜ため息いきをついている。

「とりあえず服はこれでいいとしても……根本的な解決にはなってないんだよな」

「そうですね。魔ま導どう書しよの呪のろいを解かないことには」

　ヒラヒラしたコスプレ衣装に身を包んだラ・フォリアが、真ま面じ目めな顔で相あい槌づちを打つ。それでなくても妖よう精せいめいた容姿の彼女に、アニメキャラの衣装は異常なほどに似合っていた。通りすがりの女子生徒たちに写真撮影を頼まれたのも一度や二度ではない。

「なあ、やっぱりあんたのところの騎き士し団だんに連絡を取ったほうがいいんじゃないのか？　アルディギアには宮廷魔導技師だっけ……叶かな瀬せの親父おやじさんみたいなのがいるんだろ？」

「いえ……残念ですが、宮廷魔導技師の力をもってしても魔導書の呪いを解除するのは容易なことではありません。それに宮廷魔導技師や騎士団は、アルディギアの国家機密を知ち悉しつしています。魔導書の力で、彼らの記憶を奪われることだけは避けなければ」

「そうか……そういう問題もあるのか」

　説得力のあるラ・フォリアの言葉に、古城は反論できなかった。敵の正体や目的は、なにもわかっていないのだ。今の状況で迂う闊かつに救援を求めても、犠牲者が増えるだけかもしれない。

「もっとも確実な解かい呪じゆの方法は、わたくしたちを攻撃してきた術者を捜し出して、魔導書を奪うか破壊することなのですが」

「なるほど……そういや那な月つきちゃんも、同じことをやってたな」

　古城は、仙とこ都よ木ぎ阿あ夜やと戦ったときの那月の行動を思い出す。自らにかけられた呪いを解除するために、那月は幼児化した姿のまま、阿夜から魔導書を奪うチャンスを狙っていたのだった。

「そうか、あの人なら魔ま導どう書しよの呪のろいを解く方法を知ってるんじゃないか？」

「〝空くう隙げきの魔女〟南みな宮みや那な月つき……ですか。彼女の助力が得られれば、たしかに心強いですね」

　ラ・フォリアが古こ城じようの提案に同意する。

「この時間ならまだ校内にいるはずなんだが、どうやって捜したもんかな……」

　古城はおもむろに立ち上がり、生徒たちであふれた校舎内を見回した。

　国家攻魔官と教師を兼業している那月は、ああ見えて忙しい人間だ。特に彩さい昂こう祭さいの期間ともなれば、校内の見回りや、来らい賓ひんの応対などで、どこにいるのか見当もつかない。

「〝空隙の魔女〟を見つければいいのですね。では古城、そこに跪ひざまずきなさい」

　名案を思いついた、と言わんばかりの態度で、ラ・フォリアが尊大に命じてくる。

「いいけど、いったいなにをする気だ？」

　訝いぶかしみつつも古城は彼女に言われるままに、その場で姿勢を低くした。そんな古城の肩の上に、幼児化したラ・フォリアがよじ登ってくる。

「もう立ち上がっても良いですよ」

「肩車か……まあ、この際、仕方ないか」

　古城は複雑な表情で独ひとりごちた。本物の幼児ならともかく、ラ・フォリアを肩車するという状況はいろいろと問題な気もするが、深く考えるのはよそう、と自分自身に言い聞かせる。と、

「ん？　なんだ、煌きら坂さか？」

　ちょうど着替えを終えて出てきた紗さ矢や華かが、くいくい、と古城の制服の裾すそを引っ張った。

　困惑しながら見下ろす古城に、幼児化した紗矢華が小さな両手を伸ばして、

「抱っこ……さやかも抱っこして……」

「え……!?」

「だめ？」

　ポニーテール幼女の瞳に、じわりと涙が盛り上がる。それに気づいた古城は慌あわてて彼女を抱き上げて、

「いや、もちろんだめじゃないぞ。ほーら、高い高い！」

　古城に抱き上げられた紗矢華が、わあっ、と幸せそうな声を洩もらす。

　一方、周囲にいたほかの生徒たちは、幼女二人を抱きかかえている古城を、ものすごい不審者を見るような目つきで眺めていた。古城が彼らにロリコン疑惑をかけられたのは間違いないだろう。精神的に極めて厳しい状況だ。

「なんで俺がこんな目に……」

　唇を強く嚙かみしめたまま、口の中だけで古城がうめく。ラ・フォリアは、そんな古城の頭を両手でつかむと、ぐいっと強引に九十度ほど右みぎ旋せん回かいさせた。

「古城。あれを！」

「那月ちゃんか！　やばい、どっかに出かけるのか!?」

　首の痛みに耐えながら、古こ城じようは窓際に駆け寄った。フリルまみれのドレスを着た小柄な女教師が、校庭に停とまったタクシーに乗りこむところだった。

　彼女をこのまま見失ったら、次に会えるのはいつになるかわからない。古城は慌あわてて校舎を飛び出し、タクシーに駆け寄ろうとする。

　そのとき古城に抱かれたままの紗さ矢や華かが、突然、切せつ羽ぱ詰つまった声を上げた。

「おにいちゃん！」

「煌きら坂さか!?　今度はなんだ!?」

「お、おしっこ……」

「なっ!?　なにぃ……っ!?」

　動揺する古城の腕の中で、紗矢華がもじもじと身体をよじる。今まで言い出せずにずっと我慢していたのだろう。うつむいている紗矢華は今にも泣き出しそうだ。

「な、なあ……煌坂。あとちょっとだけ我慢できないか？」

「うう……」

　ぽろぽろ、と大粒の涙が紗矢華の頰ほおをこぼれ落ちる。

「わかった！　わかったから泣くな！　こ、ここからいちばん近い女子トイレは──！」

　古城は絶望を覚えながら、紗矢華を抱いて校舎の中へと後戻りする。

　那な月つきを乗せたタクシーが静かに走り出し、彼方かなたへと遠ざかっていくところだった。
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　それから一時間も経たたないうちに、古城はぼろ切れのように疲れ果てた姿で、廊下の隅にうずくまっていた。幼児化したラ・フォリアと紗矢華の面倒を見ているうちに、体力が尽きてしまったのだ。なにしろ子どもという生き物は、片時もじっとしていてくれない上に、こちらが予想できないトラブルを引き起こす。男子高校生一人で子ども二人を相手にするのは、やはり無理があったらしい。

「駄目だ……俺一人じゃ身が保もたん……」

　古城はぐったりと背中を丸めて溜ため息いきをついた。幼児特有の突発的な言動と底なしの体力に振り回されて、古城の消耗は限界に達していた。これが敵の狙いだとしたら、見事な戦略というよりほかにない。生なま半はん可かな魔術攻撃よりも、遥はるかに効果的だった。

　ちなみにラ・フォリアと紗矢華の二人は、近くの非常階段に腰掛けて、仲良くジュースを飲んでいる。甘いものを与えている間だけは、彼女たちも大人しくしてくれるのだ。

「あれ、古城君？」

　うずくまっている古城の背中に、誰かが声をかけてきた。のろのろと振り返った古城が見たのは、奇妙な衣装を着た凪なぎ沙さと雪ゆき菜なだった。凪沙が身につけているのはハゲヅラと僧そう侶りよの袈け裟さ。そして雪ゆき菜なは、なぜかサルの着ぐるみに全身を包んでいる。

「せ、先輩!?　なんでこんなところにいるんですか……っ!?」

　頰ほおを真っ赤にした雪菜が、咎とがめるような口調で古こ城じように訊きいた。

　なんでと言われても、と古城は頼りなく首を傾かしげて、

「おまえら……なんだ、その恰かつ好こう……？」

「演劇で使う衣装だよ。今ちょうどリハーサルが終わったところなんだよね」

　さすがにハゲヅラが恥ずかしいのか、凪なぎ沙さが照れながら返事をする。そうなのか、と古城は無気力にうなずきつつも、

「いやでも、なんの衣装だ、それ？　ていうか、姫ひめ柊らぎは主役じゃなかったのか？」

「うう……ええ、まあ、主役といえば主役です。あみだくじで決まっただけですけど」

　雪菜がなぜか恨みがましい目つきで古城を睨にらんでくる。着ぐるみ姿を見られたのが、よほどの屈辱だったらしい。

「うちのクラスの演目は西さい遊ゆう記きだからね。けっこう本格的なんだよ。演出とかアクションとか」

「ああ……なるほど、孫そん悟ご空くうか。そういえば姫柊に似合うよな」

　凪沙の補足説明を聞いて納得した古城が、ぽつりと余計なひと言を呟つぶやいてしまう。

　当然のように、むっと眉まゆを吊つり上げる雪菜。

「……あの、それはどういう意味ですか……？」

「あ、いや、姫柊がサルっぽいってことじゃなくて、ほら、如によ意い棒ぼうと槍やりってちょっと似てるし」

　古城が早口で言い訳する。雪菜は、むうっ、と唇を尖とがらせたまま、

「ええ、まあ。棍こんと槍やりの技術には共通した部分がありますけど……あの、それよりも……」

　今イチ納得していないような口調でそう呟いて、雪菜はラ・フォリアたちへと視線を向けた。

　それを見て凪沙もようやく、幼女二人の存在に気づいたらしい。コスプレ衣装を着たラ・フォリアと紗さ矢や華かの姿に、凪沙はたまらず歓声を上げる。

「わっ……かっ、可愛かわいいっ！」

　ハゲヅラをその場に投げ捨てた凪沙が、幼女たちへと駆け寄っていく。紗矢華が驚いてラ・フォリアの背中に隠れようとするが、凪沙はそんなことお構いなしに二人まとめて抱き寄せた。

「すごいよ、古城君！　どこでこんな可愛い子たちを拾って来たの!?　あれ、でも、なんだろ、どこかで会ったことがあるような気が……？　まあいっか！」

　細かいことには頓とん着ちやくせずに、ラ・フォリアたちに頰ほおずりする凪沙。一方、雪菜は、硬い表情で古城を見上げ、

「先輩、もしかしてこの二人……」

「ああ。ラ・フォリアと煌きら坂さかだ」

　苦々しげな声で古こ城じようが言う。雪ゆき菜なの瞳に驚きの色が広がった。

「固有堆積時間パーソナルヒストリー操作の魔ま導どう書しよですか？　まさか、誰かが王女を狙って？」

「たぶんな……なあ、そういや姫ひめ柊らぎの槍やりで、こいつらを元には戻せないか？」

　かすかな期待をこめて古城が訊きいた。しかし雪菜は残念そうに首を振る。

「いえ……〝雪せつ霞か狼ろう〟の魔力無効化能力でも、魔術攻撃によって生じた結果をなかったことにはできません。魔導書の本体を攻撃できればべつですけど……」

「そう都合よくはいかないってことか……」

　古城が深く溜ため息いきをついた。おそらくラ・フォリアたちの固有堆積時間パーソナルヒストリーは、魔導書の中に封印されている状態なのだろう。魔導書そのものを破壊できれば、奪われた〝時間〟は本来あるべき場所へと戻る。しかしラ・フォリアたちに〝雪霞狼〟で触れたところで、そこにない〝時間〟を取り戻すことはできないというわけだ。

「とにかく、わたしは〝雪霞狼〟を取ってきます。魔導書を使った犯人が、王女を襲ってくる可能性もありますし」

「わかった。頼む」

　教室に向かって駆け出す雪菜を、古城は心強く思いながら見送った。敵が魔導犯罪者なら、剣けん巫なぎである雪菜の存在はやはり頼もしい。それに幼児化したラ・フォリアたちの世話も、凪なぎ沙さに任せておけばいいだろう。できれば彼女たちは巻きこみたくなかったのだが、そんな贅ぜい沢たくを言ってる場合ではない──そう思って自分を納得させていた古城の目の前で、不意に雪菜の背中が揺れた。

　着ぐるみに包まれた雪菜がよろめいて、ころん、と頼りなく転倒する。

「姫柊？　お、おい、大丈夫か……!?」

　慌あわてて駆け寄った古城が見たのは、空気の抜けた風船のように、しなびた着ぐるみの手脚だった。雪菜の身体からだが二回り以上縮んで、着ぐるみがぶかぶかになってしまっている。それが彼女の転倒の原因だ。

「ま……まさか、姫柊まで……!?」

　着ぐるみに包まれた雪菜の身体を、古城が恐る恐る抱き起こす。

　その古城を見上げてきたのは、透き通るように綺き麗れいな顔立ちをした幼い少女だった。推定四、五歳の幼女と化した雪菜が、唇を引き結んで懸命に泣くのをこらえている。

「お、おい……姫柊……しっかりしてくれ……！」

「落ち着きなさい、古城」

　雪菜を抱えたままうろたえる古城を、静かに歩み寄ってきたラ・フォリアが一いつ喝かつした。

「いや、だけど、姫柊が──」

「わかっています。ですが、雪菜が攻撃を受けたということは、魔術攻撃を仕掛けた術者がこの近くにいるということです。警戒を」

「そ、そうか……」

　威厳に満ちた王女の忠告に、古こ城じようがようやく冷静さを取り戻す。しかし古城が周囲の確認を終える前に、新たな悲鳴が校庭に轟とどろいた。

「凪なぎ沙さっ!?」

　静電気に似た青白い火花を散らして、凪沙がぐったりと倒れこむ。気絶した凪沙を心配そうに抱き支えているのは、幼い紗さ矢や華かだ。

　そんな紗矢華の首根っこをつかんで、無理やり抱き上げた人影があった。

　一人は赤い装しよう束ぞくをまとった女だ。異国の踊り子のような露出度の高い衣装。魔術師のローブを連想させる長い頭ず巾きん。すべてが血のような緋ひ色いろで統一されている。

　そしてもう一人の女は漆しつ黒こくだった。鍔つば広びろの三角帽子と闇やみ色いろのマント。そしてボンデージ衣装のような黒革のライダースーツで、全身をくまなく覆おおっている。

「あら、残念……この娘の時間も奪い取るつもりだったのですけど、魔ま導どう書しよの呪じゆ詛そが防がれてしまいましたわ、お姉様。なにかに護まもられているのかしら」

　気絶した凪沙を見下ろして、緋色の女が不思議そうに呟つぶやいた。

「気にすることはなくてよ、オクタヴィア。人質の役には十分ですもの」

　漆黒の女が、そう言って艶なまめかしく笑った。

　緋色の魔女と、漆黒の魔女。彼女たちの名前を古城は知っていた。波は朧ろう院いんフェスタの日に、絃いと神がみ島じまを襲しゆう撃げきしてきた国際魔導犯罪者の姉妹──

「おまえら……たしか〝図書館ＬＣＯ〟の……！」

「お見知りおきいただき光栄ですわ、第だい四よん真しん祖そ」

　身構える古城を蔑さげすむように見返して、魔女姉妹が妖よう艶えんに微笑ほほえんだ。

「いかにも我らはＬＣＯ第一類〝フィロソフィ〟所属──エマ・メイヤーとオクタヴィア・メイヤー。そこな小娘どもに復ふく讐しゆうするために、再び罷まかり越こしましたの」

　高らかに哄こう笑しようする魔女たちの手には、一冊の書物が握にぎられている。

　それは〝No.014〟。固有堆積時間パーソナルヒストリー操作の魔導書だった。

　　　　　　　　　　８

「なるほど……おばさま方でしたか」

　ごく平静な態度で、最初に口を開いたのはラ・フォリアだった。魔女姉妹を眺める彼女の瞳には、むしろ白しらけたような落胆の感情が浮かんでいる。

「お、おばっ!?」

　何気に失礼なラ・フォリアの発言に、魔女姉妹が敏感に反応した。

　しかし銀髪の幼女はそれを無視して、可愛かわいらしい仕草で肩をすくめる。

「わたくしたちへの意い趣しゆ返がえしのために、年とし甲が斐いもなく脱獄なさったのですね。あれほどみっともなくやられておいて、まだ復ふく讐しゆうする気力を失っておられないとは、素晴らしい打たれ強さです。わたくしも見習わなければなりませんね」

「お、おい、ラ・フォリア」

　さすがにいろいろと心配になって、古こ城じようは銀髪の幼女を止めようとした。魔女姉妹の表情は怒りのあまり赤黒く変色して、今にも血管が切れそうだ。このままでは、逆上してなにをしでかすかわからない。

「く、口の減らない小娘ですこと……」

「自分の立場がわかってらっしゃるのかしら、王女様」

　漆しつ黒こくの魔女がそう言って、倒れている凪なぎ沙さの隣に屈かがみこむ。

「凪沙……！」

　思わず飛び出そうとした古城を、漆黒の魔女が、瞳の動きだけで制止した。彼女が凪沙の首筋に向けているのは短剣だ。古城に対する人質にするつもりなのだろう。

「動かないでくださいな、第だい四よん真しん祖そ。どうぞご心配なく。御おん身みの妹いもうと君ぎみに危害を加えるつもりはありません」

　緋ひ色いろの魔女が、礼儀正しい口調で古城に告げる。

　漆黒の魔女も短剣を構えたままうなずいて、憤ふん怒ぬの視線をラ・フォリアに向けた。

「わたくしたちが、その腹黒王女への宿しゆく怨えんを晴らすまで、御身はただ動かずにいてくださるだけでいいのです」

「くっ……」

　古城がギリッと奥歯を鳴らした。凪沙を人質に取られてしまっては、古城の力は使えない。強力過ぎる第四真祖の眷けん獣じゆうの攻撃は、確実に凪沙を巻きこんでしまうからだ。

　メイヤー姉妹は波は朧ろう院いんフェスタの事件で、ラ・フォリアと紗さ矢や華かに敗北している。その復讐のために拘こう置ち所しよを脱獄して、彼女たちを狙っていたのだろう。

　ラ・フォリアたちを幼児化させたあとも、すぐに姿を現さなかったのは、古城の存在を恐れていたせいか。しかし凪沙を人質にしたことで、もはや古城を警戒する必要もなくなった。これで心置きなく恨みが晴らせると、二人の魔女は嗜虐的サデイステイツクな期待に表情を歪ゆがめている。

「固有堆積時間パーソナルヒストリー操作の魔導書に頼らざるを得なかったということは、おばさま方はすでに魔女の力を失っているのですね」

　猛たけ々だけしく笑う二人の魔女を見返して、穏やかな口調でラ・フォリアが訊きいた。

　魔女姉妹は笑みを消しながら、不機嫌そうに鼻を鳴らす。

「それがわかったからどうだというのかしら、王女様？」

「今のあなた方が相手なら、〝守護者〟の力を借りるまでもなく、たっぷり可愛がってあげることができましてよ」

「いえ……それはどうでしょうか」

　二人の魔女の挑発にも、ラ・フォリアは表情を動かさなかった。奇妙に無関心な王女の反応に、魔女姉妹は苛いら立だたしげに唇を歪ゆがめる。

「あぁん？」

「この期ごに及んで強がりですの？　往おう生じよう際ぎわの悪い小娘ですこと」

「可哀かわい想そうなおばさま方。〝守護者〟の力をなくしたせいで、お気づきにならなかったのですね」

　殺気立つ魔女たちを哀れむように見返して、ラ・フォリアがゆるゆると首を振った。

　同情混じりの王女の言葉に、緋ひ色いろの魔女が、ぐぬ、とうめく。

「こ、この小娘は、なにを言っているのかしら……ねえ、お姉様？」

　しかし相あい槌づちを求められた漆しつ黒こくの魔女が、彼女の呼びかけに答えることはなかった。

　漆黒の魔女は、妹の横顔を見つめたまま、全身を硬直させて動きを止めている。

「オ、オクタヴィア……う、後ろ……」

　震ふるえる声で、漆黒の魔女が告げた。

「……お姉様？」

　人質である紗さ矢や華かを抱えたまま、緋色の魔女は、姉の視線につられて自分の背後を振り返る。その瞬しゆん間かん、彼女の顔からも血の気けが引いた。

「……なっ!?」

　見開かれた緋色の魔女の目に映ったのは、虚こ空くうに浮かび上がる不気味な影だった。

　それは黒い靄もやのようでもあり、あるいは生物のようでもある。無数の地じ縛ばく霊れいを取りこんだ悪あく霊りようか、あるいは死という概念そのものが形になって現れた存在か。

　名状しがたい怪物の群れを凝視して、緋色の魔女が後ずさる。

「な、なんですの、こいつらは……!?」

「紗矢華が召しよう喚かんした死霊ですね」

　魔女の問いかけに答えたのは、ラ・フォリアだった。ふっくらとした頰ほおに大人びた仕草で手を当てて、銀髪の幼女は淡々と告げる。

「し、死霊？」

「あとは闇の精霊に、よくわからない想念体のようなものも……」

　ラ・フォリアが説明を続けている間にも、怪物たちは数を増していく。最初は曖あい昧まいだった死霊の輪りん郭かくが濃さを増し、そのおぞましい姿をくっきりと実体化させていた。

「ど、どうしてこんな子どもが、そんな化け物を召喚できるんですの……!?」

　恐怖に耐えかねた緋色の魔女が、抱きかかえていた紗矢華から手を離した。

　それでも紗矢華は泣き止やまずに、ぐすぐすと肩を震わせている。幼い彼女が感じている恐怖そのものが、死霊たちを呼び集めているのだ。

「おい、ラ・フォリア……こっちもなんかヤバい感じなんだが……」

　古こ城じようが硬い声で助けを求めた。幼児化した雪ゆき菜なの様子がおかしい。つぶらな瞳からはすべての感情が失われ、膨大な神しん気きが彼女の周囲を渦うず巻まいていた。

　周囲の気温が見る間に低下し、常とこ夏なつの絃いと神がみ島じまに粉雪がちらつき始めている。さっきまで快晴だった空は黒雲に覆おおわれて、雷らい鳴めいが大気を震ふるわせていた。

「神かみ憑がかりですね。荒あら御み魂たまというやつでしょうか。古城、くれぐれも雪菜に粗そ相そうのないように──」

　ラ・フォリアが真ま面じ目めな声で警告する。古城は蒼そう白はくな顔でうなずいた。

　かつて雪菜から聞いた話を思い出す。幼いころの紗さ矢や華かは強すぎる霊れい力りよくが制御できず、それが両親の虐ぎやく待たいの原因になったのだと。そして雪菜もまた、その強大な霊力ゆえに、幼くして獅し子し王おう機き関かんに保護されたのだと。

　雪菜と紗矢華が幼児化したことで、二人が訓練によって身につけた霊力の制御技術は失われた。今の彼女たちは、些さ細さいなきっかけで暴発する危険な霊力の塊かたまりなのだ。

　そして紗矢華の恐怖と、雪菜の怒りの矛ほこ先さきは、魔女の姉妹に向けられている。

「た、助けて、お姉様……！」

「や、やめ……やめさせなさい、ラ・フォリア・リハヴァイン！　こ、こちらには人質が……」

　軽いパニックに陥おちいった漆しつ黒こくの魔女が、気絶した凪なぎ沙さを楯たてにしようとする。しかし漆黒の魔女が握っていた短剣が、その瞬しゆん間かん、いきなり根元からへし折れた。

　一瞬遅れて、銃声が響いた。

　銃弾を撃ち放ったのは、ラ・フォリアだ。銀髪の幼女の手の中には、黒光りするオートマチックの軍用拳けん銃じゆうが握にぎられている。

「う、噓うそ!?　ちょっ……あ、危ないでしょう!?　や、やめっ！」

　幼児化による照準の違和感を確認するように、ラ・フォリアは黙々と引き金を引き続けた。撃ち出された銃弾が頰ほおをかすめて、漆黒の魔女が悲鳴を上げる。

「失礼、おばさま方。なるべく手加減するつもりですが、わたくしも、この身体からだでの射撃には慣れていません。うっかり急所に当たってしまったときには、どうぞご容よう赦しやを」

　ラ・フォリアが無責任な口調で言い放った。その間も銃撃は続いている。〝守護者〟を失った漆黒の魔女には、その攻撃を防ぐすべはない。なりふり構わぬみっともない姿で、彼女は、必死に逃にげ惑まどう。

「お、お姉様……助けて……暗くて、深いところに引きずりこまれる……寒い……」

　一方の緋ひ色いろの魔女は、雪菜と紗矢華の霊力の暴走にまともに巻きこまれ、悲鳴を上げることすらできずにいた。凍こごえる大気が彼女の体温を奪い、まとわりつく死霊たちのせいで意識すら朦もう朧ろうとなっている。

「ま……待って、魔導書は渡すわ！　渡すから、許して！　助けて！」

　魔女の姉妹は、ついに地面に突っ伏して、ラ・フォリアに懇こん願がんするように絶叫した。

「あら、もう終わりですか？　退屈な方たちですこと」

　二人の魔女たちを見下ろして、銀髪の幼女がつまらなそうに呟つぶやく。

　やはりそれが王女の本音だったのだろう。魔ま導どう書しよの呪のろいで攻撃されたことも、魔女姉妹の襲しゆう撃げきも、ラ・フォリアにとってはちょうどいい退屈しのぎだったのだ。とはいえ、彼女のその剛ごう胆たんさによって、結果的に古こ城じようたちが救われたのも事実だった。

「これにて一件落着ですね」

　魔導書を拾い上げた銀髪の幼女が、そう言って愛らしい笑顔を古城に向けてきた。校庭では雪ゆき菜なと紗さ矢や華かの暴走が続き、渦うず巻まく霊れい力りよくに魔女姉妹がいまだ翻ほん弄ろうされ続けていたが──

「…………」

　まあいいか、と古城は無言で肩をすくめてみせた。
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　それから十分も経たたないうちに駆けつけてきた特区警備隊アイランド・ガードによって、魔女姉妹はあっさり拘こう束そくされた。ボロボロの姿に変わった二人には、もはや抵抗する気力も体力も残されていなかったのだ。

「どうせこんなことだろうとは思っていたが、案外あっさり片付いたものだな」

　遅れて戻ってきた南みな宮みや那な月つきが、校庭の隅にへたりこんでいる古城に話しかけてくる。

「わかってたのなら、もう少し早く助けに来てくれよ。おかげで酷ひどい目に遭ったぞ」

「知るか。私は子どもが嫌いなんだ」

　冷たく突き放すような口調で、那月が言った。

「……自分が子どもみたいな姿形ナリをしてるくせに……痛いてっ！」

　思わず本音を洩もらした古城を、那月が謎なぞの見えない攻撃で殴りつける。そして彼女は、捕ほ縛ばくされた魔女姉妹のほうへと向き直り、

「ひとつ聞かせてもらおう、メイヤー姉妹。拘置所の電子ロックを破ったのは、おまえたちの仕し業わざか？　どうやって独房の扉を開けた？」

「……そんなもの知りませんわ。ねえ、お姉様」

　そっぽを向いたまま答えたのは緋ひ色いろの魔女だった。漆しつ黒こくの魔女も気け怠だるげにうなずいて、

「ええ、そうね。わたしたちが気づいたときには、鍵かぎが開いていましたの。魔術の妨害装置も止まっていましたし」

「そうか……では〝No.014〟の保管場所と王女の居場所をおまえたちに教えたのは誰だ？」

　回収した魔導書を手の中で弄もてあそびながら、那月が再び質問する。

　魔女の姉妹はしばし沈黙して、それからぼそりと口を開いた。

「声が聞こえたのですわ」

「……声？」

「ええ。拘こう置ち所しよのスピーカーから聞こえてきた声が、私たちを案内してくれたのです。妙な笑い方をする声でしたわね。ガガッとかギギッとか、お下品な……」

「ふん……」

　気に入らんな、と那な月つきが眉まゆを寄せる。どうやら魔女の姉妹にも、自分たちの脱獄を手助けしてくれた人物の心当たりはないらしい。

「まあいい、そのあたりは特区警備隊アイランド・ガードの連中に調べさせれば済むことだ。おまえもそれでいいな、ラ・フォリア・リハヴァイン」

「ええ、構いません」

　幼児化したままのラ・フォリアが、優雅に微笑ほほえんでうなずいた。とっくに心の折れた魔女姉妹に対する興味は、すでにラ・フォリアからは失われているのだろう。

「それよりも那月ちゃん、こいつらはいつになったら元に戻るんだ？」

　幼児化したままの雪菜たちを指さして、古こ城じようが疲れた声で訊きいた。

　どうにか霊れい力りよくの暴走は止まったものの、紗さ矢や華かは相変わらずおどおどと怯おびえている。雪ゆき菜なも無口なままである。それでも二人は古城にぴたりと寄り添って、片時も離れようとしなかった。

「魔導書の機能は停止させてある。しばらく待てば呪じゆ詛その効果が切れるはずだ。せいぜいそれまで面倒を見てやるんだな」

　那月はそれだけ言い残すと、拘束した魔女姉妹を連れたまま、溶けこむように虚こ空くうへと消え去った。残された古城がやれやれと息を吐く。結局、このまま呪のろいが解けるのを待つしかない、ということらしい。

「紗矢華たちにはずいぶん懐なつかれたようですね。彼女たちの幼かったころの姿が見られて、嬉うれしかったのではありませんか？」

　幼女二人にまとわりつかれている古城を見て、ラ・フォリアが愉たのしげに訊いてくる。

「まあ、少しはな」

　古城は苦笑混じりにそう答えた。幼い紗矢華や雪菜にこんなふうに懐かれるのは、本来なら決してあり得なかったはずの出来事だ。さんざん迷惑をかけられたとはいえ、そういう意味では、あの魔女姉妹に少しくらい感謝してもいいのかもしれない、と思う。

「では古城、わたくしも抱っこしていただけますか？」

　なぜか元の儀礼服に再び着替えたラ・フォリアが、そう言って古城の膝ひざの上に乗ってくる。至近距離から見上げてくる銀髪の幼女に、古城は困惑を覚えながら、

「なんでだよ。あんたの中身は変わってないんだろ」

「よいではありませんか。こんなことができるも今だけなのですから」

　ラ・フォリアは有無を言わせずに両手を回して、古城の腕の中にすっぽりと収まった。それを見ていた紗さ矢や華かと雪ゆき菜なが、負けじと古こ城じようの両腕にしがみついてくる。

「ら・ふぉりあちゃんだけ、ずるい。さやかも」

「……抱っこ」

「ったく、おまえら。順番だ、順番！」

　幼女三人にしがみつかれて、古城がうめいた。それを目撃していた生徒たちの間で、古城のロリコン疑惑がものすごい勢いで膨れあがっていく。

「ところで、古城。なにか大切なことを忘れていませんか？」

　満足げに古城に体重を預けたまま、ラ・フォリアが唐とう突とつに質問した。古城はハッと息を吞のみ、

「あ！　そうか、買い出しの途中だったんだっけか。やべえ……棚たな原はらたち、怒ってるだろうな」

「いえ。そういうことではありません。もしこのまま魔ま導どう書しよの呪のろいが消えてしまったら……」

　ラ・フォリアの言葉が終わる前に、ビリッ、と突然なにかが裂けるような音がした。

「……ビリッ？」

　困惑する古城の腕の中で、三人の幼女たちの肉体に変化が起きる。

　手脚の長さが急激に伸びて、平へい坦たんだった体つきが柔らかな曲線を帯びた。華奢な体格はそのままに、古城の両腕にかかる重みが増していく。魔導書に奪われていたそれぞれの〝時間〟が戻ったことで、本来の年齢にまでいっきに成長したのだ。

　ラ・フォリアは自前の儀礼服に着替えていたし、雪菜は着ぐるみのままだった。しかし問題は紗矢華である。彼女の急激な成長に耐えきれず、安っぽい作りの子ども向けコスプレ衣装が、びりびりに破れて散らばっていく。

「う……うーん……あれ？　私、なんで……？」

　なくしていた記憶を取り戻した紗矢華が、まだ少し寝ぼけたような表情で周囲を見回した。彼女たちの急激な変化に対応できずに、古城は紗矢華を抱きかかえたまま凍りついている。

「き、煌きら坂さか……」

「……へ？」

　古城の呟つぶやきを聞きつけて、紗矢華はようやく自分が置かれている状況に気づいたらしい。破れた子供服の切れ端を貼はりつけただけ、というあられもない姿で、古城に抱っこされていたのだ。硬直した紗矢華の全身が、羞しゆう恥ちと憤ふん怒ぬで赤く染まっていく。

「あ……あ、暁あかつき古城おぉぉぉぉぉぉぉ！」

「ま、待て、煌坂。話を聞け……こ、これは不可抗力というか、深い事情があって……！」

　紗矢華に首を絞められながら、古城は必死に言い訳する。

　そんな古城の背後から、異様な大気の震ふるえが伝わってきた。ふと見れば半はん眼がんになった雪菜が、怒ど気きのこもった表情で古城を見つめている。

「先輩……紗矢華さんに、いったいなにを……!?」
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「だから誤解だっ！　ラ・フォリア、おまえからもちゃんと説明してくれ……！」

　古こ城じようが、唯一の証人であるところの王女を呼んだ。しかしラ・フォリアは、古城と抱き合う半裸の紗さ矢や華かを見つめて、興味深そうに微笑ほほえんでいるだけだ。

「ふふふっ、これが日本人がよく言う既成事実というやつなのですね」

「違っ……全然違うわっ！」

　絶望感に襲われながらも、必死に否定する古城。

「ん……古城君……どうしたの？」

　さらに追い打ちをかけるように、気絶していた凪なぎ沙さが目を覚ます気配がある。雪ゆき菜なはなおも不機嫌な表情で古城を睨にらみつけ、ラ・フォリアはにこやかに目を細めているだけだ。身体からだを隠すために古城にしがみついたままの紗矢華が、鼓こ膜まくを破らんばかりの勢いで絶叫する。

「暁あかつき古城のばかぁ──っ！」

　それは彩さい昂こう祭さいの前日の出来事──

　前夜祭は、まだ始まったばかりだった。

To Be Continued...　　　　　　
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　ＭＡＲことマグナ・アタラクシア・リサーチ社は、東アジア地区を代表する巨大企業。医薬品から戦せん闘とう機きまで手広く研究・開発を手がける、世界有数の魔ま導どう産業複合体である。

　暁あかつき深み森もりは、そのＭＡＲに雇われた医療部門の主任研究員だった。

　年齢は今年で三十三歳。しかし二児の母とは思えない童顔だ。

　美人というよりは可愛かわいらしい顔立ちで、背は高からず低からず。開ききらない瞼まぶたのせいで、どことなく眠そうな印象を受ける。伸ばした長い髪はぼさぼさで、タバコのかわりにくわえているのは食べ終えたアイスの棒だった。

　私生活がだらしないタイプの大人だと、一目でわかる風貌の女性だ。実際、通勤するのが面倒臭いという理由で、週の大半を研究所に泊まりこんで過ごす程度に、だらしない人物だったりするわけなのだが──

「主任、ちょっとすみません」

　そんな深森がめずらしく帰り支じ度たくをしていると、若手の研究助手が彼女を呼んだ。生真面目きまじめそうな彼の顔には、かすかな焦りが浮かんでいる。

「ふんふー……どうしたの？　アイス食べる？」

「要りません」

　私物のクーラーボックスに手を伸ばす深森を冷ややかに制止し、若い助手は早口で続けた。

「廃棄予定だった実験薬の数が合わないんです。書類上では、あと十二ケース残っているはずなんですが」

「ウチで調合した薬なら、そこの端末で位置情報が出るよ。伝票の追跡番号トラツキングコードを入れてみ？」

　取り出した棒アイスの袋を破りつつ、深森が大おお雑ざつ把ぱな助言を返す。

　助手は深森が指示した端末に駆け寄って、必要な情報を呼び出した。幸せそうに棒アイスを舐なめる上司とは対照的に、助手の顔つきが険しさを増していく。

「位置情報……ありました。これですね。ですが……」

「ふんふ？」

「実験薬のステータスが……出荷済みになってます」

「出荷済み？　廃棄予定じゃなかったの？」

「内容物のラベルが上書きされているんです。配送システムのバグか……いえ、もしかしたら外部からのハッキングかもしれません。ですが……この出荷先は……」

「あらら……これはまた意外なところに……」

　青ざめる助手の肩越しに端末の画面を覗のぞきこみ、深森は小さく苦笑した。誤って出荷された実験薬の送り先は、彼女にとって少なからず縁えんのある場所だったからだ。

「ところで、出荷されちゃった実験薬ってなに？」

　何気ない口調で深み森もりが訊きいた。助手は深刻な表情で息を吐く。

「タイプＢです。アンテロース・タイプＢ」

「え？　タイプＢって、例のあれ？」

　深森が目を丸くした。驚きと好奇心が入り混じったような表情だ。

「はい。通称〝Ｂビー薬やく〟です……」

「あー……それはまずいわね」

「まずいですね」

　まるで他人ひと事ごとのような深森の反応に、助手は苛いら々いらと首しゆ肯こうする。

　生真面目きまじめな部下の苦悩をよそに、深森は悪戯いたずらっぽい微笑を浮かべて、

「まあ、今さら慌てても仕方のないことだし、とりあえず……アイス食べる？」

「要りません」

　事務的な口調でそう言って、助手は絶望したように項うな垂だれた。

　　　　　　　　　　２

　矢や瀬ぜ基もと樹きは教室の片隅で、疲れた身体からだをぐったりと横たえていた。

　その隣では〝第だい四よん真しん祖そ〟暁あかつき古こ城じようが、床に突っ伏すような姿で倒れている。土つち気け色いろに疲ひ弊へいしきった古城の顔色は、世界最強の吸血鬼というよりは、むしろゾンビのそれに近かった。

「お……終わった……」

　握にぎっていた金かな槌づちを床の上に投げ出して、古城が弱々しい声を出す。

　彩さい海かい学園学園祭──通称〝彩さい昂こう祭さい〟の朝である。古城たちが所属する高等部一年Ｂ組の出し物は、お化け屋敷。それも〝魔ま族ぞく特とつ区く〟の技術を応用した仮装現実大規模多人数お化け屋敷ＶＲＭＭＯだ。

　矢瀬が実家のコネを使って、廃棄予定だった幻術投影サーバーをタダで借りてきたところまではよかったが、そこで油断したのが失敗だった。サーバーの設置に気を取られている間に、教室の飾りつけや衣装の製作など、肝心のお化け屋敷の準備が遅れに遅れ、結局、昨夜は学校に泊まりこんで徹夜で作業する羽目になったのだ。

「いやー、一時はどうなることかと思ったが、なんとかなるもんだな」

　ようやく飾りつけの終わった教室内を見回して、矢瀬が乾いた笑い声を洩もらす。時刻は間もなく午前十時。学園祭の開場時刻ギリギリだ。

「ああ、そうだな。これで少しは眠れるか……」

　同じく徹夜明けの古城が、満足げに呟つぶやいて目を閉じた。暗幕で窓を塞ふさがれた教室内は暗く、仮眠を取るには絶好の環境なのだ。

　心地ここち好よい疲労感に身を委ゆだね、古城と矢瀬は眠りに落ちていく。そんな二人を乱暴に叩たたき起こしたのは、彩さい昂こう祭さい実行委員として準備を仕切っていた藍あい羽ば浅あさ葱ぎだった。

「こら、そこの二人！　なにサボってんの、寝るなっ！」

「なんでだよ……！　客なんか、まだ誰も来てないだろ」

　はたかれた頭をさすりながら、古こ城じようが小声で反論する。

「だからお客さんを集めてこいって言ってるのよ。はい、これ。看板とかぶり物」

　浅葱はそう言って古城たちの胸元に、客引き用の小道具を押しつけた。

　なおも抗議を続けようとした古城だったが、仁王立ちで自分たちを見下ろしている浅葱の姿を見て沈黙する。古風なセーラー服を着た浅葱は、黒髪ロングのウィッグを被かぶって、額にべったりと血ち糊のりを塗りつけていた。幽ゆう霊れい役の特殊メイクだと、頭ではわかっていてもかなり恐こわい。

「あたしだって幻術サーバーの調整で、昨日は一睡もしてないんだからね！　とにかく人手が足りないのよ！　このチラシを全部配り終えるまでは、あんたたちに自由時間はないから！」

「マジか……」

　段ボール箱いっぱいのチラシを眺めて、古城は絶望の溜ため息いきをつく。矢や瀬ぜも同じような表情で、やれやれと肩をすくめていた。

　彼らの背後で教室のドアが開いたのは、その直後のことだった。生徒ではない誰かが中をのぞきこんでくる気配を察して、浅葱が愛想よく振り返る。

「あ、いらっしゃいませ。今でしたら十一時からのツアーにまだ空席がありますよ」

「わー、お化け屋敷なんて何年ぶりだろ。楽しそー」

　浅葱の呼びかけに答えてきたのは、笑いを含んだ人ひと懐なつこい女性の声だった。

　その声の主を見た浅葱が、驚いたように目を見開く。

「え……!?　深み森もりさん!?」

「なに……!?」

　浅葱の言葉を聞きつけて、古城と矢瀬が顔を上げた。しわくちゃの白衣を羽は織おった童顔の女性が、彼らに向かって朗らかに手を振っている。

「あー、いたいた、古城君。矢瀬っちと浅葱ちゃんも、元気だった？」

「ちっす。お久しぶりっす」

　矢瀬が立ち上がって頭を下げた。中学時代からの古城の友人である矢瀬と浅葱は、いちおう深森とも面識があるのだ。思いがけない場所で母親と顔を合わせた古城だけが、居心地の悪そうな表情を浮かべている。

「誰？　藍羽の知り合い？」

「うん。古城のお母さん」

　近くにいたクラスメイトの棚たな原はら夕ゆう歩ほに質問されて、浅葱が簡潔に説明した。夕歩は、ほほう、と好奇の表情を浮かべつつ、深森をじろじろと不ぶ躾しつけに眺めて、

「へー、若いね。そういえば暁あかつきの妹さんに少し雰ふん囲い気き似てるかも……じゃあ、藍羽、とりあえず頑張って。外堀から埋めるのって大事よね」

「は!?　そ、外堀って、なにを……!?」

　冗談めかした夕ゆう歩ほの言葉に、不意を衝つかれた浅あさ葱ぎが激しく動揺する。

　その間も深み森もりは、息子の同級生たちに必要以上に愛想を振りまいており、古こ城じようはそれに耐えかねたように、母親を無理やり廊下に追い出した。

「どうしたんだよ、急に。仕事があるから彩さい昂こう祭さいには来ないって言ってなかったか？」

「んふー……仕事といえば仕事なのよねー」

　古城に問い詰められた深森が、なにやら思わせぶりな口調で言う。

「あ？」

「ほら。ＭＡＲウチって、いろいろ作ってるでしょ。お菓子から大量破壊兵器まで」

「……だからなんだよ？　あんたがいるのは医療部門だろ？」

　古城が無ぶ愛あい想そうに訊きき返した。たしかにＭＡＲは製菓業でも有名だが、深森の仕事とはあまり関係がないはずだ。

「そうそう、医療部門。その医療部門で実験段階だった薬品が、間違って出荷されてしまったみたいなの」

「ま……間違って出荷された？」

　深森が平然と口にした言葉に、古城たちは激しく不安を覚えた。医薬品の誤出荷といえば、それだけでも十分に大問題だ。ましてや深森が絡んでいるとなると、最悪の予感しかしない。

「もともと出荷予定だったお菓子の段ボールに、こっそりまぎれこんじゃったのよね。外部からのハッキングが原因みたいなんだけど」

　無責任な口調で深森が続ける。矢や瀬ぜは、その説明にピクリと眉まゆを寄せ、

「……ハッキング？」

「あ、あたしじゃないわよ」

　浅葱が慌あわてて否認した。派手派手しい外見からはあまり想像できないが、彼女は人工島管理公社に高給で雇われるほどの敏腕プログラマーなのだ。浅葱ならＭＡＲの厳重なセキュリティをくぐり抜けることも可能だろうし、逆に言えば、出荷データを改かい竄ざんしたハッカーは、浅葱に匹敵する実力の持ち主ということになる。

「てか、そんなときに彩昂祭なんかに遊びに来てていいのかよ？」

　古城が責めるような視線を母親に向ける。すると深森はにこやかに微笑ほほえんで首を振り、

「ううん。そんなときだから来たのよー」

「どういうことだよ？」

「だって商品の出荷先が彩さい海かい学園だったんだもん」

　可愛かわいらしい口調で深森が告白し、なっ、と古城たちが一斉に息を吞のんだ。

「ちょっと待て。実験段階の薬品が、彩海学園ウチの校内にまぎれこんでるってことか？」

「そうそう。学校の事務室に問い合わせたんだけど、今日届いたぶんの荷物の仕分けは、彩さい昂こう祭さいの実行委員が担当してるって言われちゃってー」

「ああ……模擬店用の食材や景品を、大量に買いつけてるからなあ」

　矢や瀬ぜは冷静に深み森もりの説明を受け止める。古こ城じようは青ざめた顔で深森に詰め寄り、

「って、落ち着いてる場合じゃないだろ！　生徒が間違って飲んじまったらどうするんだ!?」

「大丈夫、大丈夫。服用しても人体に害はないから」

「そ、そうか……いや、だけど……」

「で、せっかくの機会だし。薬を飲んじゃった生徒を見つけて効果を確認しようと思ってー」

「罪のない一般生徒を人体実験に使うなっ！」

　古城が本気で実の母親を怒鳴りつける。浅あさ葱ぎはますます心配そうな顔で深森を見つめて、

「その実験薬って、どんなお薬なんですか？　見ただけで効果がわかるものなんです？」

「えーっとね、タイプＢって名前でー……ひと言で言えば、媚び薬やく……惚ほれ薬ぐすり、かなー」

　深森は胸の前で手を合わせ、愉たのしげな口調でそう言った。浅葱は驚きよう愕がくに声を上うわ擦ずらせて、

「ほ、惚れ薬!?」

「ば、馬ば鹿か、浅葱っ……！」

　慌あわてて浅葱の口を塞ふさぐ矢瀬。しかし時すでに遅かった。浅葱の絶叫を聞いた一年Ｂ組の生徒たちが、一斉に顔を上げてざわめき出す。

「惚れ薬……？　今、惚れ薬って言ったか」

「暁あかつきくんのお母さんって、たしかＭＡＲで働いてるのよね」

「ＭＡＲ製の惚れ薬だと……!?　それが校内に出回ってるのか？」

「えっ……えっ……!?」

　自らの失言に気づいた浅葱が、おろおろと視線を彷徨さまよわせながらうろたえた。学校内に惚れ薬がまぎれこんでいる、という事実が知られたら、それを手に入れようとする生徒たちによって騒そう動どうが巻き起こるのは必然だ。

「あー……保ほ冷れい！　保ほ冷れい薬ぐすりかー！」

「き、気温が高いから食べ物も傷いたみやすいしねー。保冷剤は大事よねー」

　どうにか誤ご魔ま化かそうと矢瀬がわざとらしく大声を出し、浅葱も必死で話を合わせた。その努力が功を奏したのか、クラスメイトたちは急速に矢瀬たちの会話に興味を失って離れていく。

「惚れ薬の存在を大っぴらにするのは危険だな……気づかれないうちに回収するしかないか」

　矢瀬が疲労感を滲にじませた口調で呟つぶやいた。一般生徒に情報が洩もれたら、パニックが起きるのは証明済みだ。なるべく少数の精鋭だけで、迅速に行動するしかないだろう。

「てか、なんでそんなものをＭＡＲが研究してるんだよ!?」

　古城が囁ささやくような声で母親を責める。

　しかし深森は、どうしてそんなわかりきったことを訊きくのか、と小首を傾かしげ、

「惚ほれ薬ぐすりは昔から世界中で使われてきたポピュラーな魔術薬品だもの。〝魔族特区〟の企業が研究するのは、むしろ自然でしょ？　これまでは、調合に専門的な知識や特殊な材料が必要で、量産や保存が難しかったのよね」

「いや、それはそうかも知れないけど……」

「もともとは、危険な魔ま獣じゆうや猛獣を、安全に飼育するために使われる予定だったのよ。だけど、ちょっと効き目が強過ぎちゃって、かえって危険ってことで市販化が見送られたってわけ」

「待てこら！　やっぱり普通にやばい薬じゃねーか！」

　古こ城じようが再び声を荒らげた。本来は魔獣用に開発された薬品──しかも、効果が強すぎて発売中止になったような代しろ物ものを人間相手に使ったらどうなるか、想像するのも恐ろしい。

「あ……でも、ほら、少子化対策になるかも……！」

　ようやく惚れ薬の危険性に気づいたのか、深み森もりが愛あい想そ笑わらいを浮かべて言う。

「アホかっ！　間違って凪なぎ沙さたちが飲んだらどうする気だ!?」

　古城が真っ先に心配したのは、一歳年下の妹の身の安全だった。そんな古城のシスコンぶりに、浅あさ葱ぎたちが生温かい視線を向けてくる。

「まあ、なんにしても、早めに回収したほうが良さそうね」

「仕方ないから俺も手伝ってやるか。うん。悪用されたら厄やつ介かいなことになりそうだしな」

　不自然なほどやる気に満ちた口調で独ひとりごちる矢や瀬ぜ。浅葱は、そんな幼なじみを横目で睨にらみ、

「悪用って……基もと樹き、あんたまさか、例の先輩に惚れ薬を使うつもりじゃないでしょうね？」

「え？　いやいや、まさか、そんな」

　矢瀬が一いつ瞬しゆんの沈黙を挟はさんで首を振る。浅葱が言う例の先輩とは、矢瀬が自分の彼女だと主張している高等部三年生の女子生徒のことだ。

「そ、そんなものは必要ねえな。俺とあの先輩ひとはラブラブだからな」

「どうだか……」

　疑いの眼まな差ざしを向ける浅葱から、矢瀬はぎこちなく目を逸そらす。

　古城は、やれやれと舌打ちしながら母親を睨みつけ、

「特徴は？」

「んー？」

　深森が、ぱちくりと眠たげな瞼まぶたを瞬しばたたく。

「惚れ薬の特徴だよ！　粉末なのか錠剤なのか、どんな容器に入ってるのか、とか！」

「ああ、そういうことね。これこれ。これと同じ感じ」

　そう言って深森が取り出したのは、銀紙に包まれた焦げ茶色のプレートだった。表面に凹凸の模様が入った、手のひらサイズの固まりだ。

　見慣れたその固まりを指さして、古城は呆ぼう然ぜんと顎あごを落とし、

「板チョコじゃねーか！」

「試作品だし、適当な型枠がなかったのよ。サイズ的にもお手頃だったし、食べやすいと思って。ほら、お菓子から大量破壊兵器まで幅広く手がけてるのがＭＡＲウチの売りだからー」

「ふざけんなっ！」

　大げさに頭を抱えて古こ城じようがうめいた。色いろ艶つやや形といい、触感といい、匂においといい、どこからどう見ても普通の板チョコだ。仮にこれを手に取ったとしても、危険な実験薬だと疑う生徒はいないだろう。

「まずいぜ、古城。この惚ほれ薬ぐすり、彩さい昂こう祭さいの実行委員が製菓用にまとめて買い付けた板チョコにそっくりだ。校内のあっちこっちに出回ってる」

「なっ……!?」

　矢や瀬ぜの冷静な指摘に、古城は今度こそ絶句して固まった。

　そして焦しよう燥そうに駆られる彼らの耳に聞こえてきたのは、彩昂祭実行委員長の校内放送だ。

『お待たせしました。ただいまより本年度の彩昂祭を開催します──！』

　そのアナウンスが終わると同時に、生徒たちが廊下にあふれ出す。模擬店の営業が解禁され、展示の客引きも一気にヒートアップ。喧けん噪そうに包まれた校舎の中で、古城たちは放心したように立ち尽くしていた。
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　最初に冷静さを取り戻したのは浅あさ葱ぎだった。ハッとなにかを思いついたように顔を上げ、すがるような口調で深み森もりに訊きく。

「そう言えば解毒剤ってないんですか？　惚ほれ薬ぐすりの」

「ないわよ。作れと言われれば、二、三時間で出来ると思うけどー」

「一時間でやれ！　今すぐ作れ！」

　古城は、くわっ、と目を見開いて母親を怒鳴りつけた。

　深森は拗すねた子どものように頰ほおを膨らませ、

「えー……でも、貴重な人体実験の機会が……」

「やかましいっ！」

　古城の剣幕に圧倒されたのか、深森は、仕方ないなあ、と肩を落とす。

「まあ、それなら、ここでちゃっちゃとやっちゃいますか」

　そう言って、やる気なさげな足取りで歩き出す深森。彼女が向かった先は、高等部の校舎内にある生物準備室だった。たまたま鍵かぎが開いていたのをいいことに、彼女は無断でずかずかと教室の中に入っていく。

「高校の理科室で作れるのか……」

　成り行きで深み森もりについてきた矢や瀬ぜが、感心したように呟つぶやいた。深森は鼻歌混じりに薬品棚に近づくと、収納されていた試薬や薬草などを勝手に取り出していく。

「ふんふー……ちょうどいいものがあるじゃない」

「言われてみれば、妙に充実してるわね」

　浅あさ葱ぎが、薬品棚を眺めて困惑の表情を浮かべた。いちおう〝魔ま族ぞく特とつ区く〟内の教育機関ということで、彩さい海かい学園の生物室は、一般的な高校に比べて贅ぜい沢たくな作りになっている。が、それにしても薬品棚の中身の潤じゆん沢たくぶりは度が過ぎていた。深森が喜ぶほどの貴重な試料や、見るからに毒々しい薬草、魔術の材料などが無造作に陳列されている。

「──それらの薬草には、危険な成分が含まれていると警告。不用意に触らないことを推奨します」

　そして戸惑う古こ城じようたちに背後から聞こえてきたのは、抑揚の乏しい人工的な少女の声だった。

　準備室の奥の扉が開いて、藍あい色いろの髪の小柄な少女が顔を出す。ホウキとチリトリを持った、メイド服姿の人工生命体ホムンクルスだ。

「アスタルテ？　そうか、これって那な月つきちゃんのコレクションか……」

　人工生命体ホムンクルスの少女の存在で、古城は、薬品棚が充実していた理由に気づく。国家攻魔官にして古城たちの担任教師でもある南みな宮みや那月が、この生物準備室の薬品棚を、自分用の保管庫として私物化して使っていたらしい。

「肯定。現在は私が管理を任されていますと回答」

　アスタルテが無表情なまま淡々とうなずいた。〝空くう隙げきの魔女〟と呼ばれる那月なら、貴重な魔術薬品や薬草を保有していても不思議ではない。そしてアスタルテは、そんな那月の保護観察対象として、助手のような仕事を押しつけられているのだった。

「あらあら。これはこれは……」

　アスタルテと初めて遭遇した深森が、研究者としての興味を惹ひかれたように、人工生命体ホムンクルスの少女に歩み寄る。んふー、と低くうなりつつ、ごく当然のような態度で、いきなりアスタルテの胸をわしづかみにする深森。

「なるほど、今ドキの学校には、こんな可愛かわいいメイドが雇われてのね。ふむ、これは意外に」

「いきなり初対面の人工生命体ホムンクルスの胸を触るな！」

　アスタルテの胸をもみしだく母親の後頭部を、古城が乱暴に張り飛ばす。アスタルテは感情のない瞳を深森に向けて、

「……こちらの女性は？」

「古城の御ご母ぼ堂どう様さまだよ。いちおう怪しい人じゃない」

　渋じゆう面めんで沈黙する古城に代わって、説明したのは矢瀬だった。アスタルテは、自分の胸を触って恍こう惚こつの表情を浮かべる深森と、その隣の古城を静かに見比べて、

「状況把握」

「なぜそこで納得する……!?」

　古こ城じようが傷ついたように唇を歪ゆがめてうめく。

「とにかく非常事態なの。那な月つきちゃんには、あたしたちがあとで説明するから、ここにある材料と道具を使わせて。お願い、アスタルテさん」

　浅あさ葱ぎが拝むような姿勢で言う。古城も、母親の首根っこをつかんで神妙に頭を下げ、

「ついでにこいつが逃げ出さないように見張っといてくれ」

「──命令受諾アクセプト」

　アスタルテが表情を動かさずにそう言った。

「すまん、助かる」と古城が息を吐く。いまだ楽観はできないものの、これでいちおう解毒剤のアテは出来たことになる。

「さて、と……まあ、最悪の場合は深み森もりさんの解毒剤に頼るとしても、できればその前に薬を回収しておきたいとこだな」

　矢や瀬ぜが気を取り直すような口調で言った。浅葱が真ま面じ目めな表情で考えこむ。

「製菓用のチョコを使う可能性があるとしたら、軽食系の模擬店よね。喫茶店とか、屋台とか」

「模擬店か……高等部の校舎と校庭だな……」

　窓の外を眺めて古城が呟つぶやく。校庭には主に運動部の有志による屋台が軒のきを並べているし、教室で喫茶店などを営業しているクラスも多い。

「さっきメールで確認したんだけど、実行委員会の倉庫には、新品未開封の製菓用チョコが、まるっと段ボール一箱ぶん余ってるって」

　浅葱が愛用のスマホを眺めながら報告する。マジか、と古城は顔をしかめて、

「じゃあ、今模擬店で使われてるチョコは……」

「深森さんの惚ほれ薬ぐすりと入れ替わってる……ってことよね」

「……最悪だな」矢瀬がうんざりと首を振った。「時間がねえ。手分けして回収しよう。俺は高等部の校舎に戻るから、校庭そとの屋台は任せていいか、古城？」

「部活系の模擬店か。わかった」

「そういうことなら、あたしはこっちの特別教室を回るわね。文化部の部室でも、何軒か模擬店をやってたと思うから」

「ああ、頼む。じゃあ、行くか」

　どんよりした表情を浮かべて、生物準備室を出て行く古城たち。

「頑張ってねー」

　緊張感のない態度でにこやかに手を振る深森に見送られ、三人はもう一度ぐったりと溜ため息いきをついた。
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　古こ城じようたちと別れた矢や瀬ぜは、ひと気のない廊下の隅に隠れて、首に引っかけてあった密閉型のヘッドフォンを耳に当てた。

「こう雑音が多いと、こいつを使うのはつらいんだけどな……」

　溜ため息いき混じりに呟つぶやいて目を閉じ、自分の能力を発動する。

　矢瀬は過適応能力者ハイパーアダプター──いわゆる〝天然モノ〟の超能力者だった。主な能力は大気振動の解析と制御。念動力による仮想的な集音器マイクを、あらかじめ設置しておくことで、範囲内のあらゆる音を正確に聞き分ける。

　監視や追跡以外には、あまり役に立たない能力だが、今の状況では、おそらくそれなりに有効だろう。校舎内を飛び交う会話の断片をつなぎ合わせて、チョコレートを使っている模擬店を捜すのだ。

「……チョコレートブラウニーだと……!?」

　そして矢瀬の超感覚が最初にとらえたのは、模擬店でケーキセットを注文する客の声だった。やや舌足らずでありながら尊大な、独特の口調。聞き覚えのある声だ。

「やばい……三年の教室か……！」

　矢瀬はヘッドフォンを外して走り出した。行き先は校舎の四階にある高等部三年生の教室だ。

　大正時代風の小こ洒落じやれた装飾を施ほどこした正統派カフェ。袴はかま姿すがたの古風な給仕に囲まれて、『巡回中』の腕章をつけた小柄な女教師が、悠ゆう然ぜんと紅茶を啜すすっている。

「ストップ！　待った、那な月つきちゃん！　喰くっちゃダメだ！」

　カフェの中に飛びこんだ矢瀬は、今まさにブラウニーを食べようとしていた那月の手から、乱暴に皿を引ったくった。フォークを握にぎり締しめたままの那月は、不機嫌そうに眉まゆを寄せ、矢瀬を睨にらみつけてくる。

「……なんのつもりだ、矢瀬基もと樹き」

「ま、待った……これには深い事情があって」

「ほう？　いいだろう。言ってみろ」

　那月が、むしろ穏やかな表情で矢瀬を見る。優雅なティータイムを邪じや魔まされたことで、相当気が立っているらしい。矢瀬は焦りで表情を引き攣つらせながら、

「実はこのブラウニーには、ヤバい薬物が混入されてるんスよ。喰ったら取り返しのつかないことになるから止めなきゃと思って。いやマジで」

「薬物……だと？」

　那月が小さく眉を上げた。矢瀬の言葉を聞いていたほかの客たちが、一斉にざわざわと騒ぎ出す。なにしろこの喫茶店は、女子高生の手作りケーキ、が売りなのだ。そのケーキに危険な薬物が混入しているといわれて、落ち着いていられるはずがない。

「どうしてそんなことを言うのかしら、矢や瀬ぜくん？」

　静かな口調で矢瀬に呼びかけてきたのは、袴はかま姿すがたの女子生徒だった。なぜ三年生が俺の名前を知っているのだろう、と矢瀬は戸惑いながら振り返り、そして、ぎくり、と硬直する。

「ペ、ペーパーノイ……じゃなくて、えーと、緋ひ稲いな先輩!?」

「…………」

　感情を圧おし殺したような眼まな差ざしで矢瀬を睨にらんでいたのは、三つ編みに眼鏡めがねの小柄な女子生徒。いつも持ち歩いている分厚い文学書の代わりに、今日の彼女が携えているのは、ケーキの作り方を解説した料理本だ。

「も、もしかして、このブラウニーを作ったのは……」

「ええ、私」

　どこか恭うやうやしい口調で三つ編みの少女が言う。矢瀬の顔面から血の気けが引いた。

　この目立たない女子生徒の正体は、獅し子し王おう機き関かん〝三さん聖せい〟の一人。〝静寂破りペーパーノイズ〟の異い名みようを持つ日本最強クラスの攻こう魔ま師しなのだ。

「いや……違っ、違うんだ、先輩！　薬物混入というのは本当の話で、ＭＡＲから流出した魔術薬品が製菓用チョコと入れ替わってたんだって！　本物のチョコは彩さい昂こう祭さい実行委員会の本部にあるから、その……」

「つまりこれは人工島管理公社の、獅子王機関に対する嫌がらせと考えていいのですね？」

　冷え冷えとした彼女の問いかけに、矢瀬は世にも情けない表情を浮かべて首を振った。

「なんでそうなるっ……!?　違うんだっ！　古こ城じようが……古城のやつがまた妙な事件に巻きこまれてっ！」

「わかりました。その話はまたあとで」

　一方的にそう言い残して、三つ編みの少女が去って行く。矢瀬はそれを為なすすべもなく見送った。さすがにそれを不ふ憫びんに思ったのか、那月がめずらしく気遣うような言葉をかけてくる。

「……いいのか、矢瀬基もと樹き。あの女、たしか貴様の──」

「はっ……ははっ、大丈夫っすよ。俺と先輩はラブラブだから」

　掠かすれた声でそう言って、矢瀬は虚うつろな笑みを浮かべた。

「とてもそうは見えなかったがな」

　やれやれと息を吐きながら、那月が静かに紅茶をすする。
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　校庭に設けられた特設ステージの隣に、模擬店がずらりと並んでいた。彩昂祭の名物にもなっている屋台村だ。彩さい海かい学園では伝統的に、運動部がそれぞれ食べ物の屋台を出すことになっている。その中でもひときわ目立っていたのが、チアリーディング部のクレープ屋台だった。

「はい！　アーモンドチョコクレープとストロベリーチョコクレープお待ち！　トッピングのアイスはサービスね」

　屋台の中でクレープを焼いていたのは、エプロン姿の暁あかつき凪なぎ沙さだ。

　それを受け取ったのは、ギターケースを背負った小柄な少女と、銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんのおっとりとした雰ふん囲い気きの女子生徒。姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なと叶かな瀬せ夏か音のんである。それぞれクラスの出し物の合間を縫って、凪沙の屋台に遊びに来たのだ。

「ありがとう、凪沙ちゃん」

「美味おいしそうでした」

　雪菜と夏音は、手渡されたクレープを、ものめずらしそうな表情で眺めている。どうやら彼女たちがクレープの実物を見たのは、今回が生まれて初めてのことらしい。

「いやいや、二人が来てくれて嬉うれしいよ。さっきからチア部の先輩たち目当ての冷やかしばっかで、ちょっと寂しかったんだよね」

　クレープの生地を混ぜながら、凪沙が拗すねたように唇を尖とがらせる。

　一見、繁盛しているように見えるチアリーディング部の屋台だが、客のほとんどは特設ステージで行われているチアダンスが目当ての男子である。集客効果は抜群だが、まだ午前中ということもあってか、今イチ屋台の売り上げに結びついていない。実質的に雪菜と夏音が、クレープ屋台の最初の客ということになる。

「ほらほら、アイスが溶けないうちに食べて食べて！」

「うん」

「いただきます」

　凪沙に勧められるまま、雪菜と夏音がクレープにかじりつこうとする。それをギリギリで止めたのは、息を切らせて駆けつけてきた古こ城じようだった。

「待ったっ！　喰くうな、姫柊！　叶瀬も！」

　古城は咄とつ嗟さに夏音の口元を手で押さえ、雪菜の手からクレープを奪い取る。突然乱入してきた古城の狼ろう藉ぜきに、夏音と雪菜は啞あ然ぜんと目を瞬またたいて、

「お兄さん……？」

「せ、先輩!?」

「ちょっ、なにやってるの古城君!?　クレープが食べたかったらちゃんと並んでよ！」

　眉まゆを吊つり上げて憤ふん慨がいした凪沙が、握っていたパレットナイフの先端を古城に向けた。

　雪菜は呆あきれ顔がおで小さく溜ため息いきをついて、

「そんなにお腹なかが空いてたんですか、先輩……もう。だったら半分こしてもいいですよ」

「違う！　このクレープに入ってるチョコっぽいやつは、チョコじゃなくて惚ほれ薬ぐすりなんだよ！　ＭＡＲの研究所で開発してたやつ！」

　古こ城じようが早口で言い訳する。あまり事情を大っぴらにしたくはなかったのだが、彼女たちが相手なら、真実を伝えても問題ないと思ったのだ。

「ほ……惚ほれ薬ぐすり？」

「深み森もりちゃんのとこで、そんなもの作ってたの？」

　雪ゆき菜なと凪なぎ沙さが、半信半疑の表情を古城に向けてきた。話があまりにも突とつ飛ぴすぎて、どう反応したらいいかわからない、という雰ふん囲い気きだ。

「ハッキングかなんかの影響で、間違って出荷されちまったらしい。本物のチョコは実行委員会の本部にあるらしいから、そっちに取りに行ってくれ」

　妙にリアリティのある古城の説明が効いたのか、凪沙もようやく納得したようにうなずいて、

「そ、そうなんだ……よかったよ、まだお客さんに出す前で」

「もしこれをわたしたちが食べていたら、どうなってしまっていたんでしょうか？」

　雪菜がさすがに不安そうな表情で訊きいてくる。古城は苦々しげに溜ため息いきをついて、

「古典的な惚れ薬を、現代的な技術で再現したって言ってたからな。普通に最初に見た相手のことを好きになるんじゃないか？　健康には特に影響ないらしいが……」

「惚れ薬の効果時間は？」

「実験段階の試作品だから、作った本人たちにもよくわかってないらしい。だけど、効き目が強力すぎて売り物にならなかったって話だからなー……」

「まずい……ですよね」

「ああ、まずいな」

　雪菜と顔を見合わせて、古城は頭痛をこらえるように額に手を当てた。

「そんな危険物が出回ってるのに、内緒にしてていいの？　校内放送とかで警戒を呼びかけたほうがよくない？」

　凪沙が、未使用の惚れ薬入りチョコをゴミ箱に放りこみながら訊いてくる。

　古城は重々しく首を振り、

「下手へたに公表したらパニックになるだろ。だからこうしてこっそり回収してるんだよ」

「ああ、そっか。なるほどね」

「びっくりでした。それでこんな不思議な味がしたんですね」

「ああ、たぶん……って、え？　味？」

　夏音の何気ない感想に、古城たちがぎょっとして振り返る。

「カ、夏カ音ノちゃん、なんで食べてるの!?」

　凪沙が声を裏返らせて訊いた。夏音は、惚れ薬入りのクレープを綺き麗れいに食べ終えたところだった。古城の説明を聞いていなかったわけではないはずだが、

「食べ物を粗末にしてはいけないと教わりました。凪沙ちゃんが私に作ってくれたものだし」

「あ、ありがと……って、いや、それはそうだけど、時と場合によるっていうか……」

　夏か音のん本人が平然としているせいで、古こ城じようたちは余計に狼ろう狽ばいする。

「だ、大丈夫なのか、叶かな瀬せ？　なにか変わったことはないか？　気分が悪いとか、目眩めまいがするとか？」

「と、とりあえず保健室……いえ、病院……特区警備隊アイランド・ガードに連絡を！」

「あ、あの、今のところ平気でした、けど……あ！」

　慌あわてふためく古城と雪ゆき菜なに、穏やかに微笑ほほえみかけていた夏音が、ふとなにかに気づいたように自分の足元に視線を落とした。彼女の足首にじゃれついていたのは、生後間もない小さな猫だ。場違いな子猫の唐とう突とつな出現に、古城は軽く面めん喰くらって、

「野良猫？　こんなところにか？」

「最近、校内によく迷いこんでくるんです。そのたびに叶瀬さんが安全な場所まで連れて行くんですけど」

　雪菜も戸惑ったように答えてくる。その間に夏音は子猫をそっと抱き上げて、

「どうしましょう、お兄さん。この子を見ていると、なんだか胸がドキドキして、苦しくなってしまいました」

「お、おう……」

　幸せそうに微笑む夏音に、どう返事をすればいいかわからず、古城はただ曖あい昧まいにうなずいた。

「惚ほれ薬ぐすりの効果が発動してるんでしょうか？」

「なんだか、やってることは普段とあんまり変わらないような気がするね」

　雪菜と凪なぎ沙さが顔を寄せ合い、声を潜めて今後の対応を協議する。

「……とりあえず放っておいても大丈夫か」

　古城は、どことなく投げやりな気分になって呟つぶやいた。

　夏音は子猫を胸に抱き、幸せそうにじゃれ合っている。ひどく平和な光景だった。
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「チョコワッフルとチョコドーナツは回収済み。タコ焼きと焼きそばとフランクフルトソーセージは問題なし。あとは揚げ餅とかき氷か……ここもチョコレートは関係なさそうだな」

　新聞部が配っていた彩さい昂こう祭さいのガイドブックを参照しながら、矢や瀬ぜは高等部の校舎を忙せわしなく駆けずり回っていた。問題の惚れ薬は、すでにいくつか回収済みだ。

　幸いにして今のところは生徒の犠牲者は出ていない。不幸な誤解によって〝静寂破りペーパーノイズ〟に嫌われた矢瀬本人を別にすれば、だが。

「あとはたしか一年Ａ組が、カフェをやるって言ってたな……」

　そう呟きながら矢瀬が向かったのは、校庭に面した校舎一階の教室だった。

　校庭側の扉を開放して、屋外のテラスにはパラソルつきのテーブルを並べている。教室の立地条件を生かしたオープンカフェだ。店員の衣装は、欧州のカフェをイメージしたギャルソン風で、生徒や保護者の評判も上々のようだ。

「げっ、あいつら……！」

　混み合う店内に見覚えのある少女たちの姿を見つけて、矢や瀬ぜが表情を凍らせる。

　遠目からでも、異様に目立つ二人組だった。一人は銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんの外国人。もう一人は、栗くり色いろの髪をポニーテールにまとめた長身の少女だ。北欧アルディギア王国の王女ラ・フォリア・リハヴァインと、その護衛役の煌きら坂さか紗さ矢や華かである。どうやら彩さい昂こう祭さいの見学のために、またしてもこっそり公式行事を抜け出してきたらしい。

「ストップ！　そこまでだ二人とも！」

　王女たちが座るテーブルには、上品に盛りつけたクッキーの皿が置かれていた。砕いた板チョコをまぶしたチョコチップクッキーだ。洗練された仕草でクッキーを口に運ぼうとしたラ・フォリアを、矢瀬がギリギリで制止する。

「あら……あなたは、たしか人工島管理公社の──」

「や、矢瀬基もと樹き!?」

　矢瀬を見上げて優雅に微笑ほほえむ王女と、抱えていた楽器ケースから咄とつ嗟さに剣を抜こうとする紗矢華。矢瀬は引ひき攣つった笑みを浮かべながら、額に浮かぶ汗を拭ぬぐって、

「よ、よう、久しぶり。王女様もご機嫌麗うるわしく……」

「よう、じゃないわよ！　あなた、今度はなにを企たくらんでるわけ!?　この御お方かたが誰かわかってるんでしょうね!?」

　隣にいるラ・フォリアを指さして、紗矢華が大声で怒鳴り散らした。

　その言葉を聞きつけた周囲の生徒たちが、ざわざわと一斉に騒ぎ出す。高校の学園祭ごときには不似合いな銀髪美少女の正体には、誰もが興きよう味み津しん々しんだったのだ。

「誰だ？」

「あの銀髪の美人、矢瀬の知り合いか？」

「アルディギアの王女様に似てね？　ほら、国際会議で日本に来てるって……」

「あ……」

　周りの群衆の反応を見て、紗矢華がさっと青ざめた。なにしろラ・フォリアは世界中に熱狂的なファンを持つ正しよう真しん正しよう銘めいのプリンセスなのだ。その有名人が学園祭に来ていると知られたら、押し寄せてくる野次馬で大混乱に陥おちいりかねない。

「あのー、ちょっと、すみません」

　紗矢華が焦りで思考停止している間に、男子生徒の一人がスマホ片手にラ・フォリアに声をかけてくる。スマホの画面に表示されていたのは、日本人のファンが描いた、ラ・フォリアの萌もえキャラ風イラストだった。彼はそれをスマホの壁紙に設定していたのだ。

「お姉さん、もしかして、この人と同一人物？　ていうか、本人？」

「な……っ!?」

　あまりにも無礼な一般人の物言いに、紗さ矢や華かの表情が凍りつく。下手へたしたら外交問題にもなりかねない不ふ祥しよう事じだ。しかし、ラ・フォリアはむしろ愉快そうに微笑ほほえんで、

「ふふっ、コスプレというものです。似てますか？」

「ああ……そうか！　それでそんなそっくりなんだ。なるほどねー……」

　男子生徒は満足そうにうなずいて、ラ・フォリアに手を振りながら去って行く。

　そんな彼の無む頓とん着ちやくな態度に、紗矢華は毒気を抜かれて嘆息し、

「あ、それで納得するんだ……」

「ええ、日本の文化を学んでおいた甲か斐いがありました」

「誰が教えたんだ、その無駄な知識……」

　得意げに胸を張るラ・フォリアを眺めて、矢や瀬ぜは呆あきれたように首を振る。

　そしてラ・フォリアは微笑みを絶やさぬまま、すべてを見透かすような視線を矢瀬に向け、

「それよりも、あなた、矢瀬基もと樹きでしたか。なにをそれほど慌あわてていたのです？　まるでこのチョコチップクッキーに、手違いで惚ほれ薬ぐすりが混入していたかのような慌てぶりでしたが？」

「あ、いや……全部そのとおりなんですけど……」

　鋭すぎだろ、と矢瀬は言葉をなくした。さすがは切れ者で知られたアルディギアの腹黒王女である。あのディミトリエ・ヴァトラーですら、彼女に一目置いている理由がよくわかる。

「え、惚れ薬って、本当に……？」

　紗矢華が、目を大きくして矢瀬を見た。矢瀬は小さく首しゆ肯こうして、

「俺にも詳しい事情はわからないんだが、ＭＡＲの研究所で開発されてた試作品らしい」

「ＭＡＲって……たしか暁あかつき古こ城じようのお母さまが働いてる会社よね？」

　そう言って、真顔でなにやら考えこむ紗矢華。ラ・フォリアが、そんな紗矢華を見つめて、クス、と小さく失笑した。

「ふふっ。なにかよからぬことを考えているようですね、紗矢華」

「へ!?　ち、違います！　あ、暁古城に惚れ薬を飲ませようなんて、そんなことは全然……！」

　紗矢華は物もの凄すごい勢いで赤面しながら、ぶるんぶるんと激しく首を振る。その直後、焦りまくる紗矢華に追い打ちをかけるように、背後から雪ゆき菜なの声がした。

「紗矢華さん！　無事ですか!?」

「ひっ!?　ち、違うの、雪菜！　ほんの一いつ瞬しゆん、魔が差しただけで、本気で暁古城をどうこうしようなんて考えてたわけじゃ──」

　懺ざん悔げするようにその場にひざまづき、紗矢華が雪菜に赦ゆるしを請こう。

「煌きら坂さか？　なに慌ててんだ、おまえ？」

　そんな紗矢華を見下ろして、怪け訝げんな表情を浮かべていたのは古城だった。そのことに気づいた紗矢華は、あうあう、と舌をもつれさせながら古城の胸ぐらをつかみ上げ、

「あ、暁あかつき古こ城じようっ……！　元はと言えば、あなたのせいで……！」

「うおっ!?　だからなんなんだよ、おまえは──!?」

　なぜか怒りの矛ほこ先さきを向けられた古城は、涙目になっている紗さ矢や華かを見て途方に暮れた。

「古城、そっちはどうだ？」

　矢や瀬ぜが疲れた声で古城に訊きいた。紗矢華を不器用にあしらいながら、古城も真ま面じ目めな顔つきになって、

「校庭のほうは大丈夫だと思う。姫ひめ柊らぎにも手伝ってもらって、屋台は一通りチェックしたから」

「高等部の校舎も、ここで最後だ。あとは浅あさ葱ぎが、文化部の模擬店のぶんを回収してくれれば、どうにか一件落着だな」

　矢瀬の報告を聞いた古城が、そうか、と薄く安堵の溜息をつく。今のところ特別教室校舎の方角で、騒ぎが起きている気配はない。浅葱のほうも上手くやってくれているらしい。

「話は聞きました。大変でしたね、古城」

　ちょんちょん、とラ・フォリアに肩を叩たたかれて、古城は決まり悪そうな表情で振り返る。

「ラ・フォリアか……悪いな、騒ぎに巻きこんじまって」

「いえ、わたくしは気にしていませんから。それよりも飲み物はいかがですか？」

「ああ、サンキュ。いただくよ」

　王女に差し出された紙コップを、古城は警戒することなく受け取った。実際に喉のどが渇かわいていたこともあって、勢いよく口の中に流しこむ。

　適度なほろ苦さと甘ったるさが、疲れた身体からだに心地ここち好よかった。

「美味うまい……っていうか甘いな。なんだ、これ？」

「ふふっ。ホットチョコレートです」

　ラ・フォリアは古城を見つめたまま、好奇心に満ちた微笑を浮かべている。

「……は？」

　王女がさらりと口にした言葉に、その場の全員が石化したように動きを止めた。

「日本では、ココアと呼ぶのでしたね。欧州では、チョコレートといえば、かつてはこちらの飲み物のほうを指す言葉だったのです。もちろん今でも人気がありますよ」

「い、いや……だから、なんで……」

「な……な、なにやってるんですか!?　王女ぉぉっ！」

　ようやく状況を把は握あくした紗矢華が、取り乱しながら王女を咎とがめた。

　しかしラ・フォリアは悪びれた様子もなく、ちょこんと可愛かわいらしく首を傾かしげて、

「チョコチップクッキーに惚れ薬が入っているということは、こちらのホットチョコレートも危険ではないかと予想してみたのですが」

「だ、だからって暁古城で試さないでください！」

「心配は無用です、紗矢華。ちゃんとわたくしが責任を取りますから」

「ま、まさか最初からそれが狙いで……！」

　ラ・フォリアは、ふふっと微笑ほほえんで紗さ矢や華かの質問を受け流す。

　一方、ホットチョコレートを飲んだ古こ城じようは、脂あぶら汗あせを流しつつ、しばらく立ち尽くしていたが、

「こ、古城君……大丈夫？」

「ああ、べつになんともないぞ」

　特に体調に変化がないことを確認して、心配する妹を励ますように古城は笑ってみせた。

「こちらのチョコレートには、薬が入ってなかったんでしょうか？」

　空からになった紙コップを見下ろして、雪ゆき菜なが疑問を口にする。

「かもな。もしくは俺の体質には効かないとか」

　吸血鬼だからな、とは言わなかったが、もちろん雪菜には古城の意図が伝わったはずだった。よかった、と唇の動きだけで雪菜が呟つぶやくのが見える。

　そして雪菜は、照れ隠しのように怒ったような表情を浮かべ、

「先輩、唇にチョコがついてますよ。ほら……動かないでください」

　取り出したティッシュで、古城の口元を拭ぬぐおうとする雪菜。しかし彼女と目が合った瞬しゆん間かん、古城がうっ、と低くうめきを洩もらす。

「せ、先輩？　どうしたんですか？」

「わからない……だけど、姫ひめ柊らぎがなんか、急にすごく可愛かわいく思えて……」

「へ!?」

　古城の瞳に正面からのぞきこまれて、雪菜は硬直しながら頰ほおを染めた。

　ぽかんと目を丸くして、二人のやりとりを眺める矢や瀬ぜと凪なぎ沙さ。

「なるほど……効果の発動までにタイムラグがあったのですね。誤算でした……」

　ラ・フォリアが頰ほおに手を当てて、一人で冷静にうなずいている。

　そんなラ・フォリアの肩を揺すって、紗矢華が情けない悲鳴を上げた。

「お、王女ぉぉぉ──っ！」
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「つ、疲れた……これで部活関係の模擬店は全部かな……」

　回収を終えた惚ほれ薬ぐすりの箱を抱えて、浅あさ葱ぎは廊下を歩いていた。

　茶道部のお茶菓子や、家庭科部の手作りケーキ、漫研の漫画喫茶や、合唱部の歌声喫茶や、ジャズ研のジャズ喫茶や、パソコン同好会のネットカフェなど、チョコレートを使っている部活は案外多くて苦労した。ていうか喫茶店多すぎだろ、と浅葱は思う。

　しかし苦労の甲か斐いあって、どうにか致命的な事態は回避することができたらしい。

「……これだけ大変な思いをしたんだから、一ひと欠片かけらくらいもらってもバチは当たらないわよね」

　ぼそり、と本音を洩もらしながら、思わず惚ほれ薬ぐすりに手を伸ばしそうになる浅あさ葱ぎ。しかし、すぐに思いとどまって、馬鹿馬鹿しいと肩をすくめた。惚れ薬なんかに頼るのは、敗北を認めるようで癪しやくだった。そんなものは浅葱のプライドが許さない。

「それもこれも古こ城じようの馬鹿が悪いのよ。あのヘタレ、おかげであたしがこんな苦労を──」

　理不尽な怒りに打ち震ふるえながら、浅葱が大おお股またで校舎の外に向かう。と、突然、思いがけない方角から誰かに声をかけられた。

「あれ？　どうしたの、藍あい羽ばちゃん？　ずいぶん疲れた顔したりしてるけど？」

「あ……笹ささ崎さき先生……」

　調理実習室から大鍋を抱えて出てきたのは、体育教師の笹崎岬みさきだった。今日はいつものチャイナドレス風の私服ではなく、一流シェフを思わせる白いコック服を着ている。

「こ、こんにちは。先生は模擬店のお手伝いですか？」

「うん。武術研究会で屋台出してるから。よかったら藍羽ちゃんも、カレー食べてかない？」

「……カレー、か。さすがにチョコとは無関係よね」

「ん？」

　真顔で大おお鍋なべをのぞきこむ浅葱を見て、岬が怪け訝げんな顔をする。浅葱は慌あわてて首を振り、

「いえいえ、なんでもないんです。今はちょっと急いでいるので、あとで必ず行きますね」

「オッケー。待ってるね」

　岬は巨大な鍋を軽々と抱えて、人ひと混ごみの中にまぎれていった。

　そして浅葱は、ふと校庭脇わきのオープンカフェに目を留める。そこでは見覚えのある集団が、なにやら激しく揉もめているところだった。

「あいつら、なにやってるのよ……」

　ああもう、と憤激した浅葱が、惚れ薬の箱を抱いたまま走り出す。

　騒ぎの中心にいるのは、浅葱のよく知っている人々だ。古城と矢や瀬ぜと暁あかつき凪なぎ沙さ、中等部の転校生の姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜な。煌きら坂さか紗さ矢や華かに、アルディギア王国の王女までいる。

「ちょっと、基もと樹き。あんたたち、なにサボってるのわけ!?」

　野次馬たちの群れに割りこんで、浅葱が矢瀬を問い詰める。

「あ、浅葱!?　なんでこんなときに……!?」

　弾はじかれたように振り返った矢瀬は、なぜか怯おびえたような表情を浮かべて両腕を広げた。まるで古城の姿を隠そうとするような行動だ。そんな矢瀬に、浅葱は本能的な疑念を覚える。そして浅葱の視界に飛びこんできたのは、人目もはばからずに密着している古城と雪菜の姿だった。

「せ、先輩。こんなところでは駄目です。ひ、人が見てますから……」

「そうか？　俺には姫柊のことしか見えないぜ」

　雪菜の手首をつかんだまま、歯の浮くようなセリフを口にする古城。雪菜は形ばかりの抵抗をしているが、なんだかんだで満まん更ざらでもなさそうだ。

　浅あさ葱ぎはぽかんと目を丸くして、

「な、なによこれ!?」

「いや実は、古こ城じようのやつが例の惚ほれ薬ぐすりを……な」

「飲んだの!?」

　矢や瀬ぜの首を締め上げながら、浅葱が乱暴に詰問する。

「まあ、飲んだっていうか、飲まされたっていうか……」

「なんとかしなさいよ、矢瀬基もと樹き！　あなた暁あかつき古城の友達なんでしょ!?」

　浅葱に加勢するような形で、紗さ矢や華かも矢瀬に詰め寄った。

　しかし雪ゆき菜なは、そんな紗矢華をなだめるように控え目な口調で、

「いえ、あの……わたしはべつに、このままでも……とりあえず害はないですし」

「「駄目ッ！」」

　浅葱と紗矢華が同時に叫ぶ。

「解毒剤、解毒剤はどうなってるのよ、基樹！」

「あ、ああ……そういや、そろそろ完成してもいいころだよな……」

　浅葱に言われて、矢瀬が時計を確かめる。そうやって浅葱たちが古城から目を離した瞬しゆん間かん、

「あーん」

　雪菜を口説いていた古城の口の中に、ラ・フォリアがなにかを放りこんだ。それが惚れ薬入りのチョコチップクッキーだと気づいて、今度は雪菜が動揺する。

「ラ・フォリア!?　あなたは、また……！」

「ちょっと、古城!?　あんた、大丈夫なの!?」

　浅葱が古城を心配して駆け寄った。そんな浅葱を、古城はなぜか驚いたように見返して、

「浅葱……」

「え？」

「わ、悪い。おまえの顔を見てたら、ちょっと照れるっていうか、なんだこれ……」

　緊張で目を逸そらす古城を見上げて、浅葱も胸の高鳴りを覚える。まるで出会ったばかりのような古城の初うい々ういしい反応が新鮮だ。
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「どうやら薬による効果は上書きが効くようですね」

　古城の変化を興味深く観察しながら、ラ・フォリアが冷静に呟つぶやいた。

「あー……浅葱。それで解毒剤はどうするんだ？」

　気け怠だるそうに頭をかく矢瀬に訊きかれて、浅葱はぎこちなく首を振る。

「ああ、うん。そんなに急がなくてもいいかなって。ほら、人間、焦ってもいいことないし」

「だ、駄目ですっ！　こんな状態の暁先輩を野放しにしておくわけには──」

　古城を横取りされる形になった雪菜が、浅葱に真っ向から反対する。

　その隙すきに紗矢華は、テーブルの上に残っていたチョコチップクッキーをつまみ上げ、

「し、仕方ないわね。みんな、ここは私に任せて」

「なにをやってるんですか、紗さ矢や華かさんまで！」

　古こ城じように無理やり食べさせようとする紗矢華を、雪ゆき菜なが慌あわてて押し留とどめる。

　凪なぎ沙さはどこか呆ぼう然ぜんとした様子で、実の兄が招いた混乱を眺めていたが、

「あれえ……なんの騒ぎだろ」

　校庭の中央付近で新たな騒動が起きていることに気づいて、背伸びしながらそう言った。

「え？」

　浅葱たちも異変を察知して振り返る。

　古城の暴走のせいで気づくのが遅れたが、かなり大規模な揉もめ事ごとだ。悲鳴を上げて逃げ回っている女子生徒や、殴り合いを始めている男子もいる。

　校庭にいた生徒たちの多くが関わり合いになるのを恐れて避難を始め、そのせいで余計にパニックが広がりつつあった。

「あ、お倫りん！　ねえ、ちょっと……なにかあったの!?」

　避難してきた人々の中に知り合いを見つけて、浅あさ葱ぎが慌てて呼び止めた。浅葱たちの姿を認めた築つき島しま倫が、少しホッとしたように近づいてきて、

「私にもよくわからないんだけどね。噂うわさじゃ、カレーを食べた生徒たちが、ちょっとおかしくなったみたいで。他人の彼女を奪おうとしたとか、いきなり知らない子を口説き始めたとか」

「カ、カレー……？」

　浅あさ葱ぎの額に汗が浮いた。大おお鍋なべを運んでいた笹ささ崎さき岬みさきの姿が脳裏に甦よみがえる。武術研究会のカレーは惚ほれ薬ぐすりと無関係だと思って、特にチェックしなかったのだが──

「おい、浅葱、惚れ薬の回収は終わったんじゃなかったのか？」

「う、うん。だって問題になってるのはカレーでしょ……!?　どうしてチョコと関係あるのよ。いくらなんでもカレーにチョコは──」

　不安そうな表情を浮かべる矢や瀬ぜに、浅葱が必死に釈明する。

　それを隣で聞いていた凪なぎ沙さが、怖おず怖おずと言いにくそうに口を開いて、

「入れるよ、カレーにチョコ」

「え？」

「隠し味で、ちょっとだけね。コクが出て美味おいしくなるんだよ。あたしも最近、笹崎先生に教えてもらったんだけど」

「さ、笹崎先生に……？」

　浅葱の表情に焦りが浮いた。しかし今さら原因がわかったところで手遅れだ。もはや犠牲者は古城一人ではない。これ以上、被害が広がることだけは、なんとしても阻止しなければ──

「基もと樹き！　解毒剤を取ってきて！　早く！」

「お、おう！」

　浅葱の言葉に背中を押されて、矢瀬は生物準備室に向かおうとする。だが、なぜか、その前に立ちはだかったのは古こ城じようだった。

　驚く矢瀬の肩を力強く抱き寄せて、古城が耳元で甘く囁ささやいてくる。

「おいおい、恋人の俺を置いてどこに行くんだ、親友ハニー？　つれないじゃないか」

「こ……古城!?　ちょっ……どうなってんだ、おい!?」

　全身に悪お寒かんを覚えながら、矢瀬が状況の説明を求めた。

「困りましたね。紗さ矢や華かがチョコを食べさせすぎて、わけがわからなくなったみたいです」

「ち、違っ……だって、王女が何度も上書きしようとするから……！」

　空からになったクッキーの皿を見下ろしたまま、ラ・フォリアが素知らぬ顔で呟つぶやき、紗矢華が頼りなく言い訳する。

「マジか、おい……！」

　いつになく積極的な古城の腕を強引に振りほどきながら、矢瀬は逃げるように駆け出した。
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「はあっ……はあっ！　どうにか撒まいたか……!?」

　廊下の角を曲がったところで、矢瀬は乱れた呼吸を整えながら背後を振り返った。矢瀬を執しつ拗ように追ってきた古こ城じようを、どうにか人ひと混ごみにまぎれて振り切ったところだ。

「やべえな……さすがＭＡＲ製の惚ほれ薬ぐすりだぜ。まさか吸血鬼の真祖にも効果があるとはな」

　古城に迫られた忌いまわしい記憶を振り払うように、矢や瀬ぜは激しく頭を振る。

　真祖クラスの吸血鬼ともなれば、あらゆる魔術に対して強い耐性を持つことで知られていた。深み森もりが作った惚れ薬は、そんな真祖の力を手に入れた古城を、あっさり支配してしまったのだ。

　使いようによっては世界のパワーバランスを崩ほう壊かいさせかねない、おそろしく危険な薬品だった。おそらく生なま半はん可かな方法では、あの強力な惚れ薬を無効化するのは不可能だろう。時間が経たてば効果が切れるのかどうかも怪しいものだ。

「やっぱ深森さんの解毒剤が完成してることに賭かけるしかないか……」

　祈るような気分で呟つぶやきながら、矢瀬は生物準備室に向かって走り出す。と、そんな矢瀬の視界の隅に、意外な人物の姿が映った。

「……ディミトリエ・ヴァトラー!?」

　白い三つ揃いスリーピースのスーツを着た青年が、校内の廊下を歩いている。平凡な公立学校の廊下には不似合いな、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美男子だ。

　彼の手の中に握にぎられているのは、模擬店で販売していたチョコバナナだった。彩さい昂こう祭さいのガイドブックには載っていなかった商品である。

「バナナに、チョコレートのコーティングとトッピングを施ほどこした食べ物ですか。チョコレートフォンデュの応用ですね」

　ヴァトラーに付き従っていた若者が、穏やかな声でそう言った。まるで少女のように繊細な美貌の若い貴族──キラ・レーベデフ。戦せん王おう領りよう域いきから派遣されてきた吸血鬼の一人である。

「そのような下げ賤せんな人間どもの菓子を食しよくさずともよろしいのでは、閣かつ下か？」

　咎とがめるような口調で言ったのは、もう一人の吸血鬼──トビアス・ジャガンだった。

　しかし金髪の青年貴族は、愉快そうに笑って首を振った。

「いや、なかなか煽せん情じよう的てきなデザートじゃないか。この形、気に入ったヨ」

　獰どう猛もうな蛇のように舌を伸ばして、ヴァトラーはチョコバナナの先端をねっとりとねぶる。さらに彼は唇の端を吊り上げて華やかに微笑ほほえみ、

「それに、気づかないか？　このスクールフェスティバルの会場、妙な気配が漂っているね」

「……それはここが第だい四よん真しん祖その本拠地だからではないのですか？」

「違うね。これはもっと古くて邪じや悪あくなものサ。つい最近、これによく似た感覚を味わったヨ」

　そう告げるヴァトラーの瞳には、強敵との遭遇を歓迎するような、好戦的な笑みが浮かんでいた。

「……なんであの男が彩さい海かい学園に!?」

　廊下の柱の陰に隠れて、矢瀬が声を震ふるわせる。

　いくら部外者の立ち入りが許可されている学園祭期間とはいえ、戦王領域の貴族が訪れるという事態はさすがに想定外だった。それでなくてもディミトリエ・ヴァトラーといえば、戦闘バトル狂マニアとして世界的に知られた危険人物なのである。

「ふむ……そこの少年。出てきたまえ」

　そんな矢や瀬ぜの警戒心を敏感に感じ取ったのか、ヴァトラーが不意に鋭く呼びかけてくる。

　逆らっても無駄だと判断して、矢瀬は大人しく姿を現した。

「おや……キミは、たしか気流使いの……」

　ヴァトラーがかすかに眉まゆを上げた。矢瀬はいくつかの事件現場で、ヴァトラーと遭遇したことがある。とはいえ、もちろん学校の中で、生徒として彼に会うのは初めてだ。

「アルデアル公……あんたまさか、そのチョコバナナ、喰くったのか？」

　緊張の面おも持もちで矢瀬は訊きいた。ヴァトラーが握にぎっていたチョコバナナの先端には、くっきりと彼の歯形が残されている。

「ああ、これか。プリミティブな菓子だけど、なかなか美味だったよ。栄養価も高そうだ。軍用の戦せん闘とう糧りよう食しよくに組みこんでもいいかもしれないな……」

　朗らかに微笑ほほえんでそう言いかけたヴァトラーが、突然、軽い目眩めまいに襲われたようにふらついた。それを見た矢瀬の頰ほおが、恐怖に歪ゆがむ。

「ま、まずい……最悪だ」

「最悪だと？　貴様、閣かつ下かに向かって……」

　矢瀬の呟つぶやきを聞きつけたジャガンが、敵意をあらわに近づいてくる。そのジャガンを止めたのはヴァトラーだった。

「よせ、トビアス」

「し、しかし閣下……!?」

「彼はボクの愛いとしい獲物だよ。手を出さないでもらおうか」

　そう言ってヴァトラーが美しく笑う。彼の予想外の言葉にジャガンたちが固まり、矢瀬は身も凍るような恐怖を覚えた。

「さあ、少年。さっそく愛を語らおうじゃないか。血まみれで美しく抗あらがう様さまを見せておくれ」

「ちょ……もしかしてあんたの愛情表現って……！」

　ヴァトラーの歪んだ愛情が、矢瀬を絶望のどん底へと突き落とす。この美しい青年貴族が愛するのは、唯一、強敵との死闘のみ。戦いこそが彼の最上級の愛情表現なのだ。

「待て！　そこまでだ、ヴァトラー！」

　死の予感に震ふるえる矢瀬を救ったのは、廊下の窓ガラスを蹴け破やぶって乱入してきた古こ城じようだった。

「こ、古城!?」

「悪いが矢瀬には手を出させねえ。そいつは俺の親友ハニーだからな」

　古城はそう宣言して、矢瀬の肩を力強く抱き寄せる。しかし歪んだ愛情に支配されたヴァトラーに対して、その行為は火に油を注ぐようなものだった。

　瞳を真紅に染めながら、ヴァトラーが荒々しく牙きばを剝むく。

「ふふっ、嬉うれしいね、古こ城じよう。もちろんボクは三人一緒でも構わないヨ。さあ、ここでお互いの愛の深さを確かめ合おう」

「ふざけろ！」

　怒鳴り返す古城の全身からも、濃密な魔力が噴き上がる。

　第だい四よん真しん祖そである古城と、その真祖にもっとも近い力を持つといわれるヴァトラー──彼ら二人が激突すれば、被害はおそらく彩さい海かい学園の中だけでは済むまい。最悪、絃いと神がみ島じまそのものが破壊されて海に沈む可能性も高かった。

「ば、馬ば鹿か、おまえら、こんなところで眷けん獣じゆうを使う気か!?　あんたたちも止めてくれ！」

　矢や瀬ぜはなりふり構わず、ジャガンたちに泣きついた。古城たちの激突を止められる可能性がわずかでもあるとすれば、それは彼らだけだからだ。

「あ、ああ……そうか、いやしかし……」

　とはいえ戦せん王おう領りよう域いきの貴族たちも、あまりにも突然の展開に対応出来ずにいるらしい。狼ろう狽ばいする彼らに頼るのを諦あきらめて、矢瀬は再び生物準備室に向かって駆け出した。
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「解毒剤は──!?」

　生物準備室に辿たどり着くなり、矢瀬は深み森もりに駆け寄った。

「あ、矢瀬っち。んふっふー……出来てるわよ。常温で気化する性質があるから、吸いこむだけで効果があると思うけど」

　パイプ椅い子すにのんびり腰掛けた深森が、もごもごとなにかを咀そ嚼しやくしながら顔を上げる。彼女が膝ひざの上に抱いていたのは、紙皿に盛りつけられたカレーライスだ。

「そ、そのカレーは……」

「お腹なか空いたって騒いでたら、人工生命体ホムンクルスちゃんが持ってきてくれたの。差し入れだって」

「喰くったんスか!?」

　校庭でのパニックを思い出して、矢瀬の表情が強こわ張ばった。屋台で売られていた惚ほれ薬ぐすり入りのカレーのせいで、今、校内は大変な騒ぎになっているのだ。

「そういえば凪なぎ沙さちゃんに聞いたんだけど、矢瀬っちって、年上の女性が好きなのよね」

　焦りまくる矢瀬を上うわ目め遣づかいに見上げながら、深森が蠱こ惑わく的てきな表情で訊きいてくる。

「ちょっ……!?　深森さん。まさかあんたまで……！」

　胸の谷間を強調してくる深森の仕草に、矢瀬はむしろ恐怖した。ただでさえ追い詰められているこの状況で、友人の母親の誘惑にまで対応する余力は矢瀬にはない。

　しかし深森は、苦悩する矢瀬を見て小さく噴き出し、

「なーんて、冗談よ。冗談。あたしは解毒剤効いてるから」

「で、ですよね……」

　安あん堵どのあまり思わず倒れそうになる矢や瀬ぜ。

「でも、そっちの人工生命体ホムンクルスちゃんはどうかわからないけど……」

「ホ、人工生命体ホムンクルス……？」

　物もも憂うげに告げる深み森もりの言葉に、矢や瀬ぜはハッと周囲を見回した。生物準備室の薄暗がりの中に、無言で立っていたのはアスタルテだ。深森と同じカレーの皿が、彼女の手にも握られている。

「えーと……アスタルテちゃん。もしかして、この惚ほれ薬ぐすりって人工生命体ホムンクルスにも効く……のか？」

「肯定。命令をどうぞ、旦那様マスター」

　いつもと同じ無感動な瞳で、アスタルテが矢瀬を見つめてくる。カレーに溶けこんだＭＡＲ製の惚れ薬が、彼女にも効果を発揮しているのだ。

　深森はメモを片手に、そんなアスタルテの反応を熱心に観察し、

「なるほど、なかなか興味深い事例ね」

「ちょ……深森さん！　あんた、こんなときまで実験がしたいだけかっ！」

　矢瀬が悲痛な叫び声を上げる。アスタルテはそんな矢瀬の前に静かに歩み寄り、

「繰り返します。命令をどうぞ」

「いや、命令と言われても、今はべつに──」

「それは私が必要ないということでしょうか……だとすれば……私の存在価値は……私の……」

「ま、待て！　落ち着け！　そんな思い詰めるようなことじゃねーから！」

　自分の両手を見つめて震ふるえ始めたアスタルテを、矢瀬は懸命になだめようとした。

　なまじ表情が乏しいだけに、アスタルテ自身も惚れ薬による感情の乱れを上手うまく制御できずにいるらしい。このままでは最悪、精神崩壊を起こして、暴走する危険すら考えられる。

「大丈夫、大丈夫だから、その解毒剤を渡してくれ。な」

　幼い子どもに話しかけるように、人工生命体ホムンクルスの少女を説得する矢瀬。深森が作った解毒剤は、アスタルテの手の中に握られているのだ。

　そして矢瀬の必死の思いが通じたのか、アスタルテがようやく説得に応じようとした、その直後──

「ふふっ……見つけたよ、スイートハート！　さあ、恋人たちの時間を楽しもうじゃないか！」

　矢瀬の眼前に実体化して現れたのは、黄金の霧きりに姿を変えていたヴァトラーだった。

「う、うわあああああっ……！」

　迫り来る戦闘バトル狂マニアの青年貴族から、悲鳴を上げて逃にげ惑まどう矢瀬。そんな矢瀬を庇かばうように、アスタルテが割りこんでくる。

「その方に危害は加えさせません。執行せよエクスキユート、ロドダクテュロス──」

　メイド服を着た少女の背中に、虹にじ色いろの巨大な翼が広がった。それは一いつ対ついの巨大な腕へと変化して、ヴァトラーの行く手を遮ろうとする。

「それが噂うわさの人工眷けん獣じゆうか。ほう……面白い！」

　思わぬ強敵の出現に、ヴァトラーが嬉き々きとして身構える。彼が撒まき散らした魔力の余波で、アスタルテの手から解毒剤入りのフラスコが落ちて転がった。

　どうにかフラスコに手を伸ばそうとする矢や瀬ぜだが、荒れ狂う魔力に翻ほん弄ろうされて、アスタルテたちの傍そばには近づけない。矢瀬は深み森もりに助けを求めようとしたが、彼女の姿はとっくに見えなくなっていた。戦せん闘とうに巻きこまれる前に、ちゃっかり生物準備室を脱出したらしい。

「矢瀬、無事かっ！　ヴァトラー、てめえっ！」

　遅れて廊下から飛びこんできた古こ城じようの存在が、さらに混乱に拍車をかける。

　狭い生物準備室の中で、濃密な魔力がぶつかり合い、校舎全体が激しく揺れる。このまま三みつ巴どもえの争いが続けば、待ち受けているのは確実な破滅だけだった。そしてなにより最悪なのは、彼らの戦いの原因が、矢瀬の奪い合いにあるという事実だ。そんな馬ば鹿かげた理由で絃いと神がみ島じまを沈められたら、正直たまったものではない。

「げ、解毒剤……解毒剤を……！」

　床に倒れ伏したまま、矢瀬は制服のポケットに手を入れた。取り出したのは数粒のカプセル錠剤だ。

　生物準備室の隅っこには、解毒剤入りのフラスコが転がったままである。気化した解毒剤を吸いこむだけで効果が出ると深森は言っていた。つまりフラスコの中身をばらまくことができれば、解毒剤が拡散して古城たちは正気に戻るはずだ。

「くそおおおおっ、行け、重気流躰エアロダイン！」

　カプセル錠剤を嚙かみ砕いて、矢瀬は自らの能力を発動させた。過適応能力で気流による分身体を作り出し、転がっていたフラスコを叩たたき割る。

　飛び散った液体から白い蒸気が立ち上り、不快な異臭が鼻を突いた。

　それを確認したところで、矢瀬は力尽きたように意識を失った。
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　古城が正気を取り戻したのは、それから間もなくのことだった。

「ハッ……オレはいったいなにを……」

　荒れ果てた生物準備室を見回して、古城はなにかを思い出したように頭を抱えた。惚ほれ薬ぐすりに支配されていた間の出来事も、朧おぼろ気げに記憶に残っているらしい。

　床に転がったまま目を開けた矢瀬が、煤すすけた抜け殻のような笑顔で古城を見る。

「忘れようぜ、今日のことは……オレも忘れる」

「そ、そうだな……」

　気まずい表情を浮かべてうなずく古こ城じよう。それに対してヴァトラーは、むしろ艶あでやかな笑みを浮かべて、

「ふーん、そうかい？　素敵な思い出が出来たじゃないか」

「おまえも少しは反省しろ！」

　そんなヴァトラーを睨にらんで古城が怒鳴った。

　幸いなことに矢や瀬ぜがばらまいた解毒剤は、風に乗って学校中に行き渡ったらしい。おかげで校庭での騒動も、沈静化に向かっているようだ。

　アスタルテも普段の物静かな態度を取り戻し、破壊された生物準備室の整理を始めている。

　そしてヴァトラーは割れた窓越しに空を見上げて、不敵に笑いながら誰にともなく呟つぶやいた。

「ふふっ……まだ終わったわけじゃない。これから始まるのさサ。そうだろう──？」

「ちょっと藍あい羽ば、今までなにやってたのよ？」

　教室に戻ってきた浅あさ葱ぎを待ち受けていたのは、お化け屋敷の受付をやっていた棚たな原はら夕ゆう歩ほの[image: ]しつ責せきだった。すでにＶＲお化け屋敷ツアーの開場予定時刻は、三十分ほど過ぎている。

「あんたがいてくれないと、ツアー始められないんだけど。お客さん、ずっと待たせてたのよ」

「ごめん、棚原。こっちもいろいろあってさ」

　言い訳したい気持ちをぐっと吞のみこんで、浅葱は素直に頭を下げた。疲れ果てた今の浅葱は、よっぽど酷ひどい顔をしていたのだろう。夕歩もそれ以上は浅葱を責めようとはしなかった。

　客引き担当のクラスメイトたちが頑張ったらしく、来場者の数はまあまあだ。教室の前には、順番待ちの長い列が出来ている。

　浅葱たちのクラスの出し物は、仮装現実大規模多人数お化け屋敷ＶＲＭＭＯ。暗幕で仕切られた教室内は、それだけではチャチなお化け屋敷ごっこに過ぎない。

　しかし教室に設置された幻術サーバーが起動すれば、その光景は一転する。〝魔ま族ぞく特とつ区く〟の技術で投影された幻影の世界は、現実とほとんど見分けがつかないのだ。そこで体感できる怪物たちの存在感や恐怖も実物同然。入場者たちはそれぞれが、広大な廃はい墟きよに迷いこんだ探索者の気分を味わうことができるのだ。

　そしてその幻術サーバーを起動できるのは、今のところ浅葱だけである。

「じゃあ、頼んだわよ、モグワイ」

　幻術サーバーのオペレーター席に座った浅葱が、相棒の人工知能ＡＩに呼びかける。浅葱が装着したヘッドマウントディスプレイに映ったのは、不細工な縫いぐるみ風のアバターだった。その表面にまとわりついた黒い靄もやが、いつの間にか濃さを増している。

「ああ……わかってる。わかってるぜ、嬢じようちゃん」

　どことなく邪じや悪あくな低い声で、人工知能ＡＩがギギッと笑った。

　その声に、浅あさ葱ぎはかすかな不安を覚えた。言葉にならない違和感に胸がざわめく。ひどく不吉な予感がする。

「……モグワイ？」

　警戒する浅葱の呼びかけに、モグワイは長い沈黙で答えた。黒い縫いぐるみの輪りん郭かくが、激しいノイズで小刻みに揺れる。冷却ファンの回る静かな音とともに、幻術サーバーが起動する。

　世界が書き換えられていく感覚に、浅葱はかすかな浮遊感を覚えた。

　彩さい昂こう祭さい第一日目──

　宴うたげの幕が開く時間だった。

To Be Continued...　　　　　　
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　彩さい昂こう祭さい、一日目──

　華やかに飾りつけられた彩さい海かい学園の校内は、島内外から訪れた関係者や、他校の生徒たちでごった返していた。チョコレートにまつわる開幕直後のちょっとしたトラブルも、結果的には、お祭りムードを盛り上げるのに貢献したと言えなくもない。

　来場者を奪い合う各クラスの客引き合戦が、次第に激しさを増している。そんな中、高等部一年Ｂ組の出し物は、順番待ちの行列が出来る程度の大健闘を見せていた。

「高等部一Ｂ──お化け屋敷やってまーす！　世界初、幻術サーバーを使った仮想現実大規模多人数お化け屋敷ＶＲＭＭＯ！　仮想現実大規模多人数お化け屋敷ＶＲＭＭＯが楽しめるのは彩昂祭だけ！　よろしくお願いしまーす！」

　昇降口前でチラシを配っているのは、ゴシックホラー風のドレスを着た棚たな原はら夕ゆう歩ほだ。快活で表情豊かな彼女だが、不吉な亡ぼう霊れいをイメージしたメイクが意外に似合う。背後の壁に張ったスプラッタ映画風ポスターと併あわせて、なかなかの宣伝効果だった。

「盛況ね、棚原。やっぱり世界初って謳うたい文句が効いたかな」

　補充のチラシを運んできた築つき島しま倫りんが、夕歩を労ねぎらうように声をかけてくる。ちなみに倫が身につけているのは、血まみれの破れかけたナース服。ゾンビ系の特殊メイクを施ほどこした彼女に気づいて、通りすがりの生徒たちがギョッとしたように振り返っていた。

「まあね。このポスターも好評みたいだし。学校中に張りまくった甲か斐いがあったってものよね」

　満足そうにうなずきながら、夕歩が背後のポスターを指さした。

　ポスターに大きく印刷されているのは、古風なセーラー服を着て、恐怖に顔を歪ゆがめた藍あい羽ば浅あさ葱ぎのどアップだ。モデルの素材がいいからか、学生の手作りとは思えないほどのクオリティで、行き交う人々の注目を集めている。

　もちろん浅葱は「なんであたしが!?」とモデルになるのを嫌がったのだが、彩昂祭実行委員だからという理由で無理やり承しよう諾だくさせた。大人しい恰かつ好こうをしていれば、彼女は高等部でも指折りの美形なのだ。それを宣伝に利用しない手はないだろう。

「ところで藍羽の調子はどう？　あいつ、ずいぶん疲れてなかった？」

　夕歩が心配そうな口調で倫に訊きく。倫は他人ひと事ごとのように肩をすくめて、

「そうね。昨日もほとんど寝てないはずだし、午前中はあちこち走り回ってたみたいだしね」

「……大丈夫なの？　例の幻術サーバーってやつ、操作できるのは藍羽だけなんでしょ？」

「まあ、なんとかなるでしょ。暁あかつきくんを一緒に教室に置いといたから。少しはやる気を出してくれるんじゃないかな」

「なんか、余計に不安になるんだけど──」

　夕ゆう歩ほが溜ため息いき混じりにそう呟つぶやいた。

　そんな彼女の表情が、次の瞬しゆん間かん、恐怖に引ひき攣つる。巨大な金属の塊かたまりが、人波をかきわけるようにして、夕歩たちのほうへと近づいてきたからだ。

　それは市街戦向けに開発された、超小型有脚戦車マイクロロボツトタンクだった。対たい魔ま族ぞく用の試作兵器である。そんなものが学園内を動き回っていても騒ぎにならないのは、彩さい昂こう祭さいのせいだろう。どこかのクラスの出し物だと思われているのだ。

　しかし超小型とはいえ、戦車は戦車だ。間近で対たい峙じしたときの威圧感は凄すさまじいものがある。恐怖で硬直する夕歩の前に、有脚戦車は装甲を軋きしませながら停止する。

『──やあ、失敬。そのチラシ、拙せつ者しやにも一枚いただけぬか？』

　有脚戦車の外部スピーカーから聞こえてきたのは、暑苦しい時代劇風の日本語だった。ぎゅん、とモーター音を響かせながら伸びてきたのは、無ぶ骨こつな作業用マニピュレーターだ。

「ど、どうぞ」

　夕歩はわけがわからないまま、怖おず怖おずとチラシを差し出した。戦車のマニピュレーターが、そのチラシを器用に回収する。そして有脚戦車の操縦士は、照準用のカメラでチラシをじっくりと確認すると、

「うむ、かたじけない──」

　一方的にそう言い残し、その場でくるりと車体を旋せん回かいさせた。

　そして夕歩たちが呆ぼう然ぜんと見送る中、有脚戦車はそのまま人ひと混ごみの中へと戻っていく。

「な、なに……今の？」

　極度の緊張から解放された夕歩が、脱力して後ろ向きに倒れそうになる。

　それを危ういところで抱き支えたのは、たまたま居合わせた一般客だった。

「おっと、大丈夫？」

　耳元で聞こえてきた爽さわやかな声に、夕歩はハッと我に返る。彼女が慌あわてて姿勢を正すと、支えてくれた相手と目が合った。黒いジャケットにルーズなネクタイ姿の、ボーイッシュな雰ふん囲い気きの女子だった。息を吞のむほど端整な顔立ちの男装少女だ。

「す、すみません。ありがとうございます！」

　動揺で声を上うわ擦ずらせながら、夕歩が頭を下げる。男装の少女は人ひと懐なつこく微笑ほほえんで、

「ううん。ボクのほうこそ余計なお節介をしてごめん。怪我けがはない？」

「は、はい」

「そう。よかった」

　男装の少女は涼しげに目を細め、夕歩が落としたチラシの束を拾い上げた。

「へえ、お化け屋敷か。その服装はお化けの仮装？　可愛かわいいね」

「え？　そ、そう……ですか？」

　少女のストレートな賛辞を聞いて、夕ゆう歩ほが頰ほおを赤らめる。男子が口にしたら嫌味に思えるようなセリフでも、目の前の綺き麗れいな少女に耳元で囁ささやかれると、胸の高鳴りを抑えきれない。

「用事が終わったらボクも遊びに行くよ。じゃあね」

　チラシの束を夕歩に手渡して、少女は微笑ほほえみながら去って行く。そんな彼女の後ろ姿を、夕歩は興奮した様子で見送り、

「み、見た、築つき島しま？　今の人？」

「うん。すごく恰かつ好こうよかったね」

「だよね、だよね。びっくりした！」

　倫りんのクールな感想に、夕歩は勢いよく何度もうなずいた。

　そんな夕歩を見返しながら、倫は頰ほおに手を当てて考えこむ。

「でも、なんだろ……さっきの彼女、前にどこかで見かけたような気が……誰だっけ……？」
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　暁あかつき古こ城じようは、見知らぬ洋館の一室に立っていた。

　薄暗い廃はい墟きよのような建物だ。頼りなく揺れるロウソクの炎が、荒れ果てた室内を仄ほのかに照らしていた。豪華な家具のほとんどは何者かに叩たたき壊こわされて、床や壁には、重い刃物で斬きりつけたような無数の傷跡が残されている。

　酷ひどい嵐の夜だった。容よう赦しやなく吹きつけてくる雨風が、ひび割れた窓を揺らしている。雷光が夜空を白く染め、そのたびに大気が地鳴りのように震ふるえる。その絶え間ない雷らい鳴めいにまぎれて、かすかに聞こえた誰かの悲鳴に、古城は顔をしかめて振り返った。

「誰だ!?　誰かいるのか……!?」

　闇やみの中に古城の声が何度も反響する。しかし返事は聞こえてこなかった。漠然とした不安に襲われながら、古城は部屋の外に出る。

「どこだ、ここは……」

　古城の表情に、焦りが浮かんだ。迷路のように曲がりくねった廊下は、暗く長いトンネルのように、どこまでも果てしなく続いているように感じられた。悲鳴は今も続いていたが、嵐の音に邪じや魔まされて、どこから聞こえてくるのかわからない。

　それでも古城は、かすかな残響を頼りに階段を下りて、館の広間へと向った。

　窓の外で閃ひらめいた稲妻が、闇に沈む広間を、一いつ瞬しゆんだけ真昼のように照らし出す。

「浅あさ葱ぎ……か？」

　閃せん光こうに浮かび上がったのは、折り重なって倒れた制服姿の学生たちだった。その中に見知った少女の顔を認めて、古城は慌あわてて走り寄る。

　両目を大きく見開いたまま、浅葱が仰あお向むけに倒れていた。彼女が着ている古風なセーラー服の胸元には、鮮血がべったりとこびりついている。

「浅あさ葱ぎ！　しっかりしろよ、おい！　浅葱！」

　浅葱を抱き起こした古こ城じようは、その身体の冷たさにゾッとする。彼女の肌はロウのように白く、弛し緩かんした肉体に生気は感じられなかった。

「死んでる……ウソ、だろ……」

　恐怖に引ひき攣つったままの浅葱の死に顔を見下ろして、古城は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　白く濁った浅葱の瞳が、ギョロッと古城を睨にらんだのは、その直後だ。死んだはずの浅葱が獣けものじみた唸うなり声ごえを上げて牙きばを剝むき、硬直した古城を目がけて襲いかかってくる。

「う、うわあああああっ！」

　凄すさまじい怪力で浅葱に押し倒されて、古城は為なすすべもなく悲鳴を上げた。

　そして床へと倒れこむ直前、誰かが古城の身体からだを優しく抱き留める。

「──ちょっと、古城、大丈夫？」

　浅葱の声とともに古城の視界が揺れた。古城がかけていた３Ｄメガネ風のスマートグラスが、乱暴な手つきでむしり取られる。

　ぼやけた視界の中で古城が見たのは、不安そうな顔でのぞきこんでくる制服姿の浅葱だった。

「あ、浅葱？」

　悪夢から目覚めた直後のような気分で、古城は彼女をまじまじと見上げる。

　浅葱は血まみれではなかったし、死体のような顔色でもなかった。いつもどおりの華やかな顔立ちの女子高生だ。

「い、生きてるのか……？」

「当然でしょ。たかが学園祭のお化け屋敷になにを期待してるのよ？」

「お化け屋敷……？」

　呆あきれ顔がおの浅葱の言葉を聞いて、古城は周囲を見回した。

　そこは廃はい墟きよの洋館などではなかった。暗幕で仕切られたただの教室だ。窓の外は、彩さい昂こう祭さいの真っ最中である。あのリアルな恐怖の館の風景は、スマートグラスをかけた人間の脳内にだけ投影される幻影だったのだ。

「もしかして、これが仮想現実ＶＲお化け屋敷ってやつか？」

「そ。幻術サーバーが脳に直接投影してる疑似感覚ね。リアルだったでしょ？」

　浅葱がそう言って得意げに胸を張る。幻術投影サーバー自体は、絃いと神がみ市し内ないの企業の製品だが、実際のプログラミングを担当したのは彼女だった。つまりあの洋館や死体のデータを作成したのも、浅葱の仕し業わざということになる。

「まあな……ていうか、おまえ、趣味悪すぎだろ」

「はいはい、あたしは大丈夫だからさ。ほら、よしよし、泣かないの」

　冗談めかした口調で言いながら、浅葱が古城の頭を撫なでる。古城はそんな彼女の手を鬱うつ陶とうしげに払いのけ、

「泣いてねーよ。ちょっと吐きそうになっただけで」

「なんで吐くのよ!?　ていうか泣け！」

　古こ城じようの頰ほおをつねり上げながら、浅あさ葱ぎが身勝手な台詞せりふを吐く。

「まあいいわ。お腹空いたから、なにか食べに行くわよ。古城もつき合いなさいよね」

「俺はいいけど、幻術サーバーってヤツの調整は大丈夫なのか？」

　薄暗い教室内を見回しながら、古城は不安そうに訊きき返した。

　地道な宣伝活動の成果が出たのか、古城たちのクラスのお化け屋敷には、けっこうな数の一般客が訪れている。半分寝ぼけて、なにも知らずに仮想現実を体験した古城とは違って、彼らはむしろ積極的にリアルな恐怖の館を楽しんでいるようだ。

　サーバー管理者である浅葱が持ち場を離れたら、お化け屋敷の運営に支障をきたすのではないかと古城は心配したのだが、

「一回起動させちゃえばね。モグワイに監視させてるから、しばらくはほっといて大丈夫よ」

　浅葱は澄まし顔でそう答えて歩き出す。そんな浅葱に無理やり手を引かれて、古城は薄暗い教室を抜け出した。
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　古城たちが最初に向かったのは校庭だった。校舎正面のグラウンドには運動部主催の模擬店が、ずらりと軒を並べている。彩さい昂こう祭さい名物の屋台街だ。

「おお、彼氏殿！　彼氏殿ではござらぬか！」

　浅葱と手分けして屋台の行列に並ぼうとした古城を、やたらに暑苦しい口調で誰かが呼び止める。振り返った古城の視界に映ったのは、赤い装甲に覆おおわれた超小型有脚戦車マイクロロボツトタンクだった。

　戦車上部のハッチが開いて、中から推定年齢十二歳前後の外国人の少女が顔を出す。身体からだにぴったりとフィットした彼女のパイロットスーツには、ひらがなで『でぃでぃえ』と書かれたゼッケンが縫いつけられていた。

「おまえ……たしか、浅葱の知り合いの……」

「いかにも。拙せつ者しや、リディアーヌ・ディディエでござる。再びお目にかかれて光栄でござる」

「あ、ああ……それよりもおまえ、それに乗って正門から入って来たのか？」

　異様に悪目立ちするリディアーヌの戦車を眺めて、古城は軽い頭痛を覚えた。

　しかしリディアーヌは悪びれもせず堂々とうなずいて、

「然しかり。いちおう軍事機密の機体とはいえ、貴校には、拙者より派手な出いで立たちの者も大勢闊かつ歩ぽしておるゆえ、特に大たい過かありますまい」

「……まあいいか。校内で問題は起こしてくれるなよ」

　古こ城じようは投げやりな気分でそう言った。たしかにリディアーヌの言うとおり、彼女の戦車は、ゆるキャラの一種だと必死に言い張ればそう見えないこともない。

「心得て候そうろう。ときに彼氏殿、ひとつお尋ねしたいのだが、こちらの教室は何処いずこにござろうか？」

　戦車の作業用マニピュレーターには、古城たちのクラスのお化け屋敷のチラシが挟はさまれていた。それを指さしてリディアーヌが訊きいてくる。

「ウチのクラスなら、あっちの校舎の階段を上ったところだけど……」

　その戦車はそもそも校舎に入れるのだろうか、と素朴な疑問を抱く古城に、リディアーヌは無む邪じや気きな笑顔を見せた。

「承知つかまつった。感謝でござる」

　再び戦車に潜もぐりこんだリディアーヌは、古城が止める間もなく、校舎の方向へと急発進する。土つち埃ぼこりとともに去って行く有脚戦車ロボツトタンクを、古城はしばらく呆ぼう然ぜんと眺めていた。

「……なんで〝戦車乗り〟が彩さい昂こう祭さいに来てるのよ」

　買い出しを終えて戻って来た浅あさ葱ぎが、硬い表情でそう呟つぶやいた。リディアーヌに見つかるのを警戒しているのか、屋台の陰に半分身を潜めたままである。

「おまえに会いに来たんじゃねーのか。お化け屋敷に行くって言ってたぞ」

「どうせ幻術サーバーが目当てでしょ。抜け出しておいて正解だったわ」

　浅葱がホッとしたように息を吐く。やたらと浅葱に好意的なリディアーヌだが、浅葱のほうは、あの押しの強い少女のことを若じやつ干かん苦手にしているのだ。

「あんなに懐なつかれてるんだから、相手してやってもよかったんじゃねーか？」

「あんたね、あたしにあのデカブツを引き連れて練り歩けっての？」

「まあ、それもそうか……おまえの知り合いって意外に変なのが多いよな」

「古城にだけは言われたくないわね……」

　無責任な態度の古城を睨にらんで、浅葱が頰ほおを膨らます。と、

「先輩！　暁あかつき先輩！」

　近くに立っていた模擬店の売り子が、そんな古城たちに気づいて声をかけてきた。ショートカットの快活そうな中等部女子だ。暁あかつき凪なぎ沙さのクラスメイトの少女である。

「ああ、おまえ、女バスの……」

「はい、進しん藤どうです。お久しぶりです。暁先輩は藍あい羽ば先輩とデート中ですか？」

「違ちげェよ。浅葱の買い出しにつき合ってるだけだ」

「ふふーん、大丈夫ですよ。雪ゆき菜なには内緒にしときますから」

　速攻で否定する古城を見上げて、進藤美み波なみはニヤニヤと笑う。彼女は雪菜の友人でもあるのだ。

「というわけで、先輩。こちら口止め料込みで一本三百円です」

「おまえな……」

「特別に二本で五百円でいいですよ」

　目の前に差し出された焼きトウモロコシを眺めて、古こ城じようは気け怠だるく苦笑した。美み波なみには色々と誤解されているような気がするが、いちいち言い訳するのも面倒だ。

「毎度ありー」

　古城の五百円硬貨を素早く受け取って、美波が愛あい想そよく商品を手渡してくる。両手に焼きトウモロコシを持って戻って来た古城を、浅あさ葱ぎは心なしか冷ややかな表情で見つめて、

「ホント、古城は年下に甘いのよね。押しに弱いっていうか、ええ恰かつ好こうしいっていうか」

「なんでトウモロコシ買っただけでそこまで言われなきゃなんねーんだよ。喰くわないのか？」

「食べないなんて言ってないでしょ」

　不満そうに口を歪ゆがめる古城から、浅葱が焼きトウモロコシを奪い取る。二人はそのまま校庭の隅へと移動して、花壇の縁ふちに並んで腰掛けた。

「うん、やっぱり焼きたてを外で味わえるのはいいわよねー……って、古城、食べないの？」

「あー……あんな映像見せられたあとじゃ、ちょっと食欲がな」

「情けないわねー。あの程度で」

　自分のぶんの焼きトウモロコシをぺろりと平らげた浅葱が、物欲しそうな表情で古城を見る。古城は溜ため息いき混じりに笑って、

「喰うか？」

「くれるの!?　ありがと！」

　古城が差しだした焼きトウモロコシに、浅葱は躊ちゆう躇ちよなくかじりつく。ほっそりとした外見に似合わず、彼女は大食いキャラなのだった。

　そして仲なか睦むつまじげにトウモロコシを分け合う古城たちに目を留めて、見知らぬ女子生徒が突然話しかけてくる。

「あの、ごめんね。ちょっといい？　彩さい昂こう祭さいＢＣＣ推進委員のものなんだけど」

「……え？」

「よかったら、これ、出場しない？　お二人で」

「ＢＣＣ……ベストカップルコンテスト……？」

　強引に押しつけられたチラシを眺めて、古城と浅葱が眉まゆをひそめた。

　彩さい海かい学園でもっともお似合いのカップルを決めるという趣旨の、一般参加型ステージイベントの案内だ。上級生とおぼしき女子生徒は、古城たちにすがるように胸の前で手を合わせて、

「出場者が足りなくて困ってるの。今日の十五時からなんだけど」

「いや、あの、俺らはべつにカップルってわけじゃ……」

「──出ます！」

　当然断ろうとした古こ城じようの言葉を遮さえぎって、浅あさ葱ぎが勢いよく言った。思いがけない彼女の宣言に、古城はぽかんと間の抜けた表情を浮かべて、

「あ、浅葱？　おまっ……なにを勝手に……！」

「いいから！　これ、見なさいよ！」

　浅葱はそう言ってチラシの隅を指さした。優勝賞品が書かれた欄らんである。

「優勝賞金は、学食の食券三万円分……！　並ばずに注文できるファストパスと優先ボックスシート付き……!?」

　予想を遥はるかに上回る賞品の豪華さに、マジか、と古城の目つきも変わる。たしかにカップルコンテストなどという恥ずかしい企画に参加者を集めるためには、それなりの見返りが必要なのかもしれないが──

「大丈夫よ。カップルコンテストって言っても、そんな真剣な感じでもなくて、仮装ＯＫ、性別不問のゆるい企画だから」

「せ、性別不問？」

　上級生の女子生徒がにこやかに説明し、古城と浅葱が不安そうに顔を見合わせる。そして、

「じゃあ、お二人は参加ということで」

「あ、はあ……」

　そういうことになった。

　　　　　　　　　　４

　同時刻──

　体育館のステージ上では、雪ゆき菜なが武器を構えていた。

「待ちや、妖よう怪かい！　逃がさんぜよっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに雪菜はモップの柄えを振り下ろし、その先端を突きつけられた男子生徒が逃にげ惑まどう。中等部三年Ｃ組による演劇〝西さい遊ゆう記き〟は、間もなく中盤のクライマックスを迎えるところだった。雪菜は主役の孫そん悟ご空くう役。体育館の観客席は、詰めかけた観客たちでほぼ満席状態だ。

「げ、げえっ！　貴様ッ、斉せい天てん大たい聖せいッ！」

　猪ちよ八はつ戒かい役である男子サッカー部員の高たか清水しみずが、竹製の熊手を構えて叫ぶ。こちらもなかなかの熱演だ。

　ちなみに雪菜が着ているのは、ミニスカートのチャイナドレス。頭につけた金の輪っかと、腰の尻尾しつぽだけが、かろうじて孫悟空らしさをアピールしている。当初はサルの着ぐるみを着る予定だったのだが、それでは客寄せにならないということで急きゆう遽きよ変更になったのだ。どちらにしても恥ずかしいことに変わりはないので、雪菜もあえて文句は言わなかった。

　なぜ土と佐さ弁、と観客たちが疑問に思う中、その雪ゆき菜ながたどたどしく台詞せりふを読み上げる。

「おんしゃぁ何もんなが？　なしてわしの名前を知っちゅうがか？」

「ちっ、訊きかれたからには答えてやろう。我が名は猪ちよ剛ごう鬣りよう、かつて天界にあっては天てん蓬ほう元げん帥すいと呼ばれた者よ！　弼馬温うまかいごとき、我が馬ま鍬ぐわの錆さびにしてくれるわ！」

「ほたえなや、ブタ公。返り討ちにしちゃるき！」

「ぶひーっ！」

　雪菜のモップと打ち合って、高たか清水しみずがよろよろと後退した。追い打ちをかけるべくモップを頭上に振り上げて、雪菜はそこで動きを止める。

　よろめく高清水の周囲に突然、奇妙な影が出現したからだ。

　書き割りの背景を蹴け散ちらしてステージ上に乱入してきたのは、ボロボロの布きれをまとった白骨死体だった。劇の出演者や小道具ではない。魔術によって仮かり初そめの生命を与えられた怪物だ。死体から漂う強い魔力に、雪菜の表情が硬く強こわ張ばる。

「骸骨兵士スケルトン!?　いったい、誰が、こんな……!?」

　襲いかかってくる怪物の腕を、雪菜はモップの柄えで受け止めた。骸骨兵士スケルトンは、死体を媒ばい体たいにした式しき神がみの一種だ。剣けん巫なぎである雪菜が脅きよう威いに感じるほどではないが、問題は、誰がなんの目的で、そんなものを送りこんできたのかということだ。

「ゆ、雪菜ちゃん……じゃなくて、悟ご空くう！　なにこれ!?　こんなの聞いてないよ！」

　ステージに現れた骸骨兵士スケルトンは全部で五体だった。そのうちの一体に襲われて、三さん蔵ぞう法ほう師し役の暁あかつき凪なぎ沙さが悲鳴を上げている。

「鳴なる雷いかずちッ──！」

　呪じゆ力りよくをまとった雪菜の蹴りが、骸骨兵士スケルトンの頭部を粉砕した。

　チャイナドレスの裾すそが大きく翻ひるがえり、ステージを凝視していた観客たちがどよめく。彼らはまだこの骸骨兵士スケルトンたちが、劇の演出だと思っているのだろう。しかしその勘違いを訂正している余裕はない。

「きゃああああああああ──っ！」

　雪菜の背後で新たな悲鳴が上がった。三蔵法師役の袈け裟さを着た凪沙が、新たな怪物に襲われている。それは全長四、五メートルにも達する、金属製の彫像だった。

　骸骨兵士スケルトンと同様に、魔術によって生命を吹きこまれた悪魔像だ。

「ガーゴイル!?　そんな……!?」

　雪菜の唇から血の気けが引いた。素手での近接格かく闘とうを得意とする雪菜にとって、金属製の悪魔像ガーゴイルは相性が悪い。骸骨兵士スケルトンたちに邪じや魔まされて、悪魔像ガーゴイルを無力化できるほどの強力な呪術を使う余裕もない。

　観劇中の客たちも、さすがに異変に気づいたらしい。増え続ける骸骨兵士スケルトンの襲しゆう撃げきを受けて、あちこちで悲鳴が上がっている。

「危ない、暁あかつき！」

　悪魔像ガーゴイルに潰つぶされそうになった凪なぎ沙さを、高たか清水しみずが危ういところで突き飛ばした。しかしバランスを崩した彼らは、そのままステージの上に倒れこむ。

「凪なぎ沙さちゃん、逃げて！」

　倒れた二人を、悪魔像ガーゴイルが無造作に踏みにじろうとする。それを止めようとした雪ゆき菜なだが、彼女の素手の攻撃では、悪魔像ガーゴイルの巨体は微動だにしなかった。悪魔像ガーゴイルがゆっくりと足を踏み下ろし、雪菜の表情が絶望に歪ゆがむ。

　ステージ上に涼やかな少女の声が響いたのは、その直後のことだった。

「──〝蒼ル・ブルー〟」

　悪魔像ガーゴイルの眼前に、青い甲かつ冑ちゆうをまとった騎き士しの幻影が出現する。無む貌ぼうの騎士。古びた空っぽの鎧よろいの中に、地獄の業ごう火かを封じ込めた悪魔の眷けん属ぞくだ。

　青騎士が抜き放った大たい剣けんの一撃が、悪魔像ガーゴイルを薙なぎ倒す。いかな悪魔像ガーゴイルといえども、しょせんは魔術で操られている傀儡くぐつに過ぎない。本物の悪魔の眷属の敵ではなかった。

「魔女の〝守護者〟!?　あなたは──！」

　青騎士を従えている少女に気づいて、雪菜が驚きよう愕がくの声を洩もらす。微笑ほほえみながら振り返ったのは、男物のジャケットを着た美しい少女だった。

「やあ、姫ひめ柊らぎさん、久しぶりだね。どうにか間に合ってよかったよ」
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「優ゆう麻まさん……どうしてここに!?」

「その話はまたあとで。とりあえずこいつらをどうにかしよう」

　気絶した凪沙を抱き起こしながら、仙とこ都よ木ぎ優麻がステージの上を見回した。

　まだ動いている骸骨兵士スケルトンの数は七体。そして悪魔像ガーゴイルも健在だ。青騎士の攻撃で傷ついたとはいえ、金属製の肉体が苦痛を感じている様子はない。

「やはり今のボクの力じゃ倒しきれないか。〝蒼ル・ブルー〟は、もともと戦せん闘とう向きの〝守護者〟ではないしね」

　優麻が残念そうに肩をすくめた。しかし彼女は、すぐに悪戯いたずらっぽく唇の端を吊つり上げて、

「だけど空間制御の精密さには自信があってね。たとえばこんな芸当も出来る──」

　呟つぶやく優麻の腕の中で、空間が波紋のように大きく揺らいだ。なにもない虚こ空くうから彼女が取り出したのは、黒いベースギター用のギグケースだった。高難度魔術であるはずの空間制御を、魔女である優麻は、自在に操ることができる。雪菜が教室に置いてきたはずのケースを、その力で取り寄せてみせたのだ。

「〝雪せつ霞か狼ろう〟……！」

　優麻に渡されたケースの中から、雪菜は槍やりを引き抜いた。全金属製の銀色の槍だ。獅し子し王おう機き関かんの秘ひ奥おう兵器〝七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアー〟──魔力を無効化し、ありとあらゆる結界を斬きり裂く破は魔まの槍である。

「あとは頼むよ、姫ひめ柊らぎさん」

　優ゆう麻まが人ひと懐なつこい笑顔で言う。魔力を無効化する〝七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアー〟は、骸骨兵士スケルトンや悪魔像ガーゴイルのような、魔術によって駆動する疑似生物の天敵だ。かつて雪ゆき菜なと戦った優麻は、そのことをよく知っている。

「はい！」

　流れるような動きで槍やりを構えながら、雪菜は力強くうなずいた。

　銀色の槍が放つ閃せん光こうが、凄すさまじい速度で悪魔像ガーゴイルを刺し貫つらぬく。ステージ上の怪物たちがすべて動きを止めるまで、それから数秒とかからなかった。
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　腹ごしらえを終えた古こ城じようたちは、天文部の部室を訪れていた。たまたま廊下を歩いていたら、顔見知りの後輩に声をかけられて連れてこられたのだ。

　天文部の出し物は〝占いの館〟だった。占星術は天文学との関わりが深いので、まったくのこじつけというわけでもない。〝魔族特区〟の研究データを反映したという独自の占いは、よく当たるとなかなか好評らしく、部室の前には長い行列が出来ていた。

「ふーん、けっこう本格的ね」

　黒い天幕で覆おおわれた天文部の部室を見回して、浅あさ葱ぎが感心したような声を出す。

「だけど本当によかったのか。外の列に並ばなくて」

　背後の行列を横目で振り返りながら、古こ城じようは占い師役の後輩に質問した。

　魔術師風の黒いローブを羽は織おっているのは、中等部三年生の甲こう島じま桜さくら。凪なぎ沙さや雪ゆき菜なのクラスの学級委員長で、クールな雰ふん囲い気きの眼鏡めがね少女である。古城たちは彼女の案内で、裏口からこっそり入れてもらったのだ。

「妹さんには、いつもお世話になってますから」

　占い用のカードをシャッフルしながら、大人びた口調で桜が言う。

「それで、なにを占いましょうか。運勢、前世、お仕事、金運、恋愛、結婚、出産、不倫、あとはお二人の相性や死亡予定時刻まで占えますが」

「そんなにあるのか!?　有能すぎだろ、甲島さん……！」

「ていうか、さすがに出産や不倫の需要はないと思うんだけど……あったらヤバいでしょ」

　古城と浅葱が、半ば呆あきれながら呟つぶやいた。ただの占いとはいえ、そこまで多くの選択肢を与えられると、どれを選べばいいか迷ってしまう。

「まあ、とりあえず金運でも占ってもら──」

「相性！　あたしとこの男の相性で！」

　無難なテーマを選ぼうとした古城の押しのけて、浅葱が身を乗り出した。

「お、おい、浅葱……」

「馬鹿ね。相性占いなら、一度にあたしたち二人まとめて占ってもらえるでしょ。順番待ちの生徒があんなにいるんだから、少しは気を遣つかいなさいよ」

「な、なるほど……そうか……」

　もっともらしい浅葱の説明に、古城は素直に納得した。

　そんな二人のやりとりを聞いて、クス、と桜が小さく笑う。

「お似合いですね。お二人は」

「……え？　なにそれ。占い？」

「いえ、お世辞です」

　訝いぶかしげに目を細めた浅葱に、桜は澄まし顔で返事をする。

「それでは、お二人の名前と生年月日をこちらに」

「あ、ああ」

　桜が差し出してきたメモ用紙に、古城と浅葱がそれぞれ署名する。その紙を軽く一いち瞥べつすると、桜は机の上にカードを広げた。慣れた手つきで、その順番を並べ替えていく。

　彼女が放つ独特のオーラに、古城はゴクリと唾つばを吞のみ、

「ふ、雰囲気あるな……」

「しっ！　黙って！」

　浅あさ葱ぎもいつになく真剣な表情で、桜さくらの手元を注視していた。

　カードの配置を終えた桜が、順番にそれらをめくっていく。そして最後のカードをめくり終えた瞬しゆん間かん、彼女の表情にかすかな驚きが浮いた。

「これは……」

「ど、どう？」

　浅葱が緊張の面おも持もちで桜の言葉を待つ。桜の手の中に握にぎられていたのは、物ぶつ騒そうな槍やりを持った女神のカードである。伝統的なタロットに〝槍〟などというアルカナはなかったはずだから、オリジナルのカードなのかもしれない。

「槍……」

「は？」

　桜がぼそりと洩もらした呟つぶやきに、浅葱が不安げな表情を浮かべた。それを見た桜は、すぐに微笑ほほえんで首を振り、

「あ、いえ。お二人の相性は抜群です。ただ、不安材料として、暁あかつき先輩に誘惑、浮気、鈍感、不運、不可抗力、あとは状況に流されやすいという暗示が」

「ああ……」

　なぜか物もの凄すごく納得したように浅葱がうなずく。

　桜はカードを机の上に伏せながら、少し心配そうに古こ城じようを見上げて、

「それから槍に気をつけてください。ほかの女性を怒らせたりしないように。私にアドバイスできるのはそれだけです」

「そ、そうか……ありがとう。参考になった……」

　古城はなぜか青ざめた顔で、ダラダラと脂あぶら汗あせを流していた。予想外の動揺を見せる古城を、浅葱は少し不思議そうに眺めて、

「大丈夫なの、古城？　今にも死にそうな顔色してるわよ？」

「き、気のせいだろ……ははっ……」

　そう言って古城は弱々しく壁にもたれかかる。

　浅葱はやれやれと溜ため息いきをついて、

「ところでさっきから気になってたんだけど、隣のブースはなにをやってるの？」

「懺ざん悔げ室しつです」

　桜が淡々と説明した。天文部の〝占いの館〟の隣では、ボランティア部主催の謎なぞイベントが行われている。具体的な出し物の内容は謎だが、そちらもかなりの行列が出来ていた。

「……懺悔室？」

　浅葱が、なにそれ、と眉まゆを寄せる。

「Ａ組の叶かな瀬せさんが、生徒の罪の告白を聞くという出し物だそうです」

「中等部の聖女ちゃんの悩み相談室ってこと？」

「よくわからんが、すごい人気だな」

　古こ城じようは廊下側の窓から顔を出し、懺ざん悔げ室しつの順番待ちの列を眺めた。教室のドアの隙すき間まから、叶かな瀬せ夏か音のんのおっとりした声が、途切れ途切れに聞こえてくる。

「……それでは病気の妹さんはいらっしゃらなかったんですね……よかった」

「え……は、はい……」

　心から安あん堵どしたような夏音の言葉に、懺悔中の相談者が低いうめき声を洩もらした。良心の呵か責しやくに苦しんでいるような声だ。

「いえ、あの……す、すみません！　俺……ここに来れば、叶瀬さんと話が出来ると思って……そんな邪よこしまな考えで作り話を……お、俺は……俺はなんて薄汚い人間なんだァァァ──ッ！」

「え!?　あ、あの……！」

　悔かい恨こんの涙を流しながら、男子生徒が懺悔室を飛び出してくる。夏音は慌あわてて彼を呼び止めようとしたが、男子生徒はすでに走り去ったあとだった。

「次の方、どうぞ」

　会場整理をしていた夏音のクラスメイトが、事務的な口調で新たな相談者を案内する。戸惑いの表情を浮かべたまま、懺悔室の中に戻っていく夏音。

「懺悔って、ああいうイベントなんだっけ？」

　浅あさ葱ぎが無表情に訊きいてくる。古城は無言で首を振り、夏音に同情するように短く嘆息した。

「さあな……」
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「──〝雪せつ霞か狼ろう〟！」

　銀色の槍やりの一いつ閃せんが、霧状の魔物を斬きり払う。

　しかし最後の亡霊レイスの消滅を確認しても、雪ゆき菜なの表情は険しいままだった。

　骸骨兵士スケルトン、悪魔像ガーゴイル、そして亡霊レイス──次から次へと絶え間なく出現する怪物たちによって、校内は大混乱に陥っている。もちろん演劇の続行も不可能だ。そもそも体育館にいた観客たちのほとんどが、いつの間にか忽こつ然ぜんと姿を消していた。

　館内に残っていたのは、彩さい海かい学園の生徒だけ。しかし彼らの大半は、怪物たちに追われて散り散りに逃げ惑っている。凪なぎ沙さや高たか清水しみずのように、恐怖で気絶している者も多い。

「ここはもう大丈夫だ。跳ぶよ、姫ひめ柊らぎさん！」

　倒れた凪沙たちの周囲に防護結界を張り終えた優ゆう麻まが、壁に空間転移テレポート用の〝門ゲート〟を開いた。行き先は彩海学園の本校舎だ。

　彩海学園の敷地内に、怪物が出現した理由はわからない。しかし体育館だけでなく、ほかの校舎が襲われている可能性は高かった。それを放置しておくわけにはいかないと、雪菜は優麻に連れられて〝門ゲート〟をくぐる。しかし空間転移テレポートで移動した雪ゆき菜なたちが目にしたのは、それ以上に驚くべき光景だった。

「これは……いったい……!?」

　雪菜が驚きに声を詰まらせる。

　そこは雪菜たちが知っている彩さい海かい学園の校舎ではなかった。恐ろしく古びた廃校舎だ。床の上には分厚く埃ほこりが積もり、教室のドアは鎖で固く閉ざされている。

　そして窓の外は夜だった。激しい雨風が吹き荒れる嵐の夜だ。

「まるで廃はい墟きよだね。しかも閉鎖されてから、かなりの時間が経たってるみたいだ」

　校舎の壁に手を触れながら、優ゆう麻まが言った。再び開かれた〝門ゲート〟を通って、彼女と雪菜は隣の校舎へと移動する。しかしそこも同じだった。暴風雨に襲われた夜の廃校舎だ。

「そんな……そんなはずは……ついさっきまで学園祭が行われていたはずなのに……」

「そうだね。さすがにこれは予想外だったな」

　優麻が冷静な口調で呟つぶやく。彼女の言葉に、雪菜はかすかな違和感を覚えた。彩海学園でなんらかの異変が起きることを、最初から知っていたような口振りだったからだ。

「優麻さんは、どうして彩さい昂こう祭さいに？　わたしたちを助けてくれたのは偶然ですか？」

　雪菜の疑問に、残念ながら、と優麻は首を振る。

「〝図書館ＬＣＯ〟残党の捜索を人工島管理公社に依頼されたんだ。それがボクの罪を不問にする代償ってわけ。曲がりなりにも元〝総記ジエネラル〟の娘として、それなりに組織の内情にも明るいしね」

「〝図書館ＬＣＯ〟の捜索、ですか……？」

「そう。そんなわけで今回は、メイヤー姉妹の脱獄を調査するために来たんだよ。彼女たちの脱獄を手引きした協力者の正体が、まだつかめてなかったからさ」

　そう言って優麻は小さく溜ため息いきをついた。特区警備隊アイランド・ガードに身柄を拘こう束そくされていた二人組の魔女〝メイヤー姉妹〟が、脱走騒ぎを起こしたのは昨日のことだ。彼女たちはこの彩海学園で再び逮たい捕ほされたのだが、二人の脱走を手助けした人物の正体については、今も謎なぞのままだった。

「メイヤー姉妹の協力者が、彩海学園にいるかもしれないということですか……？」

「それを確かめるつもりだったんだ。このほうが目立たないかと思って、いちおう男装もしておいたんだけど」

「はあ……なるほど……」

　それは逆効果ではないか、と思って雪菜は言葉を濁す。美人すぎる優麻の男装は、おそらく老若男女お構いなしに人々の注目を集めていたはずだ。

「じゃあ、もしかして、この異変の原因は、〝図書館ＬＣＯ〟の魔ま導どう書しよですか？」

「それはまだわからない。でも、似てると思わないか、姫ひめ柊らぎさん。この状況、あの波は朧ろう院いんフェスタの夜に」

　優麻が真面目な表情で訊きいてくる。雪菜はハッと息を吞のんだ。

「まさか、闇やみ誓せい書しよ……!?」

「うん。ボクの母親──仙とこ都よ木ぎ阿あ夜やは、この学校で闇誓書を使って、自分の望むままに世界を書き換えてみせた。十年前の光景を再現したり、あり得たかもしれない可能性の世界を実体化してみせたりね」

「…………」

　雪ゆき菜なは無言でうなずいた。闇誓書は、現存する数多くの魔ま導どう書しよの中でも、破格の威力を秘めた危険な書物だ。実際に仙都木阿夜と戦った雪菜は、その力をよく知っている。

「ですが、闇誓書は、もう──」

「そうだね。かつて存在した闇誓書の原本は、那な月つき先生が十年前に焼き捨てた。彼女の記憶を奪って、ボクの母親が再現した複製レプリカも、キミと古こ城じようが消滅させたはずだ」

「はい」

「だけど現実に世界は書き換えられている。厄やつ介かいなことにね」

　優ゆう麻まが窓の外を眺めて唇を嚙かむ。

　たしかに闇誓書の力をもってすれば、真昼を夜に変えることも、校舎を廃はい墟きよに変えることも容易だろう。むしろそれ以外に、この異様な現象を実現する手段を雪菜は知らない。

　しかし闇誓書に記録されているのは、所有者の望みのままに世界を書き換える力だけだ。望む者がいなければ、このような世界が出現することはあり得ない。

「誰が……なんのためにこんな廃墟の世界を……？」

「さっぱり思いつかないね。だけど、その謎なぞを解く鍵かぎがあるとすれば、古こ城じようかな」

「……暁あかつき先輩、ですか？」

「闇誓書の起動には、膨大な魔力が必要なんだ。ボクの母親は、魔力源として星せい辰しんの力を利用したけれど、惑星の配置が整うまで十年も待たなきゃならなかった。この世界が闇誓書に生み出されたというのなら、星辰の力に匹敵する強力な魔力源が使われたことになる」

　優麻が告げたひと言に、雪菜が驚いて目を瞬またたいた。

「ひょっとして第だい四よん真しん祖その魔力を……!?」

「ほかの可能性を思いつかなくてね」

　優麻が困ったように苦笑した。雪菜も小さく息を吐く。強大過ぎる第四真祖の力は、否いや応おうなく面倒事を引き寄せる。知らぬ間に災さい厄やくに巻きこまれるのは、いかにも彼にありそうなことだった。

「問題は、誰がどうやって古城を利用してるのか……ってことだけど、心当たりが多すぎてさ。キミが古城と一緒にいてくれれば少しは安心できたんだけど」

「え……？　あ、そうですね。すみません……」

　残念そうな視線を向けられて、雪菜は思わず謝ってしまう。

　雪菜は、政府獅し子し王おう機き関かんから派遣されてきた、第四真祖の監視役である。古城がなにかしら問題を起こしたとしたら、それは雪ゆき菜なの監督不ふ行ゆき届とどきだ。しかし優ゆう麻まが言いたかったのは、そういうことではなかったらしい。

「駄目だよ、姫ひめ柊らぎさん。あいつに誘ってもらえるなんて期待しちゃ。せっかくの学園祭なんだし、古こ城じようと一緒に回りたかったら、もっと自分から積極的に行動しないとさ」

「い、いえ、わたしはべつに期待していたわけでは」

「でも、どうせなら一緒に過ごしたいって思わなかった？」

「わ、わたしはただの監視役なので……」

「学園祭は明日まであるんだし、この異変を素早く解決すれば、古城と一緒に過ごすチャンスもあるかもだね。姫柊さんが興味がないって言うのなら、ボクが代わりに誘ってみるけど」

「い、いえ、まったく興味がないこともないというか……」

　愉たのしげな優麻のアドバイスに、雪菜は視線を泳がせる。

　そのとき薄暗い校舎の中に、甲かん高だかい悲鳴が響き渡った。弾はじかれたように振り返った雪菜たちが見たのは、怪物に襲われて逃にげ惑まどう生徒たちの姿だった。

「ウィルオーウィスプ!?」

「まいったな。これじゃキリがない……！」

　生徒たちを襲っているのは、宙を舞う無数の火か球きゆうだった。精せい霊れいか鬼火の類たぐいだろう。強力な魔物ではないが、危険なことには変わりない。

　怯おびえる生徒たちを庇かばいながら、雪菜たちが火球を迎撃する。

　しかし校舎内に避難していた生徒たちは、彼らだけではなかったらしい。校舎のあちこちで新たな魔物たちが出現し、そのたびに新たな悲鳴が上がる。優麻の言うとおり、彼女と雪菜の二人だけで生徒全員を護まもるのはほぼ不可能だ。

「優麻さん、彼らは……？」

「大丈夫。恐怖で気を失ってるだけだ」

　廊下に倒れていた生徒たちの傍そばに屈かがみこみ、優麻は安あん堵どの微笑を浮かべた。雪菜は怪け訝げんそうに目を細め、

「生徒を傷つけるのが目的ではない、ということですか？」

「危害を加えずに恐こわがらせるだけ、か。まるで恐怖の館ホーンテツドハウスだね」

「恐怖の館ホーンテツドハウス……ですか？」

「うん。遊園地のアトラクションのね」

　何気ない優麻の軽口に、雪菜は意表を衝つかれて動きを止めた。

「そういえば暁あかつき先輩のクラスの出し物は、お化け屋敷だと聞きました。しかも〝魔ま族ぞく特とつ区く〟の幻術投影技術を使っていると……！」

「幻術？　そうか……ようやく絡から繰くりが見えてきたね」

　優麻の端整な口元に不敵な笑みが浮く。

　夜の廃校舎。そして迷いこんだ生徒たちを脅おどかすためだけに、不規則に出現する怪物たち。その構造はまさしくお化け屋敷そのものだ。

　だが、お化け屋敷を現実世界で再現することが、闇やみ誓せい書しよの所有者オーナーの目的だとすれば、この奇妙な異変にも説明がつく。古こ城じようが異変に絡んでいるという、優ゆう麻まの推理とも合がつ致ちしていた。

「古城たちの教室は？」

「こっちです。もしこの廃校舎の構造が、彩さい海かい学園と同じなら──」

　雪ゆき菜なはそう言って薄暗い廊下を走り出す。だが、それから数歩もいかないうちに足を止めた。雪菜たちの行く手を遮さえぎるように、立ちはだかっている人影がある。

　表情のない仮面で顔を覆おおった、華やかな髪型の少女だった。

「あなたは……!?」

　殺意にも似た異様な気配を感じて、雪菜は咄とつ嗟さに槍やりを構えた。

　仮面の少女は武装していない。しかし骸骨兵士スケルトンなどとは桁けた違ちがいの濃密な魔力が、彼女の周囲に渦うず巻まいている。

「……ただの幻影じゃない……黒幕の登場かな？」

　優麻が〝守護者〟を実体化させながら問いかけた。

　それに答えるかのように、少女の周囲に怪物たちの群れが出現する。

　雪菜は無言で槍を握にぎる指に力をこめた。どうやら古城たちの教室には、簡単には行かせてもらえないようだった。
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　豪華賞品に釣られたのか、ベストカップルコンテストの参加者は予想外に多かった。ただし参加者の大半は、ウケ狙いの同性カップルだ。企画の趣旨を勘違いしているとしか思えない謎なぞのゆるキャラ軍団や、つがいのニワトリ二羽を連れてきた生物部員、さらには美少女フィギュアを大切そうに抱えた模型部員まで、バラエティに富んだ顔ぶれである。

「なによこれ。参加者はイロモノばっかじゃない！」

　出場者の控え室を見回した浅あさ葱ぎが、啞あ然ぜんとしたように低くうめいた。

　俺は気が楽でいいけどな、と古城は口の中だけで呟つぶやいて、

「しょせん中学高校の学園祭だしな……ベストカップルっていっても普通こんなもんだろ。どうする？　やめるか？」

「やるわよ！　ここまで来て、あとに引けるわけないでしょ！」

「まあいいけど、この恰かつ好こうじゃインパクトが弱くないか？　ほとんどコスプレ大会だぞ？」

　あまりやる気のない口調で古城が指摘する。

　ウケ狙いが目的なのだから当然といえば当然だが、参加者のほとんどは趣向を凝こらした衣装をまとっていた。女装や男装はもちろんのこと、アニメやゲームの有名キャラに扮ふんした連中も多い。逆に本気で優勝を狙っているガチなカップルの大多数は、お揃そろいの仮装やペアルックでラブラブぶりをアピールしようと目もく論ろんでいる。いずれにせよ制服姿の古こ城じようと浅あさ葱ぎは、彼らの中では圧倒的に地味だった。

「たしかにインパクトは大事よね。こんなこともあろうかと、用意しといてよかったわ」

　思わせぶりにそう言って、浅葱は教室から引きずってきたスーツケースを開ける。ケースの中から出てきたのは、豪華なレースをあしらった純白のウェディングドレスだ。

　どこからそんなものを持ってきたのか、と一いつ瞬しゆん驚いた古城だが、

「これってお化け屋敷用の仮装じゃねーか！　花嫁の幽ゆう霊れい役が着る予定だった……」

「ウェディングドレスはウェディングドレスでしょ。黙ってればバレないわよ。ほら、古城も早く着替えて」

「……ったく」

　無理やり押しつけられたタキシードを眺めて、古城は小さく溜ため息いきをついた。しかし冷静に考えてみれば、ベストカップルコンテストにブライダル衣装で出るというアイデアは悪くない。

　割り当てられた控え室で慣れない正装に着替えて、古城は浅葱が出てくるのを待つ。と、しばらくして更衣室の壁の向こうから、浅葱の声が聞こえてきた。

「古城、終わった？　ちょっとごめん、手伝って」

「あ、ああ……わかった。入るぞ？」

　ほかに人がいないことを確認して、古城は更衣室の中へと入る。そこには着替え途中の浅葱の姿があった。ずり落ちそうになるドレスの胸元を、両手で懸命に押さえている。

「えーと……」

「古城、これ！　背中のリボン、引っ張って！」

「リボン？　ああ……これを結べばいいのか？」

　編み上げになっているドレスの背中を見て、古城は純白のリボンに手を伸ばす。仮装用のレプリカとはいえ、さすがに一人でウェディングドレスを着るのは無理があったらしい。

「どうしたの？　もっとちゃんと引っ張ってよ」

「いや、そう言われても」

　睨にらむように振り返ってくる浅葱の視線から、古城が居心地悪そうに目を逸そらす。なにしろウェディングドレスというやつは、想像以上に大胆に肩と背中が露出しているのだ。おまけに浅葱が髪をアップにしているせいで、白い首筋が思いっきりあらわになっている。

　間近でそれを見せつけられた古城は、激しい渇かわきを覚えて喉のどを鳴らし、

「こ、こらっ……いつまで見てるのよ!?」

　さすがに頰ほおを赤らめながら、浅葱が古城を睨みつけた。悪い、と古城は慌あわててリボンを握にぎり、浅葱のウエストを締め上げる。が、その直後に鼻の奥が熱くなり、突然の息苦しさに襲われた。

「どうしたの、古こ城じよう？　ちょっ……あんた、鼻血！」

　たらたらと鼻血を噴き出した古城に気づいて、浅あさ葱ぎが小さく悲鳴を上げる。

「ああ……そうだな……」

　しかし古城は妙に冷静な気分で、流れ落ちた鼻血を拭ぬぐっていた。
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「〝蒼ル・ブルー〟！」

　優ゆう麻まの〝守護者〟が突き出した大たい剣けんが、落ち武者風の亡ぼう霊れいを貫いた。実体を保てなくなった亡霊が、青白いノイズを撒まき散ちらして消滅する。

　だがそれもほんの一いつ瞬しゆんのことだった。仮面の少女が軽く右手を振ると、新たな亡霊が闇やみの中から現れる。ここは彼女が生み出した世界。すべては彼女の望むままに現実化するのだ。

「なるほど。なにがなんでもボクたちを、古城たちの教室に近づけたくないわけか……！」

　参ったな、と優麻が小さく舌を出す。気丈に振る舞ってはいるものの、彼女の顔にはうっすらと疲労の色が滲にじんでいた。敵の数があまりにも多すぎるのだ。

「優麻さん、仮面あの少女ひとはわたしが相手をします。先に行ってください！」

　銀色の槍やりを振るいながら、雪ゆき菜なが優麻に呼びかける。

　疲れているのは雪菜も同じだ。このまま怪物たちの相手を続けていれば、いずれ間違いなく二人とも力尽きる。相手の力の源みなもとを断たない限り、仮面の少女は倒せない。

　しかし優麻は、残念そうに笑って首を振る。

「そう言ってもらえるのはありがたいけど、そう都合よくはいかないみたいだ」

「え……？」

　優麻の視線を追って、雪菜も気づいた。仮面の少女の背後から、新たな影が姿を現す。だがそれは、これまでの怪物たちとは異質な敵だった。赤い装甲に覆おおわれた、無ぶ骨こつなシルエットの現代兵器だ。丸みを帯びた砲塔が旋せん回かいして、巨大な砲身が雪菜に向く。

「リディアーヌさんの……超小型有脚戦車マイクロロボツトタンク!?」

「まずい！　〝蒼ル・ブルー〟ッ！」

　優麻の〝守護者〟が空間を歪ゆがめて、強制的に雪菜を転移させた。その直後に放たれた有脚戦車ロボツトタンクの砲弾が、直前まで雪菜が立っていた場所をかすめて飛んでいく。

　校舎の壁に激突した砲弾が、凄すさまじい爆風とともに破片を撒き散らした。もしも直撃していたら、雪菜の肉体などひとたまりもなく吹き飛んでいただろう。

「姫ひめ柊らぎさん、気をつけて。あいつにはキミの槍は効かない」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす雪菜に向かって、優麻が険しい表情で告げた。

「あいつは幻覚じゃない。実体だ。たぶん制御システムを誰かに乗っ取られてるんだと思う」

「システムを乗っ取った……？」

『然さ様よう……面めん目ぼくないでござる、二号殿』

「に、二号？」

　戦車の外部スピーカーから流れ出した頼りない声に、雪ゆき菜なはなんともいえない表情を浮かべる。リディアーヌが雪菜に向けた二号という呼び名が、古こ城じようの愛人という意味だと直感的に気づいたからだ。その場合、本妻はやはり浅あさ葱ぎということになるのだろう。

　戦車の中に閉じこめられているリディアーヌは、かなり消耗しているようだった。他人の無茶な操縦に振り回されているのだから無理もない。早めに助け出さなければ、彼女の体調も心配だ。

「あの戦車を乗っ取れるようなハッカーに心当たりは？」

　複雑な顔をしている雪菜に、優ゆう麻まが訊きく。

「わかりません。ですが、藍あい羽ば先輩なら、たぶん」

「藍羽さん……なるほど彼女か。ただ者じゃないとは思ってたけど」

　ふむふむ、と優麻が感心したように呟つぶやいた。優麻は絃いと神がみ島じまに着いた直後に、浅葱と顔を合わせているのだ。

「念のために確認しておくけど、ここは藍羽さんが望んだ世界だと思うかい？」

「いえ。それはないと思います」

　優麻の新たな質問に、雪菜はきっぱりと首を振る。浅葱の姿を真似まねてはいるが、怪物たちを従えている仮面の少女は浅葱ではない。浅葱には恐怖の館ホーンテツドハウスの世界を実体化する動機などないし、そもそもこの世界には彼女が好む要素がなにもない。美味おいしい食事も、流行はやりのファッションも、そして暁あかつき古城も。

「だろうね」

　クス、と優麻が微笑ほほえんだ。

「だとすれば、この〝現実〟は、幻術サーバーの暴走が生み出した副産物おまけかな」

「幻術サーバー……？　コンピューターが、闇やみ誓せい書しよの力を？」

「人工知能っていったっけ。作り物プログラムとはいえ、自我を持っているのなら、魔ま導どう書しよを起動することだって不可能じゃないさ。お化け屋敷の運営用にセッティングされたコンピューターが、お化け屋敷を実体化させるというのは、むしろ自然な成り行きだと思うよ」

「は、はあ……」

　雪菜は曖あい昧まいにうなずいた。優麻の主張は突とつ飛ぴだが、いちおう筋は通っている。それに幻術サーバーのプログラミングを担当したのも浅葱のはずだ。浅葱のハッキング技術を記憶している人工知能なら、おそらくリディアーヌの戦車を乗っ取ることもできるだろう。

「だったら本物の藍羽先輩はどこに……!?」

「ここではない別の〝世界〟かな。たぶん藍羽さんが創つくり出した〝世界〟は、ほかにある」

「藍あい羽ば先輩が望む〝世界〟……」

　雪ゆき菜なが、仮面の少女の背後に鋭い視線を向けた。

　闇やみ誓せい書しよは、所有者オーナーの望むままに世界を書き換える魔ま導どう書しよだ。ただし上書き可能な世界の数は、一種類だけとは限らない。事実、仙とこ都よ木ぎ阿あ夜やは雪菜の前で、同時に複数の世界を生み出してみせた。ただしそれは結界の内側に構築された、小さな世界でしかなかったが。

「……先輩たちの教室に結界が！」

　隠されていたもうひとつの結界の存在に気づいて、雪菜は〝雪せつ霞か狼ろう〟を握にぎり締しめた。

　古こ城じようたちのクラスの教室が、強大な魔力の障壁にすっぽりと覆おおい尽くされている。おそらく浅あさ葱ぎはその中に閉じこめられているはずだ。そして幻術サーバーの本体もそこにある──

『行カセナイ……！』

　仮面の少女が、敵意を剝むき出しに咆ほう吼こうした。リディアーヌの有脚戦車ロボツトタンクが、前脚に内蔵された機銃を乱射する。

　しかしその攻撃は雪菜には当たらない。優ゆう麻まの〝守護者〟から伸びた魔力の糸が、有脚戦車ロボツトタンクの機体を操って射線を逸そらしていたからだ。

「優麻さん──!?」

「大丈夫。肉体を乗っ取って操るのは、ボクの〝蒼ル・ブルー〟もわりと得意だからさ」

　優麻が強気に笑ってみせた。空間を歪ゆがめて神経同士の接続をつなぎ替えることで、彼女はかつて古城の肉体すら操ったことがある。その応用で今回は、有脚戦車ロボツトタンクの電子回路を物理的に乗っ取っているのだろう。

　しかし空間制御に魔力のほとんどを回しているせいで、今の優麻には、戦せん闘とう能力がほとんど残されていない。この状況が長引けば彼女が危険だ。迷っている時間はもうなかった。

「獅し子しの神み子こたる高たか神がみの剣けん巫なぎが願い奉たてまつる──」

　厳おごそかに祝のり詞とを詠うたいながら、雪菜はありったけの霊れい力りよくを〝雪霞狼〟に流しこむ。〝雪霞狼〟に刻まれた術式が起動し、清浄な光が槍やりを包んだ。

「破は魔まの曙しよ光こう、雪せつ霞かの神しん狼ろう、鋼はがねの神しん威いをもちて我われに悪あく神じん百ひやつ鬼きを討たせ給たまえ！」

　銀色の槍の一いつ閃せんが、眩まばゆい神しん格かく振しん動どう波はの輝きとともに虚こ空くうを薙なぎ払う。張り巡らされた結界が斬きり裂かれ、真昼の白い光が世界を染めた。

　怪物たちが蠢うごめく〝夜の世界〟が崩壊を始めていく。
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「お互いのことをどれだけ知っているかクゥゥ────イズッ！」

　ステージ上の司会者が、異様なハイテンションで絶叫した。校庭に集まった観客たちが、それにつられて高々と拳こぶしを突き上げる。

　そんなヤケクソ気味の光景を、古こ城じようと浅あさ葱ぎは、ステージの上から無表情に眺めていた。

「パートナーに対する深い理解は、理想のカップルの最低条件！　というわけで、相あい方かたの身長、体重、生年月日に好きな食べ物、趣味や過去の恥ずかしい体験などをことごとく暴露して、決勝の舞台に勝ち上がってきたチャレンジャーの皆様がこちらです！」

　司会者に無理やり背中を押されて、古城たちはステージ中央に歩み出る。

　もちろん古城はタキシード着用、そして浅葱は純白のウェディングドレス姿だ。だがそんな華やかな装いとは裏腹に、二人の表情は暗かった。

「な……なんなのよ、このコンテスト……」

「勝ち残るために、いろいろと大事なものを失った気がするぞ……」

　どんよりと虚うつろな目つきで顔を見合わせながら、浅葱と古城がぼそぼそとうめく。コンテストに勝ち残るためとはいえ、古城たちはお互いが知っている相手の秘密を、群衆の前で晒さらしまくったのだった。最後のほうは質問に答えているというよりも、単なる暴露合戦と化していた。なまじ友人としてのつき合いが長いのが、完全に裏目に出た形である。

　しかし多くの犠牲を払った甲か斐いあって、決勝に勝ち残ったカップルの中では古城たちの成績はダントツだ。二位以下に百二十点近くの大差をつけて、優勝はほぼ確実だった。

「それではいよいよ最後の問題、暁あかつき・藍あい羽ばペアへの質問です！　ズバリ、彼女が今、キスをして欲しいと思っている場所はどこでしょう？　彼氏はその場所に実際にキスをしてお答えください！」

「なっ!?」

　想定外の際きわどい質問に、古城と浅葱がうろたえる。

「ちょ……ちょっ……こんなの聞いてないわよ!?」

「ていうか、いいのか？　このコンテスト、いちおう学校行事だろ……？」

「『まあ、お互い合意の上ならいいんじゃない？』ということで、生活指導の笹ささ崎さき先生の許可はいただいております！」

「雑だな、おいっ！」

　あの女教師、適当すぎるだろ、と古城は思わず頭を抱えた。いくら三万円分もの食券のためとはいえ、こんな衆しゆう人じん環かん視しの中でキスをするのは抵抗がありすぎる。

「とりあえず、無難なところで手の甲あたりにでもしとくか？」

「そ、そうね、ぶっちぎりのトップだし、一問くらい答えを間違っても……」

　古城と浅葱が声を潜めて相談する。事前に質問の答えを提出していた浅葱としても、まさかステージ上で本当にキスをさせられるとは思っていなかったらしい。

　だが、そんな古城たちの目もく論ろ見みを打ち砕くかのように、司会者がさらりと補足する。

「あ、言い忘れましたが、こちらの問題はラストチャンスということで、正解者には二百点のボーナスポイントが与えられることになっております！」

「なんだそれっ!?」

「今までの得点、意味ないじゃん!?」

　古こ城じようと浅あさ葱ぎは猛然と司会者に抗議した。トップの古城たちと最下位ペアとの点差は、百八十点しかないのだ。この最終問題を間違っただけで、最下位転落の可能性すら残されている。

「さあ、残り時間、十五秒です。答えをどうぞ！」

　古城たちの猛抗議をさらりと受け流して、司会者がカウントダウンを開始する。

　ぐぬ、と奥歯を鳴らしながら、古城は動きを止めていた。

　そんな古城の両りよう頰ほほを、浅葱がガッとわしづかみにする。そして彼女は、ぐいっ、と力任せに古城の顔を自分に向けると、ゆっくり顔を近づけてきた。

「お、おい……浅葱……」

　古城の声が緊張で掠かすれた。

　目を閉じた浅葱の長い睫まつ毛げが揺れている。白い頰ほおは、ほんのりと桜色に染まっていた。息がかかるほどの至近距離に、柔らかそうな彼女の唇がある。

　その唇が古城に触れる──そう思われた瞬しゆん間かん、浅葱はぱっちりと目を開けた。

「なーんてね」

　どこか満足げな口調で呟つぶやきながら、大げさに肩をすくめる浅葱。古城はそんな彼女を、混乱したような表情で見返して、

「あ、浅葱？」

「もういいわよ、古城……これって、現実じゃないんでしょ？」

「おまえ……気づいてたのか!?」

「当然よ。ウチのクラスの幻覚投影サーバー、誰がプログラムしたと思ってるの？　そこそこ楽しめたから、まあいいけどさ」

　驚く古城を見上げながら、浅葱は尊大に笑ってみせた。

　この〝彩さい昂こう祭さい〟は現実ではない。それを古城が確信したのは、つい先ほどのことだった。ウェディングドレスに着替えている浅葱を見たとき、鼻血を出すほどの興奮に見舞われながらも、吸血衝動が起きなかった。そのときに古城は、自分の身体からだに起きた異変を知ったのだ。

　今の古城の肉体からは、吸血鬼の力が失われている。

　それと同じ現象を、古城は前にも一度体験していた。それは波は朧ろう院いんフェスタの夜──仙とこ都よ木ぎ阿あ夜やが書き換えた〝世界〟の中での出来事だ。

「あんたの仕し業わざなんでしょ、モグワイ？」

　コンテストの司会者や観客たちを無視して、浅葱が静かに呼びかけた。

「この世界、さすがに都合がよすぎるものね。まるであたしの望みを、そのまま実体化させたみたいに。あたし以外にそんなことができるとしたら、それはモグワイ──あんただけよ」

『ギギッ……』

　浅あさ葱ぎの言葉が終わる前に、どこからか邪じや悪あくな笑い声が聞こえた。

　その瞬しゆん間かん、周囲の風景が変わった。ステージの上の司会者も、校庭に集まっていた観客たちも消える。残されたのは出入り口のない無人の教室だ。

　教室の中央正面──教壇の上には、作動中の大型コンピューターが置かれている。

　見知らぬ少女が、その隣で、古こ城じようと浅葱を見下ろすように立っていた。

　浅葱によく似た外見だが、彼女は表情のない仮面で顔を覆おおい隠している。仮面の下から洩もれ出したのは、ギギッ、というノイズ混じりの合成音声だ。

「あいつが……モグワイか？」

「え……と、たぶんね」

　古城の疑問に、浅葱が曖あい昧まいな答えを返す。仮面の少女の外見が、モグワイ本来のデザインとかけ離れていることに少々困惑しているらしい。

　浅葱はめずらしく困ったような表情で、出口のない教室を見回して、

「で、どうやったら、ここから脱出できるのかしら？」

「いや、俺に訊きかれてもな……」

　古城は顔をしかめて首を振る。今の古城は、なんの力も持たない一般人だ。〝世界〟そのものを書き換える人工知能ＡＩが相手では、正直手も足も出なかった。

　仮面の少女は、もちろんそれを理解しているのだろう。古城たちを見下ろす彼女の態度には、どこか勝ち誇ったような余裕がある。

　だがそんな少女の姿が、不意に怯おびえたように激しく揺らいだ。

　少女の背後で閃せん光こうが煌きらめき、空間が地割れのように引き裂かれていく。光り輝く槍やりを構えて、暗い〝夜の世界〟から現れたのは、なぜか腰に尻尾しつぽをつけたチャイナドレス姿の雪ゆき菜なだった。

「──先輩、無事ですか!?」

「姫ひめ柊らぎ!?」

　驚く古城の目の前に、雪菜が槍を抱だいたまま着地する。そして彼女は、古城たちのブライダル衣装に気づいてムッと眉まゆを寄せ、

「先輩方、その恰好は……」

「あ……いや、違うぞ。これは仮装だからな！　そう、お化け屋敷用の！」

「そ、そうなの。学食の食券三万円のために仕方なく……！」

「はあ」

　そうですか、と無感動な瞳で古城たちを眺める雪菜。

　そんな雪菜のすぐ背後に、波紋のように空間を揺らして男装の少女が現れる。

「やれやれ。相変わらずだな、古城は」

「ユウマ？　どうしておまえまで……!?」

　古城は面めん喰くらったような表情で、突然現れた幼なじみを見つめた。

　しかし優ゆう麻まはそれに答えず、真ま面じ目めな顔で背後を振り返る。

「話はあとだよ、古こ城じよう！　先にあいつをどうにかしないと」

「あいつ……？」

　状況を把は握あくできないまま顔を上げた古城は、空間の裂け目から現れた敵影に青ざめた。

　分厚い装甲板に覆おおわれた有脚戦車ロボツトタンクが、仮面の少女を護まもるように旋せん回かいし、古城たちへと砲口を向けてくる。

「〝戦車乗り〟──!?　モグワイ、まさか、あんた……！」

　浅あさ葱ぎが顔を蒼そう白はくにして、仮面の少女を睨にらむ。凶悪な戦せん闘とう兵器を従えた人工知能ＡＩの少女アバターは、仮面の下でただ静かに笑っていた。

『ギギッ……』
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　有脚戦車ロボツトタンクの機銃が火を噴いた。咄とつ嗟さに床に伏せた古城たちの頭上へと、砕けた机や椅い子すの破片が降りそそぐ。

「どうなってんだ、浅葱!?　モグワイって、おまえの相あい方かたの人工知能ＡＩだろ!?　なんでそいつが俺たちを攻撃してくるんだよ!?」

「あたしだって知らないわよ！　そもそも人工知能ＡＩが実体化してる時点でおかしいでしょ！」

　咎とがめるような古城の言葉に、浅葱が逆ギレ気味に反論してくる。

　そんな浅葱を庇かばいつつ、古城は己の無力さに歯は嚙がみした。

　第だい四よん真しん祖その力を失った今の古城には、有脚戦車ロボツトタンクに対抗する手段がない。優麻の〝守護者〟の背後に隠れて、銃弾の雨にひたすら耐えるだけだ。

「闇やみ誓せい書しよだよ、古城」

　古城の隣に屈かがみこんだ優麻が、冷静な口調でそう言った。

「闇誓書？　だけど、あれは消滅したんじゃなかったのか？」

「いや……残ってたんだよ。人間の目には見えない形でね」

「なに？」

　古城は戸惑いながら訊きき返す。

　闇誓書の最初の所有者オーナー、〝書記ノタリアの魔女〟と呼ばれる仙とこ都よ木ぎ阿あ夜やの能力は、魔ま導どう書しよの複製だ。その能力を使って、彼女は、彩さい海かい学園の校舎に闇誓書の中身を書き記した。そして彩海学園全体を巨大な魔導書へと変えたのだ。

　だが、その闇誓書のレプリカは、すでにない。ほかならぬ古城たちが消滅させたからだ。

　絃いと神がみ島じまからすべての魔力が失われていたあの状況で、闇誓書を盗み出せる者がいたとは思えない。そう、存在しなかったのだ。闇誓書を奪った人間は──

「監視カメラだよ、古こ城じよう」

「カメラ……？」

「仙とこ都よ木ぎ阿あ夜やが校舎に書いた闇やみ誓せい書しよの断片は、監視カメラに映像データとして記録されていたんだ。もちろん、データだけじゃ闇誓書は起動できないけどね……」

　優ゆう麻まの説明を聞いていた浅あさ葱ぎが、そうか、と表情を引ひき攣つらせた。

「幻術サーバー……！　魔術を実行するために造られた、〝魔族特区〟製コンピューターの性能スペツクなら……」

「コンピューターが闇誓書に汚染されていたってことか……!?」

　ようやくこの異変の原因を理解して、古城は愕がく然ぜんと息を吐く。

　消滅したはずの闇誓書は、監視カメラの映像記録に姿を変えて、しぶとく生き長らえていたのだ。そして浅葱たちが校内に持ちこんだ幻術サーバーを利用して、再び魔ま導どう書しよの呪のろいを実行した。人工知能モグワイも、闇誓書に乗っ取られた犠牲者だったのだ。

「だったら、その幻術サーバーをぶち壊せば──」

「馬鹿、古城！」

「駄目です、先輩！」

「うおっ!?」

　教壇へと駆け寄ろうとした古城を目がけて、有脚戦車ロボツトタンクが主砲を放った。浅葱と雪ゆき菜なが慌あわてて古城を連れ戻し、優麻が空間制御でかろうじて砲弾の直撃を防ぐ。

「リディアーヌの〝膝ひざ丸まる〟は、対魔族用の最新兵器よ！　そんなものが護まもってるサーバーに、生なま身みの人間が近づけるわけないでしょうが！」

「だからって、ジリ貧だろ、このままじゃ！」

　涙目の浅葱に怒鳴りつけられて、古城が弱々しく言い返す。

　まったく、と乱暴に溜ため息いきをつきながら、浅葱が取り出したのは愛用のスマートフォンだった。

「戦車なんかの相手をする必要はないってこと。要は、汚染されたモグワイの支配から、リディアーヌを解放してやればいいんでしょ」

「あの戦車に逆ハッキングを仕掛けるってことか……！」

　浅葱がやろうとしていることに気づいて、古城が愕がく然ぜんと目を見張る。その間にも浅葱は自作のハッキング用アプリを起動して、怪しげなコマンドを次々に入力。有脚戦車ロボツトタンクのプロテクトを破っていた。

「闇誓書だかなんだか知らないけど、電脳世界こつちはあたしの縄張りよ。好き勝手はさせないわ」

　獰どう猛もうな笑みを浮かべながら、浅葱が次々に新たな携帯電話やタブレット端末を取り出した。ウェディングドレスのどこにそんなものを隠していたのかと、古城は驚くよりも先に呆あきれ返る。

　有脚戦車ロボツトタンクの銃撃がやんだ。全身の関節が青白い火花を散らし、ゼンマイ仕掛けの玩具オモチヤのように不自然な姿勢で動きを止める。

　そしてゆっくりと旋せん回かいした戦車の主砲が、今度は幻術サーバーに照準を合わせた。

　表情を隠した仮面の少女が、はっきりと動揺する気配が伝わってくる。

「はい、終わりっと」

　素っ気ない口調で呟つぶやきながら、浅あさ葱ぎがスマートフォンの画面に手を伸ばす。液晶画面に表示されているのは、［ＯＫ・キャンセル］の二択だった。主砲の発射コマンドだ。

　しかし浅葱が画面に触れる寸前、有脚戦車ロボツトタンクのスピーカーから声がした。

『女帝殿……それで本当にいいのでござるか？』

「え？」

　自分を気き遣づかうようなリディアーヌの言葉に、浅葱が警戒の表情を浮かべる。

「そうですね。藍あい羽ば先輩には説明しておくべきだと思います」

　雪ゆき菜なが真剣な眼まな差ざしで浅葱を見つめた。たしかにね、と優ゆう麻まも薄く苦笑して、

「力を貸してくれるのは嬉うれしいけど、ボクたちはキミに伝えなきゃいけないことがある。もしキミが幻術サーバーを闇やみ誓せい書しよの支配から解放してしまったら──」

「今のあたしは消えてしまう、ってこと？」

　優麻の言葉が終わる前に、浅葱がさらりと訊きき返した。

「もしかして……わかっていたんですか……!?」

　雪菜が驚きに瞳を揺らした。古こ城じようはそんな雪菜に詰め寄って、

「浅葱が消えるって……どういうことだよ!?」

「つまりさ、ここにいる藍羽さんは、本物じゃないってことだよ。古城、もちろんキミもね」

　雪菜の代わりに答えてきたのは、優麻だった。

「今のキミたちは、闇誓書が創つくり出したニセモノの世界の一部なんだ。この世界は藍羽さんが見ている夢なんだよ。きちんと確認したわけじゃないけど、キミたちの本体は、今も闇誓書に汚染されたコンピューターに接続されたままだと思う」

「夢……って、だけど、どうしてそんな……」

「闇誓書を起動するためには、幻術サーバーを操作するオペレーターと、第だい四よん真しん祖その魔力が必要だからだよ。闇誓書は古城の魔力で起動して、藍羽さんの願いのままに、この世界を創つくり出した。藍羽さんが望む理想の世界をね」

　世界を望みのままに書き換える闇誓書の能力も、所有者オーナー本人には効果がない。かつて仙とこ都よ木ぎ阿あ夜やが絃いと神がみ島じまから異能の力を消し去ったときも、阿夜自身の魔力に変化はなかった。闇誓書が浅葱の願いを叶かなえるためには、彼女に夢を見せるしかなかったのだ。

　しかし古城は、納得できないというふうに不機嫌そうに首を振る。

「そんな馬鹿な……だって、俺たちは普通に彩さい昂こう祭さいを回ってただけだぞ？　なんで浅葱がわざわざそんなことを望むんだよ!?」

「えーと……いや、だからさ……」

　古城と一緒に彩昂祭を回ることが彼女の願望だったのだ、とはさすがに言い出せず、優ゆう麻まは言葉を詰まらせる。雪ゆき菜なは、浅あさ葱ぎに同情するように目を伏せて、

「先輩……」

「そういうヤツよね、この男は」

　浅葱が不機嫌そうに鼻を鳴らした。そしてすぐに吹っ切れたように明るく笑って、

「だけど、古こ城じようの言うとおりよ。こんなまやかしの記憶、消えたってどうってことないわ。現実の世界で、もっといい思いをすれば済むことでしょ。彩さい昂こう祭さいはまだ続いてるんだし」

「さすが……手て強ごわい人だね、藍あい羽ばさん」

　優麻が賞賛の視線を浅葱に向ける。浅葱は誇らしげに目を細め、

「ありがと。褒ほめ言葉だと思っておくから」

　そう言って彼女は無造作にスマートフォンの画面に触れた。

「浅葱……！」

「またね、古城」

　轟ごう音おんとともに有脚戦車ロボツトタンクの主砲が火を噴いた。至近距離から撃ち放たれた砲弾が、狙ねらい違たがわずに幻術サーバーの筐きよう体たいを粉砕する。その瞬しゆん間かん、世界が白く染まった。

　ギギッ、と弱々しいノイズを残して、仮面の少女の姿が消滅した。

　古城の意識が残っていたのはそこまでだ。

　明滅する電子の光に吞のまれて、浅葱の姿が消えていく。

　そして世界が夢から醒さめる。
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「先輩。起きてください、先輩」

　すぐ近くから聞こえてくる雪菜の声に、古城はゆっくりと目を開けた。頭上から降りそそぐ午後の陽ひ射ざしに、焼けつくような不快感を覚える。

　見慣れた彩さい海かい学園の校庭だった。周囲がやけに騒がしい。模擬店の屋台が建ち並ぶグラウンドには、大勢の生徒や一般客の姿がある。彩昂祭が盛り上がっているのだろう、と古城は寝ぼけた頭で考える。

「姫ひめ……柊らぎ……？」

　自分を見下ろしている雪菜に気づいて、古城はホッと息を吐く。

　長い夢を見ていた気分だった。精神的な疲労が全身に重くのしかかってくる。特にベストカップルコンテストの恥ずかしい体験が、夢の中とはいえ地味に効いていた。戦車砲に狙われた恐怖も、やけに生々しく記憶に焼きついている。

「なんだ、夢か……妙にリアルで疲れたな……」

　耳に引っかかっていた３Ｄメガネ風のスマートグラスを投げ出して、古こ城じようはのろのろと上体を起こす。不思議と寝心地は悪くなかったが、べつに雪ゆき菜なに膝ひざ枕まくらされているわけではない。それを確認した上で、古城は安心して壁に手を突こうとしたのだが、

「って……なんだ、この感触？　え……!?」

　指先に伝わってきた柔らかな弾力に、古城の表情が引ひき攣つった。一見控え目なようでいて、意外に豊かな胸の膨らみが、古城の掌てのひらにすっぽりと収まっている。

「さすがに恥ずかしいな、古城。姫ひめ柊らぎさんが見てるのに……」

　少し照れたような表情で、男装の少女が目を伏せる。うおっ、と声を上うわ擦ずらせながら、古城は勢いよく跳ね起きた。

「ユ、ユウマ!?　おまえ、なんで!?」

　本来この場にいるはずのない友人の存在が、バラバラだった古城の記憶の破片ピースを結びつける。優ゆう麻まの服装は、古城の記憶と完全に一致。雪菜も、〝雪せつ霞かい狼ろう〟を剝むき出しのまま握にぎっていた。さっきまでの出来事は、古城の夢ではなかったということだ。

「あれは現実だったのか？　闇やみ誓せい書しよは……浅あさ葱ぎはどこだ!?」

　目つきを険しくして、古城が訊きいた。古城の身体からだは、すでに第だい四よん真しん祖その力を取り戻している。

　浅葱は古城が吸血鬼だということを知らない。だから彼女の願望の世界では、古城は吸血鬼の力を使えなかった。その古城が力を取り戻したということは、つまり、ここはもう浅葱の世界ではない、ということだ。それなのに古城たちの近くには、浅葱の姿は見当たらない。彼女だけが、まだ本来の世界に戻ってきていないのだ。

「藍あい羽ばさんなら、あの中だよ。たぶんね」

　そう言って優麻が指さしたのは、彩さい海かい学園の敷地の外だった。

　絃いと神がみ島じまの中心部。そこは本来、キーストーンゲートと呼ばれる建物のある場所だ。四基の人工島ギガフロートを連結し、すべての都市機能を掌しよう握あくする、文字どおりの絃神島の中枢部。だが、その巨大なビルの姿が消えていた。

　代わりにそこに建っていたのは城だった。それもまともな城ではない。近づく者を拒むような険しい断だん崖がいと深い森に囲まれて、上空は邪悪な黒い霧きりに覆おおわれている。そして怪物の顔を思わせる邪じや悪あくな外観──まるで古いおとぎ話に出てくる魔王の居城のようだった。

「なんだ、ありゃ……」

　古城が呆気あつけにとられたように声を震ふるわせる。

　雪菜が言いづらそうに目を伏せた。

「闇誓書がモグワイさんと融合して、自我を持ってしまったみたいなんです。それでどうやら藍羽先輩を人質にして、あの城の中に立てこもってしまったみたいで……」

「……ってことは、これはモグワイが望んだ世界ってことか……」

　それで、こんなＰＣオンラインゲームのような風景なのか、と古城はむしろ納得した。

　古こ城じようたちの教室の幻術サーバーは破壊されたが、キーストーンゲートの内部には、モグワイの本体であるスーパーコンピューターが残っている。そして闇やみ誓せい書しよに汚染されたモグワイは、ネットワーク回線を経由して、キーストーンゲートに移動したのだろう。

　浅あさ葱ぎはさしずめ、闇ダークモグワイに拉ら致ちされた囚とらわれの王女ということか。

「まあ、そんなわけで藍あい羽ばさんを助け出さないとね」

　立ち尽くしている古城の隣で、優ゆう麻まが毅き然ぜんと呟つぶやいた。

「行きましょう、先輩」

　雪ゆき菜なも槍やりを抱いたまま、同じように古城を見上げてくる。

　古城は呆ぼう然ぜんと空を振り仰あおぎ、それから大きく息を吐く。

「勘弁してくれ……」

　赤く染まった夕焼けの空を背景に、魔王城は漆しつ黒こくの威容を晒さらしている。

　彩さい昂こう祭さいの長い夜が、訪れようとしているのだった。

To Be Continued...　　　　　　
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　極東の〝魔ま族ぞく特とつ区く〟絃いと神がみ島じまは、東京の南方海上三百三十キロ付近に浮かぶ人工島だった。

　島の総面積はおよそ百八十平方キロメートル。総人口は約五十六万人。ギガフロートと呼ばれる超大型浮体式構造物を連結して造られた、機械仕掛けの巨大都市である。

　島の中心部にはキーストーンゲートと呼ばれる楔くさび形がたの建物が存在し、文字どおり島の要石キーストーンとして、絃神島のすべての都市機能を掌しよう握あくしている──はずだった。

　しかし今、キーストーンゲートの周囲は鬱うつ蒼そうと茂る深い森に覆おおわれて、未来的な高層建築物があったはずの場所には、漆しつ黒こくの城じよう塞さいがそびえ立っている。

　怪物の顔を思わせる邪じや悪あくな外観──

　古いおとぎ話に出てくる、魔王の居城のような禍まが々まがしい城だ。

「あー……今イチ状況が把は握あくできないんだが……」

　彩さい海かい学がく園えんの校舎から、そびえ立つ魔王城を遠目に眺めて古こ城じようが言った。

　時刻は夕暮れ。彩海学園の学園祭──彩さい昂こう祭さいの初日が終わる直前だ。

「本当に浅あさ葱ぎが、あの城に連れて行かれたのか？」

「連れ去られたのは藍あい羽ばさんだけじゃないけどね」

　古城の疑問に、黒いジャケットにルーズなネクタイ姿の仙とこ都よ木ぎ優ゆう麻まが答えてくる。国際犯罪組織〝図書館ＬＣＯ〟の残党を追っていた優麻は、復活した闇やみ誓せい書しよの調査のために、彩海学園を訪れていたらしい。電子情報化した闇誓書の支配から彩海学園を解放できたのは、たまたま居合わせた彼女たちのおかげである。

「正確なことはわからないけど、藍羽さん以外にも、攫さらわれた人が大勢いるみたいだ。たぶん、闇誓書の起動に必要な魔力を確保するのが目的だろうね」

「そうか……モグワイは魔力を使えないんだよな」

「うん。たとえ闇誓書と融合したとしても、人工知能ＡＩは闇誓書を動かす魔力を供給できない。逆に言えば、魔力源さえ調達できれば、闇誓書の力を引き出せるということでもあるけどね」

「……ってことは、やっぱりこれはモグワイが実体化させた世界ってことか。あいつはなにがしたいんだ？」

　夕暮れの絃神島の景色を見回して、古城は本気で困惑する。

　現実世界を所有者オーナーの思うがままに書き換えるのが、最悪の魔ま導どう書しよとも呼ばれる闇誓書の力だ。モグワイはその闇誓書を使って、キーストーンゲートを魔王城に変容させたのだろう。

　しかし現実世界が改かい竄ざんされているのは、キーストーンゲートの周辺だけ。古城たちがいる彩海学園を含めて、絃神島のその他の区画に変化はない。電力や水道などの供給も、特に問題なく行われているようだ。

「それはよくわからないな。人工知能ＡＩが闇誓書に汚染されたこと自体、そもそも前代未聞の出来事だしね。今のところ人間に対して直接的な危害を加える意思はなさそうだけど」

　優ゆう麻まが肩をすくめて言った。彼女にとってもモグワイの行動原理は謎なぞらしい。

「でも、このまま放置しておくわけにもいきませんよね」

　劇の衣装のチャイナドレスを着ている雪ゆき菜なが、硬い表情で訊きいてくる。

「そりゃまあ、そうなんだろうけど」

　古こ城じようは顔をしかめて無意識にうめいた。

　いくら実害がないといっても、それは現状に限った話だ。モグワイの真の目的がわからない以上、将来的に闇誓書が人類の脅きよう威いになる可能性は排除できない。

　それに連れ去られた浅あさ葱ぎたちのこともある。事態がこれ以上ややこしくなる前に、闇誓書に汚染されたモグワイを止めるべきだろう。

「だけど闇誓書はモグワイと融合してるんだろ？　それを消去するなんてことができるのか？　デジタルデータなんか、いくらでもコピーできるだろ？」

『それについては、おそらく心配無用でござる』

　校舎の壁に張りついていた超小型有脚戦車マイクロロボツトタンクの乗員が、時代がかかった口調で答えてくる。ごつい戦車のハッチから顔をのぞかせているのは、幼い外国人の少女だった。白いスクール水着風の操縦服パイロツトスーツの胸元には、平仮名で「でぃでぃえ」と彼女の名前が書かれている。

『モグワイ殿は絃いと神がみ島じまを管理する五基のスーパーコンピューターの現身アバターでござる故ゆえ、絃神島以外の環境では実体を維持できないでござる。それはモグワイ殿と融合した闇誓書も同様でござろう』

「闇誓書が無制限に拡散するような最悪の事態は免れた、ってことか」

〝戦車乗り〟の異い名みようを持つ少女ハッカー──リディアーヌ・ディディエの説明に、古城は安あん堵どの溜ため息いきを洩もらした。

　モグワイは世界最高水準の人工知能ＡＩであり、その高性能すぎるプログラムを実行できるコンピューターは、絃神島にしか存在しない。闇誓書をも取りこむモグワイの性能スペツクの高さは、同時に闇誓書の拡散を防ぐ足あし枷かせでもあったのだ。

『闇誓書に汚染される前のモグワイ殿のデータは、人工島管理公社にバックアップされているはずでござる。故に現在動作中のモグワイ殿を強制終了シヤツトダウンすることができれば──』

「バックアップのデータから、汚染前のモグワイを復活させることができるんだな」

『然さ様ようにござる。然しからば闇誓書のデータも自動的に消滅するでござろう』

「途中のセーブデータからゲームをやり直すみたいなもんか」

　リディアーヌの専門的な説明を、よくわからないなりにいちおう理解する古城。話を聞いているぶんには、それほど難しいことではないと感じられる。

　しかしリディアーヌは、不意に深刻そうに声を潜めて、

『ただし問題は女帝殿でござるな』

「……女帝？　浅あさ葱ぎのことか？」

『先ほどから人工島管理公社のサーバーにハッキングを仕掛けているものの、防壁に阻まれて侵入できないのでござる。面めん目ぼく次し第だいもござらぬ』

「モグワイさんが藍あい羽ば先輩の力を利用して、外からの侵入を防いでいるということですか？」

　リディアーヌの説明を聞いた雪ゆき菜なが、驚いたように顔を上げる。

　華やかな見た目からはあまり想像できないが、浅葱の特技はプログラミング。それも〝電子の女帝〟と同業者に畏怖される、天才的なハッカーだ。彼女の驚異的な能力は、幼いころから軍事企業で英才教育を受けたリディアーヌをも凌りよう駕がするという。

　モグワイは、その浅葱の知識や経験を借りて、リディアーヌの攻撃を防いでいるらしい。

「なるほどね。藍羽さんを攫さらっていった理由はそれか……」

　ふむ、と顎あごに手を当てて優ゆう麻まが呟つぶやく。古こ城じようは不機嫌そうに唇を曲げて、

「だったら俺たちが浅葱を連れ戻せば、モグワイの防壁ってやつを破れるのか？」

『如何いかにも。女帝殿さえ救出できれば、あとは拙せつ者しやに任せるでござる』

「そうか……まあ、いちおう話はわかったが……」

　きっぱりと断言するリディアーヌの声を聞きながら、古城は再び魔王城へと視線を向けた。

「浅葱を助け出すってことは、結局、あの城まで行かなきゃいけないってことだよな？」

「なんだか嫌な予感がするね。ボクの気のせいかもしれないけど」

　優麻が重々しい口調で同意する。

「気のせいじゃねーよ。どう見ても罠わなが仕掛けてますって気配ありありだろ」

　モグワイが立てこもる魔王城の周囲は、近づく者を拒むような険しい断だん崖がいと、深い森に囲まれている。それらの障害を乗り越えて城まで辿たどり着くのは、見るからに難儀なことだった。

「大丈夫。古城ならなんとかなるよ」

　そう言って優麻は爽さわやかに微笑ほほえんだ。古城はふてくされたように彼女を見返して、

「他人ひと事ごとだと思って気楽に言ってくれるな……！　てか、おまえなら、あの城まで空間転移テレポートで一気に跳べるんじゃないのか？」

「できればボクもそうしたかったんだけどね。空間制御系の魔術は封じられてるみたいだ」

　空間転移テレポート用の門ゲートを開くような仕草をしながら、優麻は残念そうに首を振る。

　魔女である優麻の本来の能力なら、ここにいる全員を連れて、一いつ瞬しゆんで魔王城まで移動することも可能なはずだ。しかし優麻が何度試しても、転移用の門ゲートは開かない。モグワイが闇やみ誓せい書しよの力を使って、優麻の魔術を妨害しているらしい。

「どうあっても、俺たちにあの森を通らせたいわけか」

　溜ため息いきまじりにそう呟いて、古城は赤い有脚戦車ロボツトタンクに向き直った。

「しゃあねーな……えーと、リディアーヌ、だっけ？　あの城まで俺を連れてってくれ。その背中、無理すれば二、三人は乗れるだろ？」

『任せるでござる、彼氏殿。さあ、二号殿もご遠慮召めされるな』

　古こ城じようたちがよじ登りやすいようにと、リディアーヌが戦車の姿勢を低くする。もともと人を乗せるように造られているわけではないのだが、整備用のハシゴや取っ手があるので、しがみつけないことはないだろう。

　市街戦用に開発された有脚戦車ロボツトタンクなら森の中も問題なく走破可能だし、万一戦せん闘とうになった場合には、この過剰なまでの火力と装甲が頼もしい。それになにより徒歩で行くより、圧倒的に速くて楽だ。

「二号ではないです……」

　リディアーヌの呼びかけに納得できない表情を浮かべつつ、雪ゆき菜なが有脚戦車の背中に乗った。優ゆう麻まも同じく甲こう羅らに跨またがり、古城は戦車の後端に無理やりつかまる。

　それを確認したリディアーヌが、学園の外に向けて戦車を発進させた。しかしそれから十メートルほど走ったところで、ガクッ、と力尽きたように停止する。

「お、おい、どうした……!?」

　急停止の勢いで振り落とされそうになりながら、古城が喚わめいた。

　リディアーヌは少し困ったように頼りなく笑って、

『どうやらバッテリーが尽きたようでござる』

「……動かないのか、この戦車？」

「モグワイ殿に乗っ取られている間に、派手に戦ったようでござる故ゆえ。今しばらく充電すればなんとか……これをコンセントに挿さしてきて欲しいでござる」

　そう言ってリディアーヌが戦車の充電用ハッチを開けた。そこに内蔵されていたのは、ありふれた百ボルト用の電源プラグだ。

「家庭用コンセントで充電するのかよ……」

　軽い頭痛を覚えながら、古城は電源プラグを校舎のコンセントに挿しこんだ。

　このレベルの戦術兵器にしては、いかにも頼りない充電機能である。満充電まで、いったい何時間かかるのか見当もつかない。

「仕方ないな。ボクはここに残るよ、古城。リディアーヌさんの護衛が必要だろ？」

　優麻が苦笑しながらそう言った。

　浅あさ葱ぎが人質になっている今、キーストーンゲート内のサーバーをハッキングしてモグワイを強制終了シヤツトダウンできるのは、事実上リディアーヌだけである。そして有脚戦車ロボツトタンクが動かないとなると、リディアーヌは完全に無防備だ。強制終了シヤツトダウンを恐れるモグワイが、彼女を狙ってくる可能性は低くない。

「やっぱり歩いて行くしかないみたいですね」

　戦車の背中から降りながら、雪菜が小さく溜ため息いきを洩もらした。

「マジか……」

　校舎の外の空を見上げて、古こ城じようは、勘弁してくれ、と頭を振る。

　日没直前の空の色は、血に濡ぬれたような不吉な真紅だった。
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　古城と雪ゆき菜なが魔王城の麓ふもとに辿たどり着いたのは、それから約一時間後のことだった。予想よりも早く着いたのは、バスやモノレールなどの交通機関が普通に動いていたからだ。

　異変が起きているのはあくまでキーストーンゲートの周辺だけであり、それ以外の地区では絃いと神がみ島じまの施設は正常に動作しているらしい。被害が少ないのは喜ばしいことだが、モグワイの目的がますます謎なぞめいて、余計に不安でもあった。

「島の中心部がこんな状態なのに、意外にみんな落ち着いてますね」

　走り去っていくモノレールの車両を見送りながら、雪菜が当惑したように言う。

「これも闇やみ誓せい書しよの効果でしょうか？」

「いや、どうだかなー……」

　古城が、決まり悪げな表情で頭をかいた。

「なんだかんだで〝魔ま族ぞく特とつ区く〟の住人は、この程度の異変には慣れっこだからな……今んとこ交通網やインフラは普通に動いてるし、差し迫った命の危険もなさそうだし」

「なるほど……」

「だから、やっぱ問題はキーストーンゲートなんだよな……ったく、なんなんだよ、この森は」

　薄暗い茂みに足を踏み入れながら、古城が不満を口にする。

　深い森と化したキーストーンゲート跡地は、想像以上に不気味な場所だった。

　吸血鬼である古城はもとより、霊れい視しに優れた雪菜もかなり夜よ目めが利きくほうだ。だが、そんな古城たちの目をもってしても、夜の森の中はほとんど見通せない。密集する木々の枝に加えて、うっすらと漂う夜よ霧ぎりが視界を遮っているからだ。

「懐中電灯を持ってきたのは正解でしたね」

　学校の備品の懐中電灯で、足元の道を照らしながら雪菜が言う。ちなみに彼女は学校を出る前に、いつもの制服に着替えていた。背中には銀色の槍やりを収めたギターケースを背負っている。

「気をつけてください、先輩。これだけ魔力が充満していると、敵が隠れていても気配に気づけないと思います」

「奇襲されるまでわからないってことか……」

　古城が不安そうに唇を嚙かむ。

　魔王城へと続いているのは、迷路のように蛇だ行こうする細い一本道だ。どんな罠わなが仕掛けられているか正直わかったものではなかった。

　警戒しながら進む古こ城じようたちの前に、やがて奇妙な人工物が現れる。

　森の木々の代わりに立ちはだかっていたのは、密集する四角い石の群れだった。

「なんだこれ……墓か？」

　無む惨ざんに破壊された墓ぼ石せきを見回して、古城が声を硬くする。森の中に突然現れたのは、荒廃した古い墓地だった。周囲の雑草の伸び具合からして、放置されて数十年は経たっているはずだ。

　モグワイが闇やみ誓せい書しよで創つくり出した空間に、なぜこんな場所が存在するのかと古城は訝いぶかり、

「──っ!?」

　その墓石の背後に浮かぶ影に気づいて、古城は全身を凍らせた。

「先輩？」

　立ち竦すくむ古城の姿に気づいて、雪ゆき菜なが困惑の表情を浮かべる。しかし古城はなにも答えない。ただ目元を恐怖に歪ゆがめるだけだ。

「どうしたんですか、先輩？」

「いや、そこの墓石の陰から、誰かが、俺たちを見ていたような気がして……」

「え？」

　雪菜が驚いたように目を細めて、懐中電灯を墓石に向けた。しかしそこに浮かび上がるのは、朽くち果てた卒そ塔と婆ばと雑草だけである。

「誰もいないみたいですけど……」

「だよな……悪い」

　古城は引ひき攣つった笑みを浮かべて、脅おどかしてしまったことを雪菜に詫わびた。

　たしかに人の気配があったと思ったが、単なる勘違いだったらしい。怖おじ気けづいていたつもりはないのだが、そう思われても仕方ない状況だ。

　情けない気分で古城は周囲を見回し、そして今度こそたしかにそれを見た。

「姫ひめ柊らぎ、後ろだっ！」

「え!?」

　雪菜の背後を指さして、古城が怒鳴るように警告した。

　銀色の槍やりを引き抜きながら、雪菜が弾はじかれたように振り返る。

　しかし雪菜が身構えたときには、すでに古城が見た人影は消えていた。

　それでも彼女は油断なく周囲を見回して、そしてジトッとした半はん眼がんを古城に向けてくる。

「わたしの後ろが……なんですか……？」

「ま、待て……今、たしかにその辺に矢や瀬ぜがいたんだって……！」

「矢瀬先輩……ですか？」

「ああ。矢瀬の幽ゆう霊れいだ！」

　迷いなく言い切る古城の顔を、雪菜が責めるように睨ねめつけた。

「先輩。こんなときにふざけないでください」

「噓うそじゃねえ！　今、たしかに落ち武者姿の矢や瀬ぜがいたんだよ！」

　古こ城じようが必死の形ぎよう相そうで力説する。

　闇やみの中に一いつ瞬しゆんだけ現れた人影は、間違いなく古城の同級生の矢瀬基もと樹きだった。

　ただし彼が身につけていたのは血まみれの戦いくさ装しよう束ぞくで、全身に折れた矢が刺さったままという壮絶な姿だ。まさに怪談で語られる落ち武者そのままの姿である。

　しかし雪ゆき菜なは、冷ややかな疑惑の視線を古城に向けて、

「落ち武者の幽ゆう霊れいということは、矢瀬先輩のご先祖ですか？」

「いや、そこはあまり重要なポイントではないと思う」

　雪菜に信じてもらえないことに、もどかしさを覚えつつ古城は反論した。

　落ち武者と化した矢瀬に恨まれる理由は特に思いつかないが、なにしろこの森はまともではない。油断するべきではないだろう。先に歩き出した雪菜を追って、古城は落ち着きなく視線を彷徨さまよわせながら、墓石の合間を進んでいく。

　そんな古城の目の前に、矢瀬が再び姿を現した。

「う、うおっ!?」

　あまりにも生々しい落ち武者の姿に、古城がたまらず悲鳴を上げる。

　雪菜は呆あきれたように溜ため息いきをつきながら、怯おびえる古城を振り返り、

「先輩、もういい加減に──」

　その次の瞬しゆん間かん、ひゃっ、と短い悲鳴を上げて、雪菜は小さく飛び跳ねた。

　しかし、落ち武者の幽霊はすでに消えている。それを見て驚いたわけではなさそうだ。

「姫ひめ柊らぎ……？」

「い、いま……なにか冷たいものが、わ、わたしの脚を触って……」

　自分の太ふと腿ももを見下ろして、表情を強こわ張ばらせている雪菜。彼女は幽霊に恐怖したのではなく、物理的な刺激に反応しただけらしい。

「脚？　そう言えば少し濡ぬれてるな……」

　雪菜の前に屈かがみこみ、古城は彼女の太腿を確認する。制服のスカートの裾すそから伸びる雪菜の白い肌の表面が、しっとりと濡れて懐中電灯の光を反射していた。

　ちょうど人間の掌てのひらが触れた程度の範囲である。

「そ、そんなにジロジロ見ないでください！」

　スカートの裾を押さえた雪菜が、確認作業を続ける古城に向かって叫ぶ。と、その雪菜が、突然、電気に打たれたように背筋を仰のけ反ぞらせた。

「ひゃうっ!?」

「うおっ、危ねっ!?」

　見えないなにかに怯えたように雪菜が銀色の槍やりを振り回し、その攻撃に巻きこまれた古城が、青ざめながら地面に伏せる。しかし雪ゆき菜なはそれにすら気づかず、泣き出しそうな表情を浮かべ、

「こ、今度は背中に、なにかぬるぬるしたものが……」

　その感触がよほど不快だったのか、やけに扇せん情じよう的てきな動きで身をよじる雪菜。

　古こ城じようは、そんな彼女の背後にゆっくりと回りこみ、

「ぬるぬるしたものって……これか……？」

　そう言って雪菜の首筋に触れている物体をつまみ上げた。それは人の掌てのひらほどの大きさの、ブヨブヨとした灰色の塊かたまりだ。生の板コンニャクである。濡ぬれたコンニャクが、目に見えないほどの細い釣り糸で、森の木の枝から吊つり下げられていたのだ。

　さっき雪菜の脚に触れたのも、別の木にぶら下がっていたコンニャクだったのだろう。

　ようやく事情を把は握あくした雪菜が、なおも混乱したように首を傾かしげて、

「コ……コンニャク、ですか？　で、でもいったいどうしてこんなものが……!?」

「なんとなく話が読めてきたぜ」

　気け怠だるく息を吐きながら、古城はぐったりと項うな垂だれる。

　雪菜は、そんな古城を困惑の表情で見返した。

「え？」

「モグワイが闇やみ誓せい書しよの力を使って、なにをしようとしてたのかって話だよ。あいつはもともと、お化け屋敷のために呼び出されてたんだ」

「お化け屋敷……彩さい昂こう祭さいの出し物のことですか？　先輩たちのクラスの？」

「ああ。だからモグワイは、たぶん今も浅あさ葱ぎのプログラムを実行してるんだと思う」

　古城は投げやりな口調で推理を続ける。

　彩昂祭における古城たち高等部一年Ｂ組の出し物は、ＶＲＭＭＯ──仮想現実大規模多人数お化け屋敷だった。〝魔ま族ぞく特とつ区く〟の技術を応用した幻術投影サーバーによる、リアルな恐怖体験というのが最大の売り文句だ。

　その幻術投影サーバーのプログラムを担当したのが、ほかならぬ藍あい羽ば浅葱である。

　そして浅葱は彩昂祭の期間中、サーバーの維持管理をモグワイに任せていたのだ。闇誓書に汚染されたモグワイに──

「まさか、これはお化け屋敷……なんですか？　この森も……？」

「森というより墓地なんだろ。肝試しの舞台にちょうどいいからな。で、あの城がお化け屋敷の本体ってわけだ。よく見ればそれっぽいデザインだぜ……」

　夜空にそびえる魔王城を見上げて、古城がやる気なく呟つぶやいた。

　怪物の顔を模した魔王城のチープなデザインは、遊園地にある西洋風のお化け屋敷ホーンテツドハウスにそっくりだ。

　闇誓書に汚染されたモグワイが奇妙な森や城を創つくり出して立てこもったのは、お化け屋敷を運営するというプログラムが原因だった。多少やり方が歪ゆがんでしまったものの、あの人工知能ＡＩはただ忠実に命令を実行していたのだ。

「これが彩さい昂こう祭さいの出し物の一部ということなら、市民に被害がなかった理由もわかりますね」

　雪ゆき菜なが頰ほおに手を当てて考えこむ。

　だよな、と古こ城じようは面倒くさそうにうなずいて、

「そういうことなら、幽ゆう霊れいなんか気にしても仕方ないから先に進もうぜ。もちろん警戒するに越したことはないけどさ」

「そうですね。わかりました」

　同意する雪菜の声が聞こえてくる。しかし、その声の方角は、さっきまで雪菜がいたはずの場所とは微妙にズレているように感じられた。

「……姫ひめ柊らぎ？」

　違和感を覚える古城の手を、雪菜がそっと握にぎってくる。

　彩さい海かい学園中等部の制服を着た小柄な少女だ。背中には黒いギターケース。古城の手を引いて歩き出した彼女が、クスクスと笑いながら振り返った。

　目も鼻も口もない、つるりとした顔で──

「うおおおっ!?」

　のっぺらぼう化した雪菜に驚いて、古城はひとたまりもなく絶叫する。

　その突然の悲鳴に驚いたのは、すぐ傍にいた本物の雪菜のほうだった。危険の乏しい単なる肝試しだと、油断した直後だったのも災いした。たまらず彼女も悲鳴を上げて、

「きゃああああっ！」

「どわあっ！」

　予期せぬ方角から聞こえてきた雪菜の叫びに、古城が再び叫きよう喚かんする。

　暗く広大な森の中に、二人の悲鳴が反響していく──

　　　　　　　　　　３

「ようやく……着いた……か」

「酷ひどい目に遭あいました」

　魔王城の入り口に到着したとき、古城と雪菜は息も絶え絶えという有様だった。

　だだっ広い夜の森の中で、延々とリアルな肝試しをやらされたのだ。体力の消耗だけでなく、精神的な疲労感もかなり根深いものがある。

　ともあれ古城たちの目の前には、巨大な城門が立ちはだかっていた。錆さびた分厚い金属製の門もん扉ぴが、軋きしみ音を夜空に響かせながら、ゆっくりと左右に開いていく。

　どうやら、入ってこい、と無言で告げているようだった。

「リディアーヌ、聞こえるか？」

　古こ城じようは携帯電話を取りだして、教えられた番号からリディアーヌを呼び出す。

　いちおうモグワイによる妨害を警戒していたのだが、意外にも回線はあっさりとつながった。

『おお、彼氏殿。息災でござったか？』

　リディアーヌが妙なアクセントの時代劇口調で答えてくる。

「なんとかな。今、キーストーンゲートに着いたところだ」

『さすがは彼氏殿、お見事にござる。では、お二方はそのまま屋上に向かってくだされ』

「屋上？　モグワイの本体は地下にあるんじゃなかったのか？」

　モグワイの本体である五基のスーパーコンピューターは、キーストーンゲート地下十三階の第零ゼロ層──海抜ゼロメートル地点に設置されていると聞いたことがある。そこはキーストーンゲートの中枢であると同時に、絃いと神がみ島じまの中心地でもあった。

　てっきり浅あさ葱ぎもそこに囚とらわれていると思っていたのだが──

『お約束でござるよ、彼氏殿。囚われの姫君は塔の上でござる──まあ、実際のところは、携帯の基地局とＧＰＳ情報で、女帝殿の位置を割り出したのでござるが』

「なるほどな」

　リディアーヌの説明に古城は苦笑する。モグワイの目的がアトラクション的なお化け屋敷の再現だとすれば、人質が最上階にいるというのは、普通にありがちな設定だった。

『それから古城、モグワイくんに連れ去られた人質のことだけど──』

　リディアーヌとの通話にまぎれて、優ゆう麻まの声が聞こえてくる。なぜか古城を気き遣づかうような口調だ。

「浅葱以外の生徒のことか？」

『うん。どうやら彼らの中に、凪なぎ沙さちゃんも含まれてるみたいだ』

「凪沙が……!?」

　古城が顔つきを険しくしてうめく。隣で古城たちの会話を聞いていた雪ゆき菜なが、表情を強こわ張ばらせる気配があった。

『あとはラ・フォリア王女や護衛の煌きら坂さかさんも行方ゆくえ不明になってるらしい。ほかにも被害者がいるかもしれない。くれぐれも気をつけて』

「わかった……サンキュ」

　古城は優麻たちに礼を言って電話を切った。無意識に手の中で握にぎり締めていた電話機が軋きしむ。

「聞こえたか、姫ひめ柊らぎ？」

「はい……でも、ラ・フォリア王女や紗さ矢や華かさんはともかく、どうして凪沙ちゃんまで……？」

　雪菜が硬い口調で答えてくる。

　闇やみ誓せい書しよを起動するためのエネルギーの確保が目的なら、ラ・フォリアや紗矢華が攫さらわれた理由はわかる。彩さい海かい学園の敷地内にいた人々の中では、彼女たちは突出して強大な霊れい力りよくの持ち主だからだ。

　しかし凪なぎ沙さはそうではない。それなのに凪沙が攫さらわれたことに、古こ城じようは何者かの悪意を感じた。まるで古城たちの知り合いだけを、狙ねらい澄すまして連れ去ったようにも思えてくる。

　そんなふうに古城が疑念を抱いた直後──

「いやあああああああああっ──！」

　城の奥から声が聞こえた。悪意と怨おん念ねんを感じさせる不気味な絶叫だ。

「この声……！」

「凪沙ちゃん!?」

　一瞬だけ互いに目を合わせて、古城と雪ゆき菜なは走り出す。

　凪沙の絶叫は今も響き続けている。声そのものは凪沙のものだが、絶叫にこめられた異様な気配には、どこか非人間的な妄もう執しゆうが感じられた。

「なんだ、あれは？」

　走り続けているうちに、周囲の風景が変質していた。そのことに気づいて古城は立ち止まる。

　闇やみの中に浮かび上がったのは、荒れ果てた古い武家屋敷だ。壁は崩れ、塀は破れ、庭は雑草に覆おおわれている。人が住まなくなって何十年も経たっているのだろう。完全な廃はい屋おくだった。

「井戸……？」

　廃屋の庭にある古井戸に気づいて、雪菜がかすかな呟つぶやきを洩もらした。

　井戸の隣には、着物姿の娘が座りこんでいる。

　長い髪をショートカット風に結い上げた、小柄な少女。暁あかつき凪沙だ。

「一枚、二枚……」

　闇の中でうつろな表情を浮かべて、凪沙は不自然に手を動かしている。膝ひざの上に載せた皿を数えているのだ。

「あの……凪沙ちゃん……？」

「なにやってんだ、おまえ」

　戸惑いの感情を滲にじませながら、古城たちが凪沙に呼びかける。

　凪沙はのろのろと顔を上げ、意外にはっきりとした口調で答えてきた。

「なにって、幽ゆう霊れいだよ。皿屋敷の幽霊。お菊さん」

「いやだから、なんでおまえがそんなことやってんだって話だよ」

「だってほら、幽霊だし。恨めしやー……」

　そう言って凪沙はふわりと空中に浮かび上がる。よく見れば彼女の身体からだはうっすらと透けて、背後の風景を映していた。それに気づいて古城は息を吞のむ。

「これも闇やみ誓せい書しよの力ってことか……!?」

「三枚、四枚……」

　古城の質問に答えずに、凪沙が再び皿の枚数を数え始める。

　今の凪なぎ沙さは普通ではない。闇やみ誓せい書しよと融合したモグワイによって、お化け屋敷の一部に変えられているのだ。

「なあ、姫ひめ柊らぎ。皿屋敷の幽ゆう霊れいって、どんな話なんだっけ？」

　怒りと焦しよう燥そうに表情を歪ゆがめながら、古こ城じようが訊きいた。

「大切な十枚組のお皿の一枚を割った──という罪を着せられて、奉公先の主人に殺されてしまった女性の話です。それ以来、死体が捨てられた古井戸に彼女の幽霊が現れて、不幸を招くといわれてます。彼女がお皿を数える声を九枚まで聞いた者は死んでしまうとか」

「死んでしまう……!?　って、まさか、それも再現されてるってことはないよな!?」

　雪ゆき菜なの説明に、古城は言い知れぬ不安を覚えた。凪沙が実際に幽霊化している以上、皿屋敷の幽霊の呪のろいが再現されていても不思議ではない。

「わ、わかりません。でも、闇誓書のやることですから……」

「再現されてるかもしれない、ってことか──！」

　雪菜がぎこちなくうなずいた。その間も凪沙のカウントは続いている。

「五枚、六枚……」

　凪沙が九枚目を数え終わるまで、残り三枚。刻々と迫ってくる運命の刻限に、古城は半ばパニックになりながら、

「逃げろ、姫柊！」

「先輩!?」

「俺は大丈夫だ。たぶん。吸血鬼だし」

「そんなのわからないじゃないですか！　闇誓書が相手なんですよ！」

　雪菜が泣きそうな表情で言い返す。

　たしかに吸血鬼の真祖は不死身といわれているが、闇誓書の呪いが相手では分ぶが悪い。実際、古城はかつて闇誓書に異能の力を奪われて、危うく死にかけたことがあるのだ。

「だからって凪沙をこのままほっとくわけにはいかないだろ……！」

「で、でも！」

「七枚、八枚……」

　古城と雪菜が押し問答を続けているうちに、凪沙が新たな皿を数える。膝ひざの上に残された皿はあと一枚だけだ。その皿に凪沙が手をかけた瞬しゆん間かん、

「くっ！　〝雪せつ霞か狼ろう〟──！」

　古城の身体からだを押しのけて、雪菜が握にぎっていた槍やりを振るった。

　全金属製の銀色の槍が、眩まばゆい純白の輝きを放つ。魔力を無効化し、ありとあらゆる結界を斬きり裂く神しん格かく振しん動どう波はの輝きだ。

「きゅうう……」

「凪沙！」

　純白の閃せん光こうに包まれた凪なぎ沙さが、浮力を失って落下した。彼女が地面に激突する前に、滑りこんだ古こ城じようがギリギリで抱き止める。

　幽ゆう霊れい化していた凪沙の身体からだは、すでに実体に戻っていた。彩さい海かい学園の制服ではなく、僧そう侶りよの袈け裟さを着ているのは、演劇の途中でモグワイに連れてこられたからだろう。凪沙は西さい遊ゆう記きで三さん蔵ぞう法ほう師し役だったのだ。

「戻った……のか。そうか、〝雪せつ霞か狼ろう〟の魔力無効化能力で……」

「はい。役に立ってよかったです」

　銀色の槍やりを携えて、雪ゆき菜なが安あん堵どの微笑を浮かべる。

　魔力を無効化する雪菜の槍は、闇やみ誓せい書しよに対しても有効だ。雪菜はその能力を使って、凪沙を闇誓書の支配から解き放ったのだった。

「くそ……肝試しにしてはやり過ぎだろ！」

　乱暴に地面を殴りつけて、古城が唸うなる。

　単なるお化け屋敷と思って甘くみたのは間違いだった。この魔王城はやはり危険だ。冷や汗で全身を濡ぬらしながら、古城が奥歯を嚙かみ鳴らす。

　そして、ケケッ──と、どこからともなく聞こえてきたのは、古城の恐怖する姿に満足したような皮肉めいた笑い声だった。

　　　　　　　　　　４

　眠っている凪沙を放置して、古城たちはそのまま先に進むことにした。下手へたに動かさないほうが安全だろう、と判断したのだ。凪沙に異変があればすぐにわかるようにと、雪菜が式しき神がみを配置してくれている。今の古城たちにできるのはそこまでだ。

　ロウソクに照らされた薄暗い階段を上って、古城たちは次の階に辿たどり着く。

　そこは木製の柱に支えられた吹き抜けの部屋だった。城の天守閣を思わせる和風の空間だ。

「この階には誰もいないのか？」

　無人の室内を見回しながら、古城が呟つぶやく。

「先輩！」

　その古城の行く手を遮って、雪菜が叫んだ。

　その直後、落らく雷らいのような轟ごう音おんが鳴り響き、激しい炎が室内を満たす。

「なんだこれは……!?　これも肝試しの一環か？」

　降りかかる火の粉こを払いのけながら、古城がうめいた。

　恐怖を煽あおる暴力的な演出だが、炎が古城たちを直接巻きこむことはなかった。訪問者を脅おどかすだけの無害な仕掛けだ。

　そして炎の中に浮かび上がったのは、多数のコウモリたちを従えた、十じゆう二に単ひとえ姿すがたの背の高い娘だった。色素の淡い髪をポニーテールに結わえた、優美な顔立ちの少女である。

「ようやく来たわね、暁あかつき古こ城じよう！　いい加減、待ちくたびれたんだけど！」

「紗さ矢や華かさん……!?」

　傲ごう然ぜんと見下ろしてくる煌きら坂さか紗矢華を眺めて、雪ゆき菜なが困ったように眉まゆを寄せた。

　さっきの凪なぎ沙さと同様に、紗矢華も闇やみ誓せい書しよに操られているらしい。

「あれはなんの妖よう怪かいだ？」

　露骨にうんざりとした口調で、古こ城じようが訊きく。

　雪ゆき菜なはジッと紗矢華を観察して、

「長おさ壁かべ姫ひめだと思います。姫ひめ路じ城じようの天てん守しゆに隠れ住むという妖怪で、自在に人の心を読み透かし、未来の運命を占うと。その正体は神じん通つう力りきを得た妖よう狐こであるとも、邪じや神しんであるとも、八百匹の眷けん属ぞくを従えた妖怪の長であるともいわれています」

「意外に大物だな……煌坂のくせに」

「私のくせにってどういう意味!?」

　古城の独ひとり言ごとを聞きつけた紗矢華が、十二単の袖そで口ぐちからいきなり剣を引き抜いた。獅し子し王おう機き関かんに与えられた紗矢華の愛剣──〝煌こう華か麟りん〟だ。

「言っておくけど、長壁姫は、かの宮みや本もと武む蔵さしとも対面して名刀・郷ごうの義よし弘ひろを授けたくらいなんだからね。もっと崇あがめ奉たてまつりなさい！」

「そうなのか？」

　感心したような表情を浮かべて、古城が雪菜に確認する。はい、と雪菜はうなずいて、

「そういう伝説が残っているそうです。ただ、長壁姫は人間嫌いで、城主以外の人間が勝手に住すみ処かに立ち入ると、身のたけ一いち丈じようほどの鬼神の姿になって追い払ったそうです」

「身のたけ一丈？」

「身長三メートルほどですね」

「ああ……」

　ぽん、と古城が軽く手を打った。闇誓書化したモグワイが紗矢華を長壁姫役に選んだ理由が、なんとなくわかってしまったのだ。

「なんでそこで納得するのよ!?」

　古城の何気ない反応に、紗矢華が剣を振り上げて激げつ昂こうする。

　ファッションモデル並みの長身で、しかも抜群のスタイルを誇る紗矢華だが、本人は密ひそかに自分の身長を気にしている。身のたけ一丈という長壁姫の設定が、そんな彼女のコンプレックスを刺激したのだろう。

「ぬおっ!?　待て、俺は関係ないだろ！　文句があるならモグワイに言えよ！」

「うるさいっ！」

「ひ、姫ひめ柊らぎ！　頼む！」

　長ちよう剣けんを振り回す紗さ矢や華かから、必死で逃にげ惑まどいながら古こ城じようが叫んだ。

　雪ゆき菜なは、途方に暮れたような表情で銀色の槍やりを握にぎり締しめ、

「えーっと……す、すみません、紗矢華さん！」

「きゃうっ！」

　槍の石突きで殴られた紗矢華が、可愛かわいらしい悲鳴を上げて昏こん倒とうする。闇やみ誓せい書しよの効果が切れたのか、いつの間にか紗矢華の服装も普段の制服に戻っていた。

「ああ……くそ、なんなんだいったい……」

　床に転がっていた古城が、ぼやきながら立ち上がる。

「急ぎましょう、先輩。近くにラ・フォリア王女もいるはずです」

「そうだな……なんかもう嫌な予感しかしないんだが」

　雪菜の手を借りて立ち上がり、古城はふらふらと次の階に向けて歩き出した。

　比較的常識人の紗矢華ですら、闇誓書に操られた結果がこのザマだ。ただでさえ非常識な、あの腹黒王女が闇誓書の影響を受けたらどんなことになるのか、想像するだけでも恐ろしい。

　戦せん々せん恐きよう々きようとしながら、古城と雪菜は次の階層へと辿たどり着く。

　そこで二人を待ち受けていたのは、思いがけない光景だった。無数の獣けものたちの群れである。

「なんだ……これは!?」

「ね、猫!?　猫です、先輩。猫ですよ！　か、可愛い……！」

　本来の目的を忘れて、輝くような笑みを浮かべる雪菜。行あん灯どんの明かりに照らし出されていたのは、床を埋め尽くす子猫たちの大群だった。

　子猫とはいえ数百匹も集まると、可愛らしさよりも恐怖を感じてしまう古城だが、猫好きの雪菜は特に気にならないようだ。猫に触りたくて、うずうずしているのが丸わかりである。

　そしてそんな猫の群れの中心に、ちょこんと座っている人影がある。

　全身をぴったりと覆おおう革スーツに、ネコミミをつけた銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんの少女──叶かな瀬せ夏か音のんだ。

「叶瀬!?　おまえまで連れてこられてたのか!?」

　驚いて問い質ただす古城を見上げて、夏音は招き猫っぽく片手を上げてみせた。そして彼女は、少し照れたように小首を傾かしげて、

「にゃ、にゃおう」

「……にゃおう？」

　思わず夏音の言葉を反復しながら、古城は軽い目眩めまいを覚えた。真ま面じ目めに警戒していたのが、馬鹿馬鹿しく思えてくるほどの可愛らしさだ。

「なにやってるんだ、おまえ？」

　思わず鼻血をこらえるように口元を押さえて、古城が訊きく。

「妖よう怪かい、猫ねこ又またでした。にゃお？」

「こ、これは凶悪ですね……」

　雪ゆき菜なが、圧倒されたようにぼそりと呟つぶやく。同性の友人である雪菜から見ても、やはり猫ねこ又また化した夏か音のんの愛らしさは危険なレベルらしい。

　とはいえ、実際のところ、夏音が古こ城じようたちに危害を加えてくるというわけではない。

　ただひたすら可愛かわいいだけである。

「これはなんか……べつにほっといてもいいんじゃないか？」

「そうですね。普段とやってることがあまり変わらない気がしますし。可愛いし」

　無責任な古城の提案に、雪菜が重々しく同意した。

「悪い、叶かな瀬せ。またあとでな」

「にゃお……」

　夏音が名残なごり惜しそうな表情を浮かべて、古城と雪菜に手を振っている。彼女の健けな気げな態度に後ろ髪を引かれつつ、古城たちは子猫の群れをかきわけながら、次の階へと上っていった。

　すでに古城たちが彩さい海かい学園を出て、五、六時間が過ぎている。時刻はすでに真夜中だ。

　その間、暗くら闇やみの中で様々なトラブルに巻きこまれ、古城たちの疲労はピークに達していた。

　警戒心を保つのもそろそろ限界が近い。

　そんな古城たちの神経を逆さか撫なでするように、闇の中から奇妙な音楽が聞こえてくる。エスニック風の華やかな旋せん律りつだ。緊張感と無縁なその調べが、逆に古城を不安にさせる。

　そして階段を上りきった古城たちが見たのは、凄すさまじく豪華な宴会の風景だった。

「今度はなんだ……!?」

　絢けん爛らんな黄金の輝きに目を細めながら、古城が歯を剝むいて低く唸うなる。

　壮そう麗れいな舞台と豪華な食事。露出度の高い踊り子たちが、生演奏に合わせて見事なダンスを披露している。あまりにも予想外のその光景に、古城たちは呆ぼう然ぜんと立ち尽くすしかない。

　そして舞台のひときわ高い場所に、妖よう美びな衣装を着た少女が座っている。この豪勢な宴会は、たった一人──彼女のためだけに催されているのだ。

　古城たちの到着に気づいた少女が、気品あふれる麗うるわしい笑顔を向けてくる。

　際きわ立だって豪華な衣装にも、まったく見劣りしない威厳と存在感である。

　ある意味ではそれも当然だろう。なにしろ彼女は正しよう真しん正しよう銘めいの王族。美の女神フレイヤの再来とも謳うたわれる、北欧アルディギアの王女なのだから。

「うふふふふ。わたくしは殷いん帝てい紂ちゆう王おうが妃きさき、妲だつ己き。またの名を白はく面めん金こん毛もう九きゆう尾びの狐きつねと呼ばれし者」

　銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんの王女ラ・フォリア・リハヴァインが、訊きかれもしないうちからノリノリで役名を名乗ってくる。もはや闇やみ誓せい書しよを利用して、ラ・フォリアが勝手に楽しんでいるのではないかと疑いたくなるような満喫ぶりだ。

「先輩、白面金毛九尾という妖よう怪かいは──」

「よく知らんがヤバいのはわかった。肝試しに出てくるレベルの妖怪じゃねえだろ、あれ」

　ラ・フォリアがまとう異様なカリスマ性に、軽く圧倒されながら古こ城じようが言い返す。

　九きゆう尾びの狐きつねは、美女の姿で王を惑わし、数々の王朝を滅ぼしたとされる大だい妖よう怪かい。妲だつ己きは彼女の化身のひとつだった。どうやらこの大宴会は、酒しゆ池ち肉にく林りんの故事で知られる彼女に合わせて催されたものらしい。

　そしてなにより恐ろしいのは彼女の狡こう猾かつさと、八万余りの軍勢と渡り合ったとされる戦せん闘とう能力だ。闇やみ誓せい書しよが、九尾の狐の能力を完全に再現しているとしたら、今のラ・フォリアは第だい四よん真しん祖そにも比ひ肩けんしうる危険な怪物である。悠ゆう長ちように様子を見ている余裕はない。

「──〝雪せつ霞か狼ろう〟！」

　銀色の槍やりを構えた雪ゆき菜なが、ラ・フォリア目がけて突っこんでいく。

　彼女の〝雪霞狼〟は魔力を無効化する破は魔まの槍だ。闇誓書がどれほどの影響力を行使しようとも、それを丸ごと消滅させて、世界を正常な状態へと書き戻す。

　いかに九尾の狐といえども、雪菜の敵ではない──はずだった。が、

「えい！」

　楽しげに声を弾ませて、ラ・フォリアが素早く右手を振った。

　彼女の手の中に握にぎられていたのは、銃剣バヨネツトを装着した黄金の装飾銃だ。その銃剣が青白い霊れい力りよくの光に包まれて、雪菜の槍を撥はね飛ばす。

「なっ!?」

　どうにか無事に着地した雪菜が、啞あ然ぜんとした表情でラ・フォリアを見る。

　銀髪の王女の銃剣バヨネツトは、今や刃渡り七、八メートルもの光の大たい剣けんに姿を変えていた。アルディギア王国が誇る究極の対魔兵装──ヴェルンド・システムの疑ぎ似じ聖せい剣けんだ。

「ラ・フォリア！　おまえ、実は正気だな！」

　古城が王女を指さして怒鳴る。

　疑似聖剣は、精せい霊れい炉ろによって抽出された純粋な霊力の塊かたまりだ。その霊的な性質は〝雪霞狼〟の神しん格かく振しん動どう波はと酷こく似じしており、それゆえに雪菜の槍でも消滅させることは敵かなわない。

　ただし、生なま身みで疑似聖剣を扱えるのは、強力な霊れい媒ばいであるアルディギア王族の女子だけだ。おまけに疑似聖剣の霊波は、闇誓書の支配も無効化する。つまり疑似聖剣を使えるということは、ラ・フォリアが正気であるというなによりの証拠なのだった。

　にもかかわらず、ラ・フォリアは優雅な笑みを浮かべて、

「ふふっ、なんのことでしょう？」

「とぼけんなっ！　こっちが闇誓書に振り回されて死ぬほど大変な目に遭あってるってのに！」

「ですが、雪菜だけが古城とペアで肝試しというのは、さすがに不公平ではありませんか？」

　ラ・フォリアが、可愛かわいく機嫌を損ねたような表情で雪菜を見る。

　唐とう突とつに非難の矛ほこ先さきを向けられた雪菜は、びっくりしたように目を見開いて、

「わ、わたしのせいですか!?」

「肝試しにかこつけて古こ城じようの手を握にぎったり、抱きついたりしたのではありませんか？」

「そ、そんなことは……決して……」

　反論しかけた雪ゆき菜なの台詞せりふが、尻しりすぼみ気味に小さくなっていく。

　いろいろと思い当たる節があったのか、引ひき攣つった彼女のこめかみには、うっすらと汗が滲にじんでいた。基本的に素直な性格の雪菜は、噓うそをつくのが苦手なのだ。

「と、とにかく……！　ここは実力で押し通らせてもらいます！」

　開き直ったようにそう言って、再び槍やりを構える雪菜。

「できますか？」

　ラ・フォリアが面白そうに笑って、眩まばゆく輝く疑ぎ似じ聖せい剣けんを掲げる。

　火花を散らして睨にらみ合う二人を、古城は半ば放心状態で眺めていた。こんな無益な戦せん闘とうは、どうにかしてやめさせたいところだが、正直二人を止める自信はない。

　なにしろ雪菜の槍と王女の剣は、いずれも魔族にとって天敵ともいえる凶悪な武装だ。迂う闊かつに二人の戦いに割りこんだ日には、吸血鬼の真祖といえども、命を落としかねなかった。

　だからといって、このまま二人を放っておくわけにもいかない。

　古城が、決死の覚悟を固めて飛び出そうと息を吸ったとき、

「にゃお……」

　そんな古城の肩越しに、小さな声が聞こえてきた。子猫を抱いたままの叶かな瀬せ夏か音のんが、驚く古城の隙すきを衝ついて、無む謀ぼうにもラ・フォリアたちの前に歩み出る。

「か、叶瀬さん？」

「あら……？」

　思いがけない夏音の乱入に、さすがの王女も驚いて動きを止めた。

　夏音はそんなラ・フォリアを見上げて、物もの怖おじせずに忠告する。

「喧けん嘩かは、駄目でした。お兄さんたちも困ってます」

「九きゆう尾びの狐きつねとしては、ここからが見せ場だったのですが──」

　夏音によく似た碧あおい瞳を細めて、拗すねたように唇を尖とがらせるラ・フォリア。

　二人は共にアルディギアの王族。血縁上は夏音のほうが、ラ・フォリアの叔母おばという関係だ。互いに闇やみ誓せい書しよに操られているはずの二人の少女が、なぜか正面から睨にらみ合う。

　しかしそれも一いつ瞬しゆんのことだった。あっさりと折れたのはラ・フォリアのほうだ。

「夏音がそう言うのでは仕方がありませんね。肝試しの続きはまたの機会にしましょう」

「そ、そうか……」

　助かった、と古城が胸を撫なで下ろす。だが、安心する間もなく、ラ・フォリアは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんで、

「ひとつ貸しですよ、古城。雪菜も」

「マジか、おい……」

　恩着せがましい王女の言葉に、古こ城じようはどんよりとした表情を浮かべた。

　よもや闇やみ誓せい書しよに操られていた事実を逆さか手てにとって、自分に有利な約束を押しつけてくるとは、その交渉手腕には感心せざるを得ない。さすがはアルディギア王家の外交担当というべきか。とはいえ彼女の気まぐれで、最悪の事態を免れたのも事実だった。

　猫ねこ又また役の後輩と、九きゆう尾びの狐きつね役の王女に見送られて、古城たちは再び次の階へと向かう。

　長い螺ら旋せん階段の先には、中ちゆう天てんに輝く満月が見えていた。

　ついに魔王城の屋上に辿たどり着いたのだ。

「どうやら今のでお化け屋敷のイベントは最後みたいだな」

　古城がホッと溜ため息いきをつく。屋上に浅あさ葱ぎがいることは、リディアーヌからの情報で確認済みだ。

　大事な人質である浅葱に、モグワイが妖よう怪かい役をやらせるとも思えない。やはり先ほどのラ・フォリアが、最後の難関だったのだろう。あとは浅葱を回収して、モグワイの強制終了シヤツトダウンを待つだけだった。

　しかし安あん堵どしている古城とは対照的に、雪ゆき菜なは浮かない表情で目を伏せている。

「そう……でしょうか？」

「姫ひめ柊らぎ？」

「いえ、ラ・フォリア王女が疑ぎ似じ聖せい剣けんを使ったことが少し気になって。闇誓書に魔力を供給しながら、高こう位い精せい霊れいの召しよう喚かんができるとは思えなかったので」

「そうか……あの疑似聖剣ってやつは、魔力を消滅させるんだよな……」

　霊力の塊かたまりである疑似聖剣は、存在するだけで周囲の魔力を消失させる。いかにラ・フォリアが優れた霊れい媒ばいでも、疑似聖剣を召喚しつつ、闇誓書に魔力を供給することは原理的に不可能だ。

　それに紗さ矢や華かたちが闇誓書から解放されても、魔王城の存在は揺らいでいない。

　つまり闇誓書を動かしていたのは、ラ・フォリアたちではなかったということになる。

「だとすれば、闇誓書に魔力を供給している誰かがほかに存在するはずです」

「誰かって……誰だ？　ラ・フォリアたちよりも強力な魔力源がいるってことか？」

　古城が困惑に首を振る。もちろん浅葱一人では、闇誓書を動かすほどの魔力を供給するのは不可能だ。闇誓書が彩さい海かい学園で起動したときに、魔力源として使われたのは古城だった。だとすれば魔王城を実体化させているのは、第だい四よん真しん祖そに匹敵する魔力の持ち主ということになる。

　そんな強大な力の持ち主が、そうそう存在するとも思えないのだが──

　不吉な胸騒ぎを覚えつつ、古城と雪菜は階段を上りきる。

　空間がどこかでねじ曲がっているのか、魔王城の屋上には、地下にあるはずのスーパーコンピューターの複合体が置かれていた。漆しつ黒こくの石碑を思わせる本体から、太い電源ケーブルと冷却用のパイプ、その他の無数の配線が、うねうねと生物の血管のように伸びている。それらすべてがモグワイの本体なのだろう。

　五基の石碑の中心には、制服姿で眠る浅葱の姿が見える。透明な棺かん桶おけを連想させる小さなベッドに閉じこめられてはいたが、とりあえずは無事らしい。

　そして屋上にいたのは、もう一人──

「やあ、古こ城じよう。いい夜だね」

「お……おまえかぁ──っ！」

　白いスーツ姿で微笑ほほえむディミトリエ・ヴァトラーの姿を目にした瞬しゆん間かん、古城は絶叫とともに、自らの眷けん獣じゆうをぶっ放した。

　　　　　　　　　　５

「いろいろおかしいとは思ってたんだよ！　モグワイが単独ひとりで仕組んだにしては、やたら俺や姫ひめ柊らぎをピンポイントで狙った嫌がらせをしやがって！」

　古城が喚よび出した水銀色の双そう頭とう龍りゆうの攻撃を、ヴァトラーはひょいひょいと軽やかによけていく。彼の口元に張りついているのは、無責任な冷笑だ。

「ふふ……なんの話かな？　ボクは名も無きお化け屋敷の案内人サ。そうだな、ヘビのお兄さんとでも呼んでもらおうか」

　ヴァトラーが余裕の口調で答えてくる。よく見れば彼は、どこかで見たことがあるような金属製のマスクで、目の周りだけを覆おおっていた。いちおう変装のつもりらしい。

「やかましい！　いいから浅あさ葱ぎを返してもらうぞ、ヴァトラー！」

　古城は乱暴に怒鳴りながら、眠っている浅葱へと近づこうとした。

　その瞬しゆん間かん、古城の足元の床が、亀裂とともに崩れ落ちる。ヴァトラーが召しよう喚かんした巨大な蛇の眷獣が、古城の行く手を阻むように実体化して、禍まが々まがしく牙きばを剝むいていた。

「残念だけど、それは無理だネ」

　ヴァトラーが唇を美しく吊つり上げて笑う。

「なに!?」

「彼女を助けたければ、ボクを倒してからにしてもらおうか、古城」

「それがおまえの目的か……！　俺と戦うためにこんな馬鹿な真似まねを……」

　古城が呆あきれ果てたように天を仰いだ。

　欧州〝戦せん王おう領りよう域いき〟の貴族でありながら、ヴァトラーは有名な戦闘狂バトルマニアだ。不死者に特有の長すぎる人生に飽きた彼ら〝旧ふるき世代〟の吸血鬼にとって、強敵との殺し合いは、残された数少ない娯楽なのである。

　そしてヴァトラーが執しゆう心しんしている遊び相手は、ほかならぬ世界最強の吸血鬼──第だい四よん真しん祖そだった。

　第一真祖の配下であるヴァトラーが古城と戦うのは、政治的に多くの問題があるが、この魔王城の中ならば話はべつだ。肝試しの名目で、好きなだけ喧けん嘩かをふっかけることができる。

　ヴァトラーはそんなくだらない理由で、この馬鹿げたイベントを仕組んだのだ。

「闇やみ誓せい書しよの力で、この空間は完全に外部から隔離されている。遠慮はいらない。好きなだけ暴れて構わないヨ。ここから先は、ボクたちの愛情表現ケンカだ」

　両腕を大きく広げたヴァトラーが、芝居がかった口調で言い放つ。

「ふざけんなっ！」

　無差別に魔力を撒まき散らすヴァトラーを睨にらんで、古こ城じようは荒々しく息を吐いた。

「先輩……！」

　苛いら立だつ古城の横顔を、雪ゆき菜なが不安そうに見つめてくる。

　いかに闇誓書に支配された空間とはいえ、古城とヴァトラーの魔力がまともにぶつかったら、外部にどんな影響を及ぼすかわからない。

　それに魔王城の内部には、まだ浅あさ葱ぎや凪なぎ沙さたちが残っている。彼女たちの安全を確保するためにも、こんなところで戦っている場合ではないのだった。

「わかってる！　あいつの趣味につき合うつもりはねーよ！」

「そうか……なら、こちらから行かせてもらおうか──〝娑伽羅シヤカラ〟！」

　ヴァトラーが実体化させた蛇の眷けん獣じゆうが、凄すさまじい質量で古城に襲いかかってくる。古城ごと魔王城を押し潰つぶしかねない無遠慮な攻撃だ。

「うおおおおっ!?」

「〝雪せつ霞か狼ろう〟──！」

　悲鳴を上げる古城を庇かばって、ヴァトラーの攻撃を受け止めたのは、雪菜が突き出した銀色の槍やりだった。純白の神しん格かく振しん動どう波はの輝きが、巨大な眷獣を押し戻す。

「姫ひめ柊らぎ!?」

「先輩！　今のうちに藍あい羽ば先輩を！」

　雪菜が余裕のない口調で古城に呼びかけた。

〝雪霞狼〟の直撃を喰くらっても、ヴァトラーの眷獣は消滅しない。桁けた違ちがいに濃密すぎる眷獣の魔力を、神格振動波が打ち消し切れないのだ。

　それでも雪菜は一歩も引かずに、ヴァトラーの眷獣を正面から受け止めている。
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「さすがは獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎ……やるね」

　ヴァトラーの瞳に歓喜が浮いた。哄こう笑しようを洩もらす彼の左右に、新たな眷獣の影が浮かび上がる。

「なら、これはどうかな──〝摩マ那ナ斯シ〟！　〝優鉢羅ウハツラ〟！」

「──なっ!?」

　大気を震しん撼かんさせながら降下してくる二体の蛇だ影えいに、雪菜が表情を凍らせた。雪菜と〝雪霞狼〟の力をもってしても、ヴァトラーの眷獣一体とようやく互角。この上、さらに二体の眷獣を相手にするのは不可能だ。

　しかし雪菜に襲いかかる前に、蛇たちは、それぞれ撃ち落とされたように屋上に落下する。

「疾く在れきやがれ、〝獅子の黄金レグルス・アウルム〟！　〝双角の深緋アルナスル・ミニウム〟──！」

　ヴァトラーの眷けん獣じゆうを止めたのは、古こ城じようが喚よび出した二体の眷獣だった。雷らい光こうの獅し子しと緋ひ色いろの双角獣バイコーン──常軌を逸した破壊的な魔力の塊かたまりが、周囲の被害もお構いなしにヴァトラーの眷獣を叩たたき伏せる。

「ハハッ……いいヨ、古城。ようやくヤる気になってくれたね。そうこなくては……！」

　劣勢に追いこまれているはずのヴァトラーが、愉悦に全身を震ふるわせて笑った。そして彼は、虚こ空くうから二ふた振ふりの剣を取り出し、その片割れを古城に向けて放り投げる。中世の貴族あたりが決けつ闘とうで使う細身の片手剣である。

「剣……!?」

　ずっしりと重い剣を受け取って、古城はかすかな戸惑いを覚えた。ヴァトラーの意図がつかめない。しかしヴァトラーは混乱する古城に構わず、すらりと自分の剣を抜く。

「吸血鬼同士の戦闘が、眷獣のぶつけ合いだけとは思わないことだ──」

　黄金の輝きに包まれたヴァトラーの姿が、古城の眼前でかき消えた。魔族の身体能力を最大限に引き出した超加速を、古城の目がとらえきれなかったのだ。

「ちっ！」

　ほとんど直感だけを頼りに、古城は鞘さやごと構えた剣でヴァトラーの攻撃を防ぐ。

　甲かん高だかい音を立てて金属同士がぶつかり、古城の耳元で火花が散った。一いつ瞬しゆんでも反応が遅れていれば、古こ城じようの首は胴体から切り離されていたはずだ。

「ボクの剣をかわすか、古城！」

　反動で吹き飛ぶ古城を眺めて、ヴァトラーは楽しげに目を細める。

「不死身の吸血鬼とて、破壊された脳の再生には相応の時間がかかる。そして意識が戻るまで、眷けん獣じゆうの制御は失われることになる。実力が拮きつ抗こうした相手との戦いにおいて、眷獣の暴走が生み出す隙すきは致命的だヨ！」

　手ほどきするように丁寧に説明しながら、容よう赦しやない連撃を浴びせてくるヴァトラー。古城は必死でそれを避よけ続けた。最初から剣の腕でヴァトラーに敵かなうとは思っていない。フェイントと重心移動、チェンジ・オブ・ペース。古城はバスケのオフェンスの要領で、ただひたすらにヴァトラーの追撃チヤージをかわしていく。

　思わぬ古城の善戦に、ヴァトラーは口元を綻ほころばせ、

「楽しませてくれるじゃないか、古城！　だけど眷獣の制御が疎おろそかになってるヨ──〝難陀ナンダ〟！　〝跋難陀バツナンダ〟！」

　懸命に逃にげ惑まどう古城を嘲あざ笑わらうように、ヴァトラーが新たに二体の眷獣を召しよう喚かんした。

　全身に灼しやく熱ねつの炎をまとう蛇と、無数の刃で覆おおった鋼色の蛇。互いに巻きついたその二体が、融とけ合って双頭の巨大な眷獣へと変わる。

　二体の眷獣を融合させて、新たな眷獣を生み出したのだ。

「合成眷獣か！　しまっ──!?」

　融合によって魔力を増大させたヴァトラーの蛇が、古城の眷獣たちを一撃で薙なぎ払う。

　そして古城がそれに気を取られた一瞬の隙すきを衝ついて、ヴァトラーは姿を消していた。

「先輩ッ！」

「遅いヨ──！」

　雪ゆき菜なの悲鳴に古城が反応する。が、ヴァトラーの剣撃はすでに古城の額をとらえていた。ド派手な合成眷獣を囮おとりにして、ヴァトラーは古城の死角へと滑りこんでいたのだ。

　硬直して動けない古城の頭部を、鈍にび色いろの刃が刺し貫つらぬく──

　まさにそう思われた瞬しゆん間かん、ヴァトラーの剣が音もなく根元からへし折れた。

　同時に、銃撃がヴァトラーを襲った。黄金の閃せん光こうがヴァトラーの足元に突き刺さり、周囲を巻きこんだ大爆発を引き起こす。

「疑似空間切断に……呪じゆ式しき銃じゆうか」

　突然の攻撃の正体に気づいて、ヴァトラーが苦笑した。

　戦闘の余波で瓦が礫れきの山と化した魔王城の屋上に、新たな人影が現れていた。銀色の長ちよう剣けんを携えている紗さ矢や華かと、黄金の装飾銃を構えたラ・フォリアだ。

「大丈夫、雪菜!?　あとついでに、ホントにどうでもいいけど暁あかつき古城も──」

　紗矢華が古城たちに駆け寄りながら訊きいてくる。かすかに頰ほおを赤らめているのは、闇やみ誓せい書しよに操られていたときの記憶が残っているせいかもしれない。

「紗さ矢や華かさん……!?」

「ラ・フォリアも、どうして──!?」

　予期せぬ助っ人の出現に、驚いていたのは古こ城じようたちも同じだ。雪ゆき菜なを溺でき愛あいしている紗矢華はともかく、闇やみ誓せい書しよによるお化け屋敷を存分に楽しんでいたラ・フォリアが、ヴァトラーと敵対する理由はないように思える。

「さすがにこれはやりすぎではありませんか、アルデアル公？」

　しかしラ・フォリアは、自分のことを棚に上げ、見事に冷静な口調でヴァトラーを咎とがめた。おまえが言うな、と古城は内心で呟つぶやきつつも沈黙を保つ。

「わたくしや紗矢華はともかく、夏か音のんや古城の妹いもうと君ぎみ、それに彩さい海かい学園の生徒たちまであなたの趣味に巻きこむのは感心できません」

「それで？　だとしたらキミたちはどうするのかな、王女殿下？」

「わたくしが第だい四よん真しん祖そに助勢したとしても、大義名分が立つということですね」

　静かな微笑ほほえみをたたえたまま、ラ・フォリアが疑ぎ似じ聖せい剣けんを実体化させた。

　紗矢華が、長ちよう剣けんを変形させた洋よう弓きゆうを構える。

　ヴァトラーが獰どう猛もうな笑みを浮かべた。その双そう眸ぼうが真紅に染まる。まさに一触即発の状況だ。

「ああくそっ！　結局こうなるのかよ！」

　絶望感に襲われながら、古城がうめいた。

　ラ・フォリアたちの出現によって、事態が収束することを期待したのだが、それが完全に裏目に出た形である。戦闘狂バトルマニアのヴァトラーにしてみれば、遊び相手が増えただけという感覚なのだろう。このままでは被害が拡大する一方だ。

　しかし雪菜は、そんな古城を見上げて華やかに微笑ほほえんだ。

「いいえ、先輩。肝試しケンカの時間は終わりです」

　えっ、と古城が訊きき返す前に、落らく雷らいのような閃せん光こうが世界を白く染めた。

　ガラスが砕け散るような音を残して結界が破れ、魔王城が消滅する。そして出現したのは、楔くさび形がたの未来的な高層ビルだ。キーストーンゲートの本体である。

「闇誓書の効果が消えた？　サーバーに侵入されたのか……？」

　ヴァトラーが当惑したような表情で背後を見た。

　モグワイの本体である五基のスーパーコンピューターは、今も屋上に残ったままだ。だが、その中の一基の電源が落ちている。眠っている浅あさ葱ぎの防壁を突破して、リディアーヌが強制終了シヤツトダウンに成功したのだろうか、と古城は疑問に思う。

「違うな」

　そんな古城たちの疑問に答えてきたのは、虚こ空くうから溶け出すように現れた小柄な女性だった。

　フリルまみれの豪華なドレスを着て、深夜だというのに日傘を差した、人形っぽいシルエットの持ち主だ。

「那な月つきちゃん!?」

　思わず彼女の名前を口にした古こ城じようは、次の瞬しゆん間かん、顔面に謎なぞの衝撃を受けて仰のけ反ぞった。

　教師をちゃん付けで呼ぶな、と言わんばかりに、南みな宮みや那月が古城を睨にらんでいる。

「なるほど……キミの仕し業わざか、〝空くう隙げきの魔女〟」

　ヴァトラーが、玩具オモチヤを取り上げられた子どものような視線を、那月に向けた。

　優ゆう麻まの空間転移テレポートを警戒したモグワイは、空間制御の魔術が使えないように、あらかじめ世界の法則を書き換えている。しかし那月には、その改変は通用しない。

　なぜなら那月こそが、闇やみ誓せい書しよの真の所有者オーナーだからだ。モグワイが保有している闇誓書のデータは、那月の記憶を元に再現された単なる複製コピーなのである。

「しかし妙だな。いくらキミ自身が影響を受けないとはいえ、どうやって人工知能ＡＩの防壁フアイアウオールを破ったんだい？」

「関係ないな。人工知能ＡＩだかなんだか知らんが、要は闇誓書をコンピューターで再現しただけの代しろ物ものだろう？　だったらコンピューターの電源を切れば、闇誓書の効果も消えるはずだ」

　那月が突き放すような口調で言った。その言葉に、啞あ然ぜんとしたのは古城たちのほうだった。

「電源を切ったって……まさかコンセントを引っこ抜いたのか!?」

「そういう乱暴な切り方をすると、コンピューターに悪影響が出るのでは……」

「知らん。システムの復旧やらなんやらは、藍あい羽ばがなんとかするだろう」

　非難がましい古城と雪ゆき菜なの問いかけに、那月が他人ひと事ごとのように一いつ蹴しゆうする。

　モグワイの本体は、あくまでも絃いと神がみ島じまの都市機能を維持管理するためのコンピューターだ。それが壊れてしまったら、市民の生活にかなりの損害が出てしまうはずなのだが──

「おっと……モグワイとやらは、絃神島を管理する五基のコンピューターの現身アバター、という話だったな」

　那月はそれを理解した上で、いまだ稼働を続けている残り四基のコンピューターに目を向けた。そして、

「やれ、アスタルテ」

『命令受諾アクセプト──』

　那月の背後に控えていたメイド服姿の人工生命体ホムンクルスの少女が、コンピューターの電源ケーブルを、強引に片っ端から引き抜いていく。予備電源や無停電電源装置を使って、どうにかメモリ内容を維持しようとするモグワイだが、アスタルテは巨大な人じん工こう眷けん獣じゆうを召しよう喚かん。それらを完かん膚ぷなきまでに破壊した。

　圧倒的な防御力を誇る浅あさ葱ぎの防壁フアイアウオールも、物理攻撃に対しては為なすすべもなかった。外部記憶装置まで破壊され、モグワイは完全に沈黙する。

「まあ、こんなものか」

　コンピューターの機能停止を確認して、那なつ月きが小さく鼻を鳴らした。

　そして彼女は、傲ごう然ぜんとヴァトラーを睨ねめつける。

「あとは貴様の処遇だが、さて、どうしたものかな──」

　那月の冷ややかな視線に晒さらされて、ヴァトラーがめずらしく困ったように眉まゆを上げた。

　もちろんヴァトラーが本気になれば、ここにいる全員を敵に回しても、逃げ延びることは容易だろう。しかし闇やみ誓せい書しよの結界が破れた今、彼が那月と戦えば、キーストーンゲートに被害が出るのは避けられない。そうなれば絃いと神がみ島じまへの滞在許可も取り消され、ヴァトラーは〝戦せん王おう領りよう域いき〟へと強制送還されることになる。古こ城じようとの再戦を望むヴァトラーとしては、その結末はなんとしても避けたいはずだった。

　だからといって、このまま那月に逮たい捕ほされ、闇誓書暴走の責任を取るとも思えない。

　古城たちが固かた唾ずを吞のんで彼の出方をうかがう中、ヴァトラーは、目元を覆おおっていた金属製のマスクを静かに外し、

「うわあ。ここはどこだ。ボクは今までなにをしてたんだろう」

　大げさに足元をふらつかせながら、ものすごい棒読みでそう言った。

　あまりにもわざとらしいヴァトラーの演技に、古城たちはもはや言葉もない。

「どうやらボクは闇誓書に操られていたみたいだ。自分がなにをしていたのか、まったく記憶にないヨ。だから責任能力もないということで」

「う……」

　まったく悪びれもせずに、身勝手な理屈を振りかざすヴァトラーを、古城はしばらく呆気あつけにとられて見つめていた。そして、

「噓うそつけえええええェ──！」

　古城が渾こん身しんの力で放った雷らい撃げきが、ヴァトラーの姿を吞みこんで、絃神島の夜空を白く染める。

　こうして最悪の魔ま導どう書しよ〝闇誓書〟は、完全にこの世から消滅したのだった。
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　結局、古城たちが彩さい海かい学園に戻ってきたのは、明け方近くになってからのことだった。

　浅あさ葱ぎの救出やら検査やら事情聴取やらの厄やつ介かいな手続きが、大量に残っていたからだ。

　あれだけの異変に巻きこまれて、その程度で済んだのは、むしろ幸運だったともいえる。おそらく那月やラ・フォリアたちが裏から手を回してくれたのだろう。

　しかし戻ってきた古城たちを待ち受けていたのは、彩さい昂こう祭さい二日目の様々なイベントだ。

　結局、古城と雪ゆき菜なは一睡もしないまま、それらの準備や手伝いに借り出され、すべてが終了したときには、疲労困こん憊ぱいで意識が朦もう朧ろうとしている有あり様さまだった。

　そんなこんなで、彩さい昂こう祭さい二日目終了直後の夜──

　古こ城じようと雪ゆき菜なはグラウンドの片隅で、燃えさかるキャンプファイヤーをぼんやりと眺めていた。

「なんとか無事に終わりましたね」

「そうだな……」

　花壇の隅に腰掛けた雪菜の呟つぶやきに、古城が力なく微笑ほほえんで息を吐く。

　グラウンド中央の特設ステージでは後夜祭のイベントが始まっていた。

　コンテストの結果発表や、生演奏に合わせてのフォークダンスなど、希望者だけの自由参加だが、それなりに盛り上がっているようだ。

　しかしもちろん古城たちには、そんなものにつき合う気力も体力も残っていない。

　それでもこんなふうに祭りの余韻に浸っているのは、それほど嫌な気分ではなかった。

「本当に疲れたな、今年の彩昂祭は」

「そうですね」

「ありがとな、姫ひめ柊らぎ」

　疲労で余計な気を遣つかう余裕のない古城は、ストレートに感謝の言葉を口にする。

　闇やみ誓せい書しよに囚とらわれていた古城の解放。そして魔王城からの浅あさ葱ぎの救出。なんだかんだで今回も、雪菜にはずいぶん世話になった。彼女の協力がなかったら、無事に彩さい海かい学園に戻ってこられたかどうかも怪しいところだ。礼のひとつも言わなければ、罰ばちが当たるというものだろう。

　雪菜はそんな古城の神妙な態度に、少し驚いたように目を大きくして、

「いえ、わたしも楽しかったです。こんな賑にぎやかな文化祭は初めてでしたし。それに……せ、先輩と一緒に肝試しも出来ましたから……」

　頰ほおを赤らめながらうつむいて、消え入りそうな声でぼそぼそと最後に言い足す雪菜。そして彼女は、ちらちらと横目で古城の反応をうかがう。

　しかし古城は、雪菜の言葉をすでに聞いていなかった。

　その前にほかの女子生徒が、古城を怒鳴りつけていたからだ。

「あっ、いた！　こんなところでなにサボってるのよ、古城!?　後片付けは!?」

「あ、浅葱……？」

　ゴミ捨ての帰路とおぼしき浅葱が、両手を腰に当てて古城を睨にらみつけてくる。

　浅葱が後片付けを仕切っているのは、彼女が古城たちのクラスの学園祭実行委員だからだ。

　ちなみに浅葱は闇誓書に囚われていた間の出来事を、ほとんど覚えていなかった。記憶の欠落に関しては、闇誓書のほうで辻つじ褄つまを合わせてくれていたらしい。

　破壊された校舎や教室内の飾りつけも、いつの間にか元通りに復元されていた。仮装現実ＶＲお化け屋敷用の幻術投影サーバーもだ。おかげで古城たちのクラスも、滞とどこおりなく文化祭の出し物を続けることができた。

　ただしモグワイは、無茶な強制終了シヤツトダウンの影響でメンテナンス中。そのせいで浅葱はお化け屋敷の営業時間が終わるまで、つきっきりで幻術投影サーバーの操作をしなければならなかった。なんだかんだで、今日一日、いちばん働いたのは浅あさ葱ぎだったりする。

　そんなわけで古こ城じようとしても、浅葱の命令には逆らいがたかったりするのだが──

「ちょっと待て。俺は自分の担当のぶんは終わらせたぞ。ポスターの撤去もさっき済ませたし」

「甘い。フォークダンスに参加する連中がごっそり抜けたから、人手が全然足りないの。あんたも誰かと踊るっていうのなら、片付けを免除してあげてもいいんだけど」

「いや、誰かって言われてもな……」

　古城が、無理言うな、と肩をすくめてみせる。なにしろ彩さい昂こう祭さいのフォークダンスは、事実上、学園内のカップル専用のイベントなのだ。

「あ、古城君──！」

　そんな古城を見かけて大きく手を振ったのは、優ゆう麻まと連れ立って歩いていた凪なぎ沙さだった。パタパタと子犬の尻尾しつぽのように髪を揺らしながら、彼女は古城たちのほうへと駆け寄ってくる。

「フォークダンス、古城は参加しないのかい？」

　凪沙に手を引かれていた優麻が、人ひと懐なつこく微笑ほほえみながら古城に訊きいた。

　古城は当然のように気け怠だるく首を振り、

「いや、俺はいいよ。今日はもう疲れたし」

　凪沙はそんな兄を睨にらんで、ムッと眉まゆを吊つり上げる。

「また古城君はそんなこと言って。参加賞にお菓子がもらえるんだよ。それに、こういうのは日頃の感謝の気持ちの表現なんだし。ねえ」

「え？　あ、はい」

「そ、そうかもね」

　凪沙にいきなり同意を求められて、雪ゆき菜なと浅葱はそれぞれ曖あい昧まいにうなずいた。

　うんうん、と凪沙は満足げにうなずきながら、

「あと彩昂祭の後夜祭でフォークダンスを踊ったカップルは、かなりの高確率で将来結ばれて幸せな結婚をするという調査結果が報告されてるんだよね」

「……！」

　その瞬しゆん間かん、息を吞のんだのは雪菜と浅葱だ。二人の周囲の空気が変質した──気がした。

「へえ……で、古城はどっちの子と踊るんだい？」

　優麻がクスクスと笑い含みに訊いてくる。

「どっちって……え？」

　踊るのはすでに既定事項なのか、と古城は面めん喰くらった。

　すぐ近くにいる雪菜と浅葱の視線が、不意に古城の横顔に突き刺さる。

　どうして急に彼女たち二人が、そんなにやる気を出したのか古城にはわからない。参加賞のお菓子が欲しかっただろうか、と困惑混じりに考える。

　ともあれ二人の妙な気迫に、古こ城じようはなぜか追い詰められた気分で冷や汗を流し、

「いや、どうしてもって言うなら俺は凪なぎ沙さと踊ってくるわ」

　そう言って古城は、咄とつ嗟さに妹を指さした。突然の指名に、ぱちくりと目を瞬またたく凪沙。

　雪ゆき菜なと浅あさ葱ぎは、シスコンめ、と言いたげな表情を古城に向けている。

　しかし凪沙は、満まん更ざらでもなさそうな態度でえへへと笑って、

「ごめんね、古城君。凪沙はユウちゃんと踊る約束をしてるんだ」

「な、なに……!?」

「悪いね、古城。またあとで」

　悪戯いたずらっぽく手を振りながら、優ゆう麻まが凪沙を連れて去って行く。

　結局、古城の傍そばに残ったのは、謎なぞの緊迫感を漂わせた雪菜と浅葱だけだった。凪沙の余計な発言のせいで、互いに牽けん制せいし合うような、ぎくしゃくとした空気が二人の間に流れている。

　これ以上話がややこしくなる前にこの場を離れようと、古城はそっと腰を浮かし、その直後、

「あら、古城ではありませんか。ふふ、偶然ですね」

　彼らの背後から聞こえてきたのは、優雅な気品に満ちた心地ここち好よい声だった。彩さい昂こう祭さいをすっかり満喫した様子のラ・フォリアが、護衛の紗さ矢や華かを連れて、ちょうど歩いてきたところだ。

　そして雪菜と浅葱の間に流れる微妙な空気で、王女はたちどころに状況を察したらしい。ふふっ、と愉快そうに微笑ほほえむと、慣れた仕草で古城の前に手を差し出してくる。

「ここであったのもなにかのご縁──ということで、わたくしと一曲踊っていただけますか」

「え……？」

「お、王女!?」

　ラ・フォリアの提案に一いつ瞬しゆん啞あ然ぜんとした古城だが、それ以上に動揺していたのは紗矢華だった。身を挺ていして王女を護まもろうと、彼女は古城の前に立ちはだかり、

「駄目です！　危険です！　こんな歩く性欲みたいな男と手をつないだりしたら、接触感染で妊娠しますから！」

「そんなわけあるか！　おまえは俺をどういう生物だと思ってるんだ!?」

　あまりにも無茶な言いがかりに、古城が目を剝むいて紗矢華に詰め寄る。

　銀髪の王女は、あら、と少し困ったように小首を傾かしげて、

「そうなのですか。では、安全確認のためにあなたが先に古城と踊ってくれますか、紗矢華？」

「へ!?　わ、私……ですか!?」

　古城と顔を見合わせた紗矢華が、爆発的に頰ほおを赤らめた。そして彼女は殊こと更さらに真ま面じ目めな表情を浮かべ、

「王女のご要望とあれば、仕方ありませんね。に、任務ですから」

「だからなんで俺が踊ることは決定済みなんだよ？」

「──よかったですね、先輩。踊ってくれる相手が見つかって」

　抗議する古こ城じようを横目で睨にらみ、無感情な声で雪ゆき菜なが告げてくる。

　そこで雪菜の存在に気づいた紗さ矢や華かが、ビクッと怯おびえたように肩を震ふるわせて、

「ち、違うの、雪菜。このケダモノから人々を護まもるためには誰かが犠牲になるしか……」

「ふざけんな。なんでたかがフォークダンスでそこまで言われなきゃならねーんだよ!?」

「いえ、べつに気にしてませんけど。わたしはただの監視役ですから」

　息もぴったりに反論してくる古城たちを見て、静かに溜ため息いきをつく雪菜。わたしが監視役なのに、と彼女はなぜか不満げに頰ほおを膨らませている。

「で、結局あんたはどうするの？」

　浅あさ葱ぎが古城を睨にらんで訊きいてくる。冗談めかして微笑ほほえんでいるが、彼女の目だけが笑っていない。なんだこの状況は、と古城はどうしようもなく追い詰められて、

「えーっと……ああっ！　あんなところに落ち武者の幽ゆう霊れいが！」

「は、はい？」

「落ち武者……？」

　古城が指さした方角を、驚いて振り返る浅葱と雪菜。その間に古城は学校の外に向かって、脱だつ兎とのごとく駆け出していた。

「あ、ちょっと、古城！　待ちなさいよこら！」

「先輩！」

　雪菜たちの怒声を背中で聞きながら、古城は脇わき目めも振らずに走る。が、

「──お兄さん？」

「うわ!?」

　それから何歩もいかないうちに、目の前に現れた銀髪の少女とぶつかりそうになって、古城は彼女を巻きこみながらその場に転倒した。

　少女──夏か音のんが怪我をしないように咄とつ嗟さに庇かばった古城だが、その結果、古城は彼女の胸元に、自分の顔面をずっぽりと押しつける形になってしまう。そんな古城を夏音がそっと抱き起こし、

「あ、あの、お兄さん？　大丈夫でしたか？」

「暁あかつき古城！　こ、このケダモノ！」

「なるほど。これが接触感染ですか」

「なにやってんのよ、あんたは……」

「先輩……いやらしい！」

「ま、待て。違う。今のはただの事故だから──」

　少女たちの怒りの声と古城の必死の釈明が、〝魔ま族ぞく特とつ区く〟の夜空に響いていく。

　これは世界最強の吸血鬼、第だい四よん真しん祖そに訪れた、束つかの間まの平和な時間の物語──

Episode 〝Day And Night〟　　　　　　　　　　　　

── The End.　　　　　　
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　闇やみの中を光が舞う。

　その輝きの正体は、虚こ空くうから吐き出された細い鎖だ。凍こごえるように澄んだ夜空の下、銀ぎん鎖さが美しい軌跡を描くたびに、庭園のどこかで鮮血が散り、恐怖と苦く悶もんの悲鳴が上がる。

　海沿いの街の郊外に建つ、広大な邸宅の裏庭だった。

　豪ごう奢しやな白亜の建物だが、地元のまともな住人は、決してそこに近づこうとはしない。その屋敷の持ち主が、魔ま導どう犯罪結社の幹部だと知れ渡っているからだ。

　しかしその夜に限っては、状況が違った。屋敷から飛び出してきた男たちが、殺気立った様子で周囲を警戒し、威圧的な空気を撒まき散ちらしている。彼らの多くは銃器で武装し、獣じゆう人じん化かを終えた魔族の姿も混じっていた。招かれざる侵入者に応戦しているのだ。

　そんな彼らを嘲あざ笑わらうかのように、予期せぬ方向から降りそそぐ無数の銀鎖が、男たちを次々に薙なぎ倒していく。

「──庭に出ていた連中が全滅だと!?」

　趣味の悪い派手なスーツを着た禿とく頭とうの男が、長い犬けん歯しを剝むき出しにして吼ほえた。

　屋敷に集めた彼の手下は四十人あまり。いずれも獰どう猛もうさで鳴らした好戦的な魔族だった。

　だが、その半数以上がすでに無力化されている。たった一人の正体不明の侵入者によって。

「どこだ!?　野郎、どこから入って来やがった!?」

　男がギリギリと奥歯を嚙かみ鳴らす。彼の屋敷は敵対組織の襲撃を防ぐため、軍事拠点並みの厳重な警備を敷いていた。襲撃者は、その監視網をあっさりとすり抜けて屋敷の中に入りこみ、男を追い詰めようとしているのだ。

　男のいる部屋の入り口で、ぐあ、というくぐもった悲鳴が洩もれた。

　血を吐きながら倒れる部下の背後に、小柄な黒ずくめの人影が見える。

「撃て！　撃ち殺せ！」

　男は、傍そばにいた護衛たちに躊ちゆう躇ちよなく命じた。数すう挺ちようのサブマシンガンが轟ごう然ぜんと火を噴いた。吐き出された無数の弾丸が、周囲の味方ごと小柄な襲しゆう撃げき者しやへと降りそそぐ。

　銃撃は、弾薬が尽きるまで続いた。部屋の扉は粉々に砕け散り、銃撃を浴びた部下の全身は細こま切ぎれの肉片に変わっている。

「やったか？」

　立ちこめる血けつ臭しゆうに顔をしかめながら、男は笑った。襲撃者は彼の部下を楯たてにするつもりだったのだろうが、だとすればその判断は裏目に出たことになる。どれほど襲撃者が素早くても、無差別にばらまかれた銃弾の嵐からは絶対に逃れられない。逃れられない──はずだった。

「ボ、ボス！　味方の死体しか見当たりません……！」

「あぁっ……!?」

　襲撃者の死体を確認しようとした部下の言葉に、男が笑みを凍らせる。予想外の方向から撃ち放たれた銀鎖が、死体を漁あさっていた連中を打ち倒したのは、その直後だ。

　銀ぎん鎖さの使い手──死んだはずの小柄な襲しゆう撃げき者しやは、部屋の奥に飾られた女神像の足あし下もとに悠ゆう然ぜんと立っていた。身長百四十センチにも満たない小柄な娘だ。黒い革製のコートを着て、同じく黒革のショートパンツを穿はいている。

　部下たちの何人かが、反射的に彼女に銃口を向ける。しかし彼らが引き金を引く前に、娘は再び姿を消していた。その場に残ったのは、波紋のような虚こ空くうの揺らぎだけだ。

「空間制御魔術だと……!?」

　男が獰どう猛もうに牙きばを剝むいた。彼の全身から霧のように鮮血が噴き出し、その血が巨大な獣けものの姿へと変わる。それは赤せき熱ねつした鋼鉄の羆ひぐまだった。吸血鬼が、自らの血の中に従える眷けん属ぞくたる獣──眷けん獣じゆうだ。

「ビビることはねえ、落ち着け！　空間転移テレポートなんて高等魔術が、そう何回も使えるものかよ！　次に野郎が姿を見せた瞬間、俺の眷獣をぶちこんでやる！」

　血走った目を吊つり上げながら、男は周囲を睥へい睨げいする。

　襲撃者が空間転移テレポートを使いこなすというのなら、屋敷の厳重な警備網を、易やす々やすと突破できたのも道理だった。だが、空間制御系の魔術は難度が高く、魔力の消耗が桁けた外はずれに激しいことで知られている。そんな高等魔術を連発するのは、一流の魔導技師にも不可能だ。

「ボス……！」

　虚空から溶け出すように現れた襲撃者に気づいて、部下の一人が引ひき攣つった声で叫ぶ。

「そこかッ──！」

　男は部下が指さす方角を睨にらむと、自らの眷獣を撃ち放った。赤熱した羆の突撃に部屋の壁が砕け散り、巻き添えを喰くらった部下たちが炎に巻かれながら悲鳴を上げる。

　戦車砲の直撃にも匹敵する破壊を撒まき散ちらしながらも、眷獣の攻撃は止まらない。

　分厚い石壁も、高価な調度品も、部下たちの死体も等しく灰かい燼じんへと変えながら、鋼鉄の羆は勝ち誇ったように咆ほう吼こうする。

「ハッ、消けし炭ずみになったかよ。俺をシューバのような腰抜けと一緒にするなよ」

　男は、かすかな安あん堵どを滲にじませながら酷こく薄はくな笑みを浮かべた。だがその笑みは、すぐに驚きよう愕がくの相へと変わる。銀鎖が、彼の眷獣の全身に巻きつき、動きを封じていることに気づいたのだ。

「これが〝血の天秤イクリブリアム〟の大幹部ウード・ヘスリッヒの眷獣か」

　男の背後から声がした。やや舌足らずな幼い声だ。振り返った男が目にしたのは、張り巡らされた銀鎖の上に立つ、小柄な襲撃者の姿だった。

「弱いな。それに醜しゆう悪あくだ」

　娘の声が終わる前に、男の手首を鎖が貫く。魔族である男の腕力をもってしても、その鎖を断ち切ることはできなかった。高熱を発しながら暴れる彼の眷獣も、銀鎖の拘こう束そくからは逃れられない。信じられない強度である。

「……神々が鍛きたえた戒めの鎖レージング……だと……!?」

　吸血鬼の眷けん獣じゆうすらつなぎ止める銀色の鎖。その正体に気づいて、男──ウード・ヘスリッヒが唇を歪ゆがめる。

「そうか、てめえか……！　ゲルツやエッテルバッハの支部を潰つぶしたのはてめえだったのか、魔族殺しの〝空くう隙げきの魔女〟！」

「ひとつだけ答えろ、ヘスリッヒ」

　魔女と呼ばれた小柄な襲しゆう撃げき者しやは、表情を動かすこともなく冷たく男を眺めた。

　部屋の中に、ほかに動いている影はない。へスリックの部下のほとんどは彼女に打ち倒され、残った者たちはすでに屋敷から逃げ出している。欧州最大の魔導犯罪結社〝血の天秤イクリブリアム〟の拠点ひとつを、黒いコート姿の襲撃者は、一夜にして壊滅させたのだ。

「〝貪る者アミマツド〟は──貴様らの総帥ボスはどこにいる？」

　虚こ空くうから吐き出された魔女の銀ぎん鎖さが、ヘスリッヒの喉のどに絡みつく。優れた再生能力を誇る吸血鬼といえども、首を落とされればさすがに助からない。

　それを知りながら、ヘスリッヒは嘲あざけるように襲撃者を見上げて笑ってみせた。

「知るかよ、クソガキ。地獄に堕おちやがれ！」

　その言葉が終わる前に、ヘスリッヒの全身が醜みにくく歪んだ。膨れあがった肉体が内側から破裂し、沸騰した血液が異臭とともに撒まき散ちらされる。魔力を暴走させて自爆したのだ。

　かつて犯罪結社の幹部だった男の残ざん骸がいを見下ろし、黒こく衣いの襲撃者は溜ため息いきをついた。

　魔力の過剰行使で消耗した小柄な身体からだを引きずるようにして、彼女は夜の闇やみの中へと消えていく。月光に照らされた銀色の夜よ霧ぎりが、孤独なその背中を、ゆっくりと覆おおい隠していった。
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「那な月つきちゃん──」

　微睡まどろみの中で声がした。声変わりする前の幼い少年の声。思い出の中の懐なつかしい響きだ。

「ねえ、那月ちゃんってば。たまには一緒に遊ぼうよ。退屈だよ」

　黒目がちの大きな瞳を輝かせながら、二歳年下の弟が、彼女の横顔を見上げている。そんな弟を横目で一いち瞥べつしたきり、うるさい、と彼女は鬱うつ陶とうしげに手を振った。優しげな顔立ち。人懐こい笑顔。自分にはない美点を備えた弟のことが、彼女は少し苦手だった。

「私は面倒な魔術計算の途中だ。邪魔をするな」

　姉の邪じや険けんな扱いに、弟は少し悲しげな表情を浮かべた。それでもめげずに、彼は自分の部屋に戻って学校の教科書を取ってくる。

「じゃあさ、那月ちゃん。僕にも勉強を教えてよ、この問題がわからないんだ」

「実の姉をちゃん付けで呼ぶな。お姉様と呼べと何度も言っているだろう」

　無邪気に微笑ほほえむ弟の額を、彼女は手元にあった扇せん子すで乱暴にはたく。

「痛いよ、那な月つきちゃん……」

　涙目になる弟の顔に多少の罪悪感を覚えて、彼女は小さく溜ため息いきをついた。

　見せてみろ、と弟の教科書を受け取り、彼が指さしていた問題を眺める。

　窓から射しこむ柔らかな夕ゆう陽ひが、広いリビングを優しく照らしていた。父親はいつものように暖炉の前で本を広げている。キッチンから漂ってくるのは、母が作るシチューの匂においだ。

「那月ちゃん──」

　弟が再び彼女の名前を呼ぶ。その声が、次第に遠ざかっていく。

　夕陽はいつしか血の色に変わり、燃え広がった暖炉の炎が部屋を包みこんでいた。

　炎の中に消えていく弟に向かって、彼女は懸命に手を伸ばす。

「ひ……ろ……」

　そして南みな宮みや那月は、目を覚ました。

「夢……いや、逆行再現フラツシユバツクか」

　広々としたソファの肘ひじ掛かけにもたれて、那月は小さく首を振る。

　夢を見ていたわけではなかった。魔女である那月は夢を見ない。ここにある那月の肉体は、そもそも彼女の本体が見ている夢の一部なのだから。

　だから今見た光景は、夢ではなかった。ほんの少し気を緩めた瞬しゆん間かんに、過去の記憶が甦よみがえっただけだ。失われてしまった思い出の中の風景が。

「お目覚めですか、那月」

　聞こえてきたのは、微笑ほほえみを含んだ優しげな声だった。

　車くるま椅い子すに乗った銀髪の少女が、翠みどり色いろの瞳を心配そうに細めている。年齢は十七、八歳といったところだろうか。いかにも良家の令れい嬢じようといった雰ふん囲い気きの、儚はかなくも凜り々りしげな顔立ちの娘だ。

「フィオレラ・ブレーデ……そうか。私を回収したのはおまえの手下か」

　車椅子の少女を見返して、那月は気け怠だるく溜息をついた。

　犯罪結社〝血の天秤イクリブリアム〟の下部組織のひとつを、那月が潰つぶしたのは昨夜のことだ。その後、魔力の使いすぎで路上に倒れた那月を、フィオレラの部下が発見して、屋敷に連れ帰ってくれたのだろう。それはすなわち、この車椅子の少女もまた、〝血の天秤イクリブリアム〟と敵対する立場ということでもある。

「無理をしすぎです、那月。いくらあなたでも、たった一人でウード・ヘスリッヒの拠点を制圧するなんて。相手は〝血の天秤イクリブリアム〟六大幹部の一人ですよ」

「手伝いを頼んだ覚えはない」

　自分を気遣うフィオレラの言葉を、那月は冷ややかに一いつ蹴しゆうした。

「おまえも知っているはずだ。私は死なん。たとえこの身体からだがバラバラに破壊されようともな」

「だからといって痛みを感じないわけでも、魂が傷つかないわけでもないのでしょう？」

　フィオレラが、聞き分けのない子どもを諭さとすような口調で言う。

「そして魂が完全に擦り切れてしまえば、あなたは奈落へと堕おちてしまうことになる」

「それが魔女の宿命だ。巻きこまれたくなければ、私にはもう関わるな」

　那な月つきは、一方的にそう言い放ってフィオレラから目を背けた。

　フィオレラ・ブレーデは、欧州ロタリンギアでいくつもの企業を所有する名家の一人娘だ。

　彼女は数年前に〝血の天秤イクリブリアム〟の襲しゆう撃げきで両親と祖父を失い、彼女自身、瀕ひん死しの重傷を負った。それでもどうにか生き残った彼女は、同じような境遇の那月を保護し、活動資金や情報収集で便宜を図ってくれていた。それがフィオレラ自身の〝血の天秤イクリブリアム〟に対する復ふく讐しゆうにもなるからだ。

　だがそれは、彼女が欧州最大の犯罪結社を敵に回すということでもある。フィオレラの安全を考えるなら、那月は彼女ともっと早く決別するべきだった。

「あなたに必要なのは休息よ、那月。リリ、お茶の準備をお願い」

　そんな那月の葛かつ藤とうを無視して、フィオレラが背後の侍女に呼びかける。

「はい、お嬢じよう様さま」

　リリと呼ばれた長身の侍女が、手早く紅茶の準備を始めた。彼女の年齢は二十代の前半。滅めつ多たに笑うことのない無愛想な侍女だが、彼女が入れる紅茶は絶品だ。

　立ちこめる花のような紅茶の香りに後ろ髪を引かれながら、那月は立ち上がってリリたちに背を向けた。そのまま部屋を出て行こうとして、那月は不意に動きを止める。自分の足下にまとわりつく見慣れないスカートに気づいたのだ。

「待て、リリ・ツィーラー。この服はなんだ？」

　血と硝しよう煙えんの臭においが染しみついた革コートの代わりに那月が着ていたのは、無数のフリルとレースに縁ふち取どられたロングスカートの豪ごう奢しやなドレスだった。小柄な那月が着ていると、まるで西洋人形そのものに見える。そんな少女趣味の華美な衣装は、もちろん那月の好みではない。

「お似合いですよ、那月様」

　羞しゆう恥ちに頰ほおを染める那月を見つめて、リリはにっこりと微笑ほほえんだ。

「ふざけるな！　こんな服が着られるか！」

　那月が声を上うわ擦ずらせて叫ぶ。と、フィオレラは、それ見たことかと言わんばかりに、責めるような目つきでリリを見上げて、

「ほら、やっぱり。だから言ったでしょう、リリ。ワインレッドのドレスよりも水玉のほうが那月の好みだって。リボンももっと大きなヤツのほうが似合うと思うわ」

「申し訳ありません。不覚でした」

　長身の侍女が無念そうに真顔で目を伏せ、違う、そうじゃない、と那月は歯を剝むいた。

「誰が好き嫌いの話をしている!?　このヒラヒラしたドレスでは戦えないと言ってるんだ！」

「取っ組み合いをするわけではないのだし、べつに問題はないでしょう。可愛かわいいし」

　フィオレラが那な月つきの反論を冷たく退ける。はい、とリリもうなずいて、

「それに、これらはただのドレスではありません」

「……なに？」

「縫ほう製せいはすべて一流職人の手縫い。生地には天然シルクのベルベットとチュールを贅ぜい沢たくに使用。デザインはマイラントのダリダ・ベルティーニ女史直じき々じきに手がけていただきました」

「防弾や防刃というわけではないのか……」

　一いつ瞬しゆんでも期待した私が馬鹿だった、と那月が頭を抱えた。あれこれと御ご託たくをならべてはいるが、要するに少しばかり高価なただのドレスというわけだ。

　ぐったりと脱力して、屋敷を抜け出すタイミングを見失った那月の前に、淹いれ立ての紅茶と、三段のケーキスタンドが運ばれてくる。那月はどこかやけくそな気分でスタンド上のフルーツにかじりつき、ついでにマカロンを何個かまとめて口の中に放りこんだ。

　そして紅茶をひと口啜すすって、那月は驚きに目を見張る。

「……美味うまいな」

「ありがとうございます。リラックス効果のあるラベンダーで香りをつけてみました。お茶ちや請うけは同じくラベンダー蜜みつのクッキーと、日本から取り寄せたキョートの落らく雁がんです。こちらのヨーグルトクリームと一緒にお召し上がりください」

「あ、ああ」

　いきなり饒じよう舌ぜつになったリリに気け圧おされながら、那月はティーカップを再び口に運び、それからフィオレラに向き直る。

「……連中の様子は？」

「表面的には大きな動きはありませんが、組織の内部はかなり混乱しているようです。あなたが殺したヘスリッヒは、〝血の天秤イクリブリアム〟六大幹部の中でも、カイ・シューバに次ぐ実力者でしたから」

　フィオレラは、表情を変えることなく答えてきた。

「〝老将〟カイ・シューバ……か」

　那月が表情を険しくする。カイ・シューバは、〝血の天秤イクリブリアム〟六大幹部の最古参であり、凶悪な武闘派として恐れられている獣じゆう人じんだった。さらに彼は用心深く狡こう猾かつな策士でもあり、総そう帥すい〝貪る者アミマツド〟が唯一信頼している部下であるともいわれている。〝血の天秤イクリブリアム〟殲せん滅めつを望む那月にとって、最大の障害となる難敵だ。

「ヘスリッヒと癒ゆ着ちやくしていた政治家や官僚たちが、昨日から次々に逮たい捕ほされています。警察は、この機会に組織の影響力を一気に削ぐつもりのようですね」

「そう上手うまく事が運べばいいがな」

　揶や揄ゆするような那月の呟つぶやきに、ええ、とフィオレラは首しゆ肯こうした。

「ヘスリッヒたち六大幹部がどれだけの武力を誇ろうとも、彼らはしょせん使い捨ての兵隊。真に組織を支えているのは、総そう帥すい〝貪る者アミマツド〟の政治力と資金力です。彼かの者を斃たおさない限り、〝血の天秤イクリブリアム〟を滅ぼすことはできません」

「問題は〝貪る者アミマツド〟の居場所、か」

「ロタリンギア国内にいるのは間違いありません。ですが、それ以上の情報はまだ、なにも」

　フィオレラが悔しげに唇を嚙かむ。自前の情報網だけでなく、警察や欧州各国の情報機関にも強いコネを持つブレーデ家だが、その総力を駆使しても、〝貪る者アミマツド〟と呼ばれる人物の正体を探り当てるのは容易ではないらしい。

「ブレーデ家の情報網でも見つけられないのなら、ほかの誰がやっても無駄ということだ。やはりカイ・シューバから聞き出すしかないようだな」

　落ちこむ車くるま椅い子すの少女を励ますように、那月は不敵に笑ってみせた。

　フィオレラが、ハッと怯おびえたように顔を上げる。

「ですが、那月、それはあまりにも危険です。カイ・シューバは、四百体以上の魔族を束ねる〝血の天秤イクリブリアム〟最大派閥の首領。彼自身、凶暴な魔族だと聞いています。いくらあなたでも、一人では──」

「だが、六大幹部の生き残りは、カイ・シューバだけだ。ヤツだけは間違いなく〝貪る者アミマツド〟の居場所を知っている」

「たしかにそうかもしれませんが……」

「安心しろ。なにも正面から殴りこもうと言ってるわけじゃない。まだ消耗した魔力も回復しきっていないしな」

　なおも不安げなフィオレラを見返し、那月は肩をすくめてみせる。

　フィオレラは、那月の真意を量るように、しばらく無言で目を細めていたが、やがて根負けしたように小さく首を振って嘆息した。

「カイ・シューバの本拠地は、王都ザーリアーの旧市街です。街の中心部に巨大な邸宅を構えていたのですが、ここしばらくは姿を見せていません。ほかの大幹部たちが殺されたことで、どこかに身を隠したのではないかと」

「そうか。ならば地元の情報屋を当たったほうが早そうだな」

　那月は特に落胆することもなく呟つぶやいた。ブレーデ家からもたらされる情報は正確だが、小回りという点では非合法イリーガルな情報屋が有利だ。たとえ信頼性に劣っていても、最新の情報を手に入れるためには、那月が自らザーリアーに出向いて直じかに彼らに接触するしかない。

「肝心なときに、役に立てなくてごめんなさい」

「気にするな。それよりも車の手配を頼む。それから私の着替えを用意しろ」

　悄しよう然ぜんと肩を落とすフィオレラに、那月がぞんざいな口調で告げる。

　車椅子の少女は、どこか愉たのしげに口角を上げて、

「聞きましたね、リリ。那月に水玉のドレスを出してあげて」

「かしこまりました」

「かしこまるな！　ドレスではなくもっと普通の服を用意しろと言ってるんだ！　こんな目立つ恰かつ好こうで犯罪組織の捜査が出来るか！」

　猛然と反抗する那な月つきを眺めて、ふむ、とフィオレラは小首を傾げた。

「それはつまり、ジャパニーズ・ニンジャ・ガールの衣装を出せということですね。リリ？」

「はい。こんなこともあろうかと、こちらにクノイチの装備が」

「なんでそんなものを私が着ると思った!?」

　那月が眉まゆを逆さか立だてて喚わめく。ええっ、と大げさに驚くフィオレラ。

「そんな……ニンジャの衣装がお気に召さないなんて……」

「お嬢じよう様さま。かつて日本の女ニンジャは、身分を隠すため、巫女みこに化けて諸国を放浪していたと聞いたことがあります。このような黒ずくめのニンジャ服は、実は後世の創作だと」

　リリが生真面目きまじめな口調で解説し、フィオレラは得とく心しんしたように、ぽん、と手を打った。

「な、なるほど。つまり那月は、巫女装しよう束ぞくを着せろと要求しているのね！」

「しとらんわ！　普通の服を出せと言っているんだ！」

「ご安心ください。こんなこともあろうかと、こちらに日本の巫女装束が──」

　どこからともなく魔法のように、白びやく衣えと緋ひ袴ばかまを取り出すリリ。

「誰が着るかっ！」

　小柄な魔女の絶叫が、広大な屋敷の中に悲しげに響き渡っていった。
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　ザーリアーは一千年近い歴史を持つ欧州有数の大都市だ。ロタリンギア正教の聖地のひとつでもあり、聖人を祀まつる多くの寺院や聖堂は、多くの巡礼者や観光客で賑にぎわっている。

　だが、その歴史的建造物が建ち並ぶ華やかなザーリアー市街地は、いつになく重苦しい雰ふん囲い気きに包まれていた。

　市街のあちこちを武装した警官が巡回し、街道には幾いく重えもの検問が設けられている。犯罪結社同士の抗争を警戒しているのだ。〝血の天秤イクリブリアム〟の大幹部が殺されたという噂うわさが、すでに広まっているのだろう。

「免許証と旅券パスポートを拝見します」

　那月を乗せた古い小型車を、緊張気味の若い警官が、街の入り口で呼び止めた。

　運転席に座る日本人の中年男性が、免許証と二人分の旅券パスポートを警官に手渡す。

　旅券パスポートは偽造されたものだったが、幸い、警官がそれに気づくことはなかった。異常がないと錯覚するように、那月が魔術を仕掛けておいたのだ。

「ザーリアーにはどのようなご用件で？」

「ああ……いや……」

　警官の質問に、中年男性が曖あい昧まいな答えを返す。どうしてザーリアーに向かっているのか、自分でもよくわからない、という表情だ。

「──お祖母ばあちゃんのお見舞いに行くの。病院でずっと眠ってるって聞いたから」

　眉まゆをひそめる警官に向かって、そう答えたのは後部座席に座る那な月つきだった。精いっぱい背伸びした幼い少女、という雰ふん囲い気きの、澄ました表情を浮かべてみせるのも忘れない。

「そうですか」

　警官の表情がかすかに緩んだ。彼は中腰になって那月と目線の高さを合わせ、にっこりと微笑ほほえみかけてくる。リリが用意した少女趣味なドレスの効果か、警官が那月を疑っている気配はない。見た目どおりの幼い娘だと思われているのだろう。

「お祖母ちゃん、早く良くなるといいね」

「うん」

　那月は無む邪じや気きな笑みを浮かべてうなずき、警官に可愛かわいらしく手を振った。

　返却された免許証と旅券パスポートを受け取って、中年男性が車を発進させる。

　那月はそれからもしばらく警官に向かって手を振っていたが、やがて相手の姿が見えなくなると、やれやれ、と気け怠だるく溜ため息いきをついた。慣れない愛想を振りまいたせいで、激しい疲労と自己嫌悪が襲ってくる。

　車が市街の中心部に近づいたところで、那月は父親役の男性に命じて車を停とめさせた。ドアを開け、一人で歩道に降り立つと、那月は男性に施ほどこしていた催眠暗示を解除する。

「世話になったな、行っていいぞ」

「あ、ああ……？」

　正気を取り戻した男性は、なぜ自分がこんなところにいるのだろう、と怪け訝げんそうな表情で周囲を見回した。それでも、そのうちに自分なりに折り合いをつけたのか、戸惑いながらも車を発進させ、ゆっくりと走り去っていく。

「さて、フィオレラの話では、このあたりのはずだが……」

　那月は男を見送りもせずに、街の建物を見回した。通りの案内標識を頼りに、ブレーデ家の情報部から教えられた酒場を探す。そこに信頼できる情報屋がいると聞いたのだ。

　その那月の足を止めさせたのは、一発の唐とう突とつな銃声だった。酒場の窓ガラスを割って飛び出してきた弾丸が、那月の眼前をかすめて飛んでいく。

「琥珀金弾エレクトラムチツプだと……!?」

　路地の壁に突き刺さった銃弾を眺めて、那月は無意識に唇を歪ゆがめた。霊れい気きを撒まき散ちらす金色の弾丸は、聖せい別べつされた対魔族用特殊弾だったのだ。

　反射的に身構える那月の目の前で、酒場のドアが乱暴に開いた。そこから転がり出てきたのは、縦たて縞じまのスーツを着た若い男だ。金色の長髪を背中で束ね、大きく開いた襟元にはド派手なネックレスが輝いている。顔立ちは美形といえなくもないが、どちらかといえば、うだつの上がらないチンピラという印象のほうが強い。

「よけるんじゃないわよ、この吸血鬼サツク野郎！」

　拳けん銃じゆうを握にぎった若い女が、男を追いかけて店から飛び出してくる。年齢は二十代半ばといったところだろうか。豊かな胸を強調した露出度の高い服装。細い腰。こちらもかなりの美人だが、鬼気迫る怒りの表情のせいで、なにもかもが台無しになっている。

「待て待て、撃つな！　暴力反対だ！　そんなものが当たったら痛いじゃないか！　ああっ、仕立てたばかりのスーツに染しみが……！」

　石畳の道路に尻しり餅もちをつきながら、涙目になって金髪の吸血鬼が叫ぶ。

　女は、そんな青年の眉み間けんに銃口を向けて、

「うるさい、黙れ！　警告したはずよ、今度あたしの彼氏オトコにちょっかい出したら、あんたのナニと心臓を塩漬けの燻くん製せいにして野生の豚に喰くわせてやるって！」

「違う、誤解だ。キミの彼氏とボクはただ、新しいレスリングの技を研究していただけなんだ。軍隊式格闘術を応用した寝技でね」

「そんなクソみたいな言い訳を、あたしが信じるとでも思ってるの!?」

「噓うそじゃないんだ。首締めチヨークスリーパーから移行する変形の嚙かみつき攻撃で──」

「ただの反則技じゃねーか！」

　呆あきれたようにそう喚わめくと、女は容赦なく銃を乱射した。危ういところで銃弾をかわし、這ほう々ほうの体ていで逃げ出していく吸血鬼。那月は呆気にとられたように、ぽかんと口を開けて彼らを見送った。人間と魔族の抗争かと思いきや、単なる痴ち話わ喧げん嘩かの類たぐいだったらしい。

　ひどく疲れた気分で首を振り、那月は酒場の入り口へと目を向けた。

　薄暗い小さな店だった。店内にはカウンターと小さなテーブルが四つだけ。バーテンダーは大柄な黒人で、店内に客の姿はない。

「お嬢じようちゃん、迷子にでもなったのか？　ここはあんたみたいな小娘ガキが来るところじゃないぜ」

　店内に足を踏み入れた那月に気づいて、バーテンダーが声をかけてくる。厳いかつい外見に似合わぬ理知的な口調だ。

「トラウン商会の案内で来た」

　那月はカウンターに近づくと、ブレーデ家が使っているダミー会社の名前を口にした。バーテンダーが目を細め、値踏みするように那月の全身を眺めてくる。

「おまえ……〝空くう隙げきの魔女〟か。〝血の天秤イクリブリアム〟のウード・ヘスリッヒを殺やったって聞いてたが……」

「情報屋──フェルデランス・バイパーにつないでもらいたい」

　那月はカウンターの上に数枚の紙幣を置いた。バーテンダーは、カウンターにオレンジジュースのグラスを置きながら、那な月つきの背後へと視線を向ける。

「──俺になにか用だって、お嬢ちゃんフラウ？」

　軽薄な笑みを浮かべて那月に近づいてきたのは、ついさっき女に命を狙われて、逃げ去ったはずの吸血鬼の青年だった。どうやら無事に逃げ延びて、この店に戻って来たらしい。

「貴様がフェルデランス・バイパーだと？」

　那月は顔をしかめて青年を見上げた。ブレーデ家の調査によれば、バイパーという男は裏社会に精通した凄すご腕うでの情報屋のはずだが、彼のチンピラ然とした風貌は、どう見てもそんな大物に相応ふさわしいとは思えない。

「フェルでいいぜ、南みな宮みや那月。まさか噂うわさの魔族殺しが、こんなお嬢ちゃんだったとはな」

　安っぽいサングラスをかけながら、フェルデランス・バイパーはニヤリと笑う。
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「〝空くう隙げきの魔女〟南宮那月。父親である南宮尚なお匡まさは魔術暗号の専門家、母親の那な々な星せは聖せい域いき条約機構の職員。幼少時から魔ま術じゆつ幾き何か学がくに非凡な才能を見せ、聖域条約機構とともに国際人身売買組織壊滅に貢献。その報復として〝血の天秤イクリブリアム〟に両親と、弟を殺される。本人は生死不明といわれていたが、密ひそかに生き延び、呪のろわれた黄金の指輪を媒ばい体たいに悪魔と契約。魔女となる。手に入れた力の代償は──ぐっ!?」

　得意げにまくし立てていた青年の声が、唐とう突とつに途切れた。那月の袖そで口ぐちから吐き出された銀色の鎖が、彼の喉のどに巻きついていたからだ。黙れ、と口に出すことすらしないまま、那月は、吸血鬼の喉のどを絞め上げる。

「ちょっ……ギブ、ギブ！　苦しいって！」

「訊きかれたことにだけ答えろ、情報屋。カイ・シューバはどこにいる？」

「ああ、いや。それはわからないな」

「……っ！」

　那な月つきは失望したように舌打ちすると、無言で鎖を引く手に力をこめた。ぐお、と間抜けなうめき声を洩もらして、青年は必死に首を振る。強きよう靭じんな生命力を誇る吸血鬼といえども、窒息による酸欠の苦しみは普通の人間と変わりない。

「違う違う！　知らないんじゃなくて、わからないんだ！　カイ・シューバは、移動に軍用のステルスヘリコプターを使ってやがんだよ！」

「ステルスヘリ？」

　那月がわずかに鎖を緩めた。青年はゲホゲホと咳せきこんでうなずいた。

「……カイ・シューバは、ザーリアー市内に十数カ所の馬鹿でかい拠点をもってる。その拠点に引っこんでるのは間違いないんだ。ただ、その中のどこにいるのかまでは、さすがに調べきれなかった。フェイクの情報も流れまくってるしな」

「片っ端から拠点を潰つぶしていくしかない……ということか」

　那月は、無造作に右手を振って鎖を消した。

　青年の言葉を無条件に信じたわけではなかったが、情報屋としての彼の有能さは、誰も知らないはずの那月の過去を、正確に言い当てたことで証明されている。

　苦しげに呼吸を整えていた青年は、呆あきれたような目つきで那月を凝視して、

「本気か？　カイ・シューバは魔族四百体の兵隊を抱えてるんだぜ。この国の警察どころか、軍隊だって迂う闊かつに手出しできないってのに」

「どのみち〝血の天秤イクリブリアム〟の構成員メンバーは、皆殺しにするつもりだった。探す手間が省けたというものだ。それに十数カ所の拠点に戦力が分散しているというのなら、ある意味、連中を叩たたき潰つぶすチャンスだろう？」

　那月が獰どう猛もうに微笑ほほえんで告げた。青年が弱々しく苦笑する。

「ま、気持ちはわかるがやめときな。そうやってあんたを消耗させるのが、カイ・シューバの本当の狙いだろうぜ」

「貴様が知っているカイ・シューバの拠点を教えてもらおう」

「おいおい、ちょっとは人の話を聞けって」

　少し焦ったように呟つぶやく青年の懐ふところで、ブルッと携帯電話が震える気配があった。失礼、と取り出した携帯電話の画面を眺めて、彼は目つきを鋭くする。

「あんた、トラウン商会に俺の名前を聞かされたって言ってたな──ってことは、フィオレラ・ブレーデの知り合いか？」

「それがどうした？」

　那な月つきが攻撃的な目つきで青年を睨にらんだ。ダミー会社の正体が彼に知られていたとしても、今さら驚くようなことではない。

　しかし青年の次の言葉には、その那月も動揺を隠せなかった。

「ブレーデ家の屋敷が、カイ・シューバの手下に襲しゆう撃げきされた。護衛は全滅。フィオレラ・ブレーデは行方ゆくえ不明だ」

　絶句した那月の手からジュースのグラスが滑り落ち、悲鳴に似た甲かん高だかい音とともに砕け散る。
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　情報屋の青年の運転でブレーデ家の屋敷に舞い戻った那月は、凄せい惨さんな光景に言葉を失った。

　邸内の至る所に無数の弾だん痕こんが刻まれ、美しかった庭園は完全に焼き払われている。屋敷を護まもっていた警備員たちは原型を留とどめない無む惨ざんな死体と化し、建物の外壁には彼らの血ち糊のりで天秤座リブラを表す記号が描かれていた。文字どおりの血の天てん秤びんというわけだ。そして──

「リリ！　リリ・ツィーラー！」

　応接間に倒れていた長身の侍女に、那月は慌あわてて駆け寄った。

　リリの全身には、背後から、十数発もの銃弾が撃ちこまれている。それでも彼女はまだ生きていた。苦しみを長引かせるために、わざと急所を避さけたのだ。

「那月……様……ご無事でしたか……よかった……」

　血ち溜だまりの中に横たわっていたリリが、那月の呼びかけに気づいて、うっすらと目を開ける。

「喋しやべるな。今すぐに病院に運んでやる」

　那月は、ドレスが血で濡ぬれるのも構わず、リリの上体を抱き起こした。しかし侍女の体温は、ゾッとするほど冷たく、肌の色は死体のように青白い。

「申し訳……ありません……お嬢じよう様さまを……どうか……」

　残された最後の力を振り絞って、リリがソファの陰を指さした。その直後、張り詰めた糸が切れるように、彼女の全身から力が抜ける。

「リリ……！」

　事切れた侍女の身体からだをそっと横たえて、那月は強く唇を嚙かんだ。

　涙を流すことはできなかった。現実世界にある那月の身体は、魔力で形成した作り物だ。どれだけ悲しくても泣くことはできない。今はそれがありがたく思えた。那月には、リリのために涙を流す資格はないのだから。自らの復ふく讐しゆうに無関係な彼女を巻きこんでしまった那月には。

「やれやれ。使用人まで皆殺しか。むごいことをするもんだね」

　那月のあとを追いかけてきた吸血鬼の青年が、不快そうに眉まゆをひそめて言った。そしてリリが倒れていた応接間に入ろうとして、彼は小さな悲鳴を上げる。ドアをくぐろうとした瞬しゆん間かん、青年の眼前で青白い火花が散ったのだ。

「痛いって！　なんだこりゃ、結界か……？　あんたの仕し業わざかい、南みな宮みや那な月つき？」

「ああ……だが、それも無駄になってしまったな」

　応接間に張り巡らせた侵入者よけの結界は、万一の場合に備えて、那月が密ひそかに仕掛けていったものだった。防御力そのものは気休め程度だが、外敵の侵入を、いち早く那月に知らせる機能がある。だが結局はそれも無駄だった。

　那月の空間制御魔術も万能ではない。この屋敷から数十キロも離れた王都ザーリアーまで、一いつ瞬しゆんで往復するというわけにはいかないのだ。

「あんたのせいじゃないさ。〝血の天秤イクリブリアム〟と敵対してれば、いつだってこうなる可能性はあった」

　沈黙する那月を気き遣づかうように、青年が素っ気ない口調で言った。

　そうだな、と那月も同意する。リリたちを巻きこむ可能性を理解していながら、彼女たちを突き放さなかったのは那月の責任だ。彼女たちに利用価値があったから、切り捨てることができなかったのだ。あるいは彼女たちがいるこの場所が、あまりにも居心地がよかったから。

「フィオレラ・ブレーデは連れ去られたのか？　まあ、彼女にはまだ使つかい途みちがあるからな。ブレーデ家の莫ばく大だいな資産は魅力的だし、あんたに対する人質にもなる……その数字は？」

　吸血鬼の青年がふと目を留めたのは、リリが最後に指さした場所だった。人目につきにくいソファの陰、真っ白な絨じゆう毯たんの上に深紅の線で、いくつもの数字が書かれている。リリが死の前に自らの鮮血で書き残したものだ。

「わからん。おそらく電話番号なのだろうが……フィオレラは携帯を持ってないはずだ」

　那月が困惑の口調で言う。脚の不自由さ故ゆえに屋敷からほとんど出ることのないフィオレラは、携帯電話を持つ必要がなかった。かといって、リリがそれ以外の人間の電話番号を那月に書き残すとは思えない。

「待てよ……なるほど。そういうことか」

　吸血鬼の青年は、自分の携帯電話を取りだして数字を打ちこみ、勝手に納得したように呟つぶやく。那月はそんな青年を苛いら立だたしげに睨にらみつけ、

「どういうことだ、情報屋？」

「位置情報サービスの固有番号だよ。どうやらフィオレラ・ブレーデは、誘拐された場合に備えて体内に発信器を仕込んであったみたいだな」

「発信器だと？　じゃあ……」

　驚く那月に、青年は、ああ、と真顔で答える。

「彼女は、あんたにカイ・シューバの居場所を教えるつもりなんだ。命懸けでな」

　　　　　　　　　　４

　ザーリアー市街を一望に見下ろす郊外の古い城館が、〝老将〟カイ・シューバお気に入りの隠かくれ家がだった。かつては、権力争いに敗れた王族を幽ゆう閉へいするために使われていたともいわれる、いわくつきの建物だ。そんな歴史的な建造物が、犯罪結社の重要拠点だと疑う者は多くない。

　事実、〝血の天秤イクリブリアム〟に敵対する勢力が、この城館に侵入することはなかった。少なくとも今日までは──

「……来たか」

　地下から響いてきた激しい爆発音に、カイ・シューバは無感動な呟つぶやきを洩もらす。

　直後、館の電灯が一斉に消えた。自家発電機が破壊されたのだ。館内に仕掛けられた電子制御の罠トラツプのほとんども、そのせいで無力化されている。

　だが、地下への攻撃が単なる陽動だということにシューバは気づいていた。空間制御魔術を使いこなす〝空くう隙げきの魔女〟にとって、罠トラツプなどなんの意味もないからだ。発電装置を破壊したのは、館を警備している連中の注意をそちらに引きつけるためだろう。

　シューバが座していたのは、城館の奥にある広々とした一室だった。楽団を招いての演奏会に使う大広間だ。

　舞台ステージの奥には、車くるま椅い子すに乗ったフィオレラ・ブレーデが放置されている。両腕を縛しばられ、口を塞ふさがれてはいるものの、彼女は無傷だ。ヘスリッヒたち下げ賤せんな吸血鬼とは違って、獣じゆう人じんであるシューバに、小娘の血を吸うような野蛮な趣味はない。

「ようこそ、〝空隙の魔女〟──」

　非常灯の頼りない明かりが照らす薄うす闇やみの中、シューバはゆっくりと背後を振り向いた。獣人種特有の鋭敏な感覚で、空間転移テレポートが引き起こす大気の揺らぎを察知したのだ。

「よくぞここまで辿たどり着いた。我らが〝血の天秤イクリブリアム〟の大幹部五人を暗殺し、二百人以上の構成員を再起不能にしてくれたそうだな。たいしたものだ。魔族殺しの異名も伊達ではないな」

「……貴様が、〝老将〟カイ・シューバか」

　豪奢なドレスをまとった小柄な魔女が、シューバを冷たく睨んで訊く。シューバは薄い唇を裂くようにして、クク、と愉快そうに喉のどを鳴らした。

「儂わしのような瘦やせこけた老人が、〝血の天秤イクリブリアム〟の大幹部を務めているのが不思議かね？　だが、我らのような巨大な組織にとって、個々の戦せん闘とう能力になどたいした意味はないのだよ。おまえのような暗殺者風ふ情ぜいには、おそらく一生理解できぬだろうがな」

「口先のわりに人望は乏しいようだな、〝老将〟」

　那月が醒さめた声でシューバに呼びかける。彼の城館を護まもる戦力が、予想外に手薄だったことを皮肉っているのだ。

「人数だけ揃そろえても、お主ぬしが相手では無意味だからだよ。違うかね、〝空くう隙げきの魔女〟？」

　しかしシューバは、愉しげに笑ってそう告げる。

　那な月つきは彼の質問に答えず、虚こ空くうから銀ぎん鎖さを撃ち放った。死角から放たれた必殺の魔ま具ぐが、大気を裂いて老ろう獣じゆう人じんの矮わい軀くへと襲いかかる。が、

「っ!?」

　次の瞬しゆん間かん、驚きよう愕がくに表情を歪ゆがめたのは那月のほうだった。シューバの身体からだに触れる前に、那月の銀鎖は、見えない壁に阻まれたようにことごとく撃ち落とされたのだ。

「貴様ごとき小娘が、このカイ・シューバと対等の立場で戦えるとでも思っていたのかね？」

　老獣人が、酷こく薄はくな笑みを浮かべて那月に問いかけた。その直後、空間が波紋のように揺れて、ほっそりとした人影がみっつ、那月を取り囲むように現れる。

「人質を使って、貴様を嬲なぶり殺しにするのも悪くない。だが、儂わしは思うのだ。貴様にとって、より屈辱なのは、この儂の目の前で、こやつらに斃たおされることではないのかと」

「魔女か……！」

　新たに出現した三人の敵を見回し、那月は頰ほおを引き攣らせた。反射的に那月が撃ち放った銀鎖は、魔女たちの前に出現した灰色の砂嵐に防がれる。

　砂嵐はやがて密度を増して、禍まが々まがしい魔物の姿へと変わった。砂で出来た灰色の騎き士し像ぞうだ。魔女と契約した悪魔の眷けん属ぞく──〝守護者〟と呼ばれる冥めい界かいの住人である。

　彼らは魔女の力の源みなもとであり、同時に魔女を監視する存在でもあった。魔女が悪魔との契約を破れば、即座に魔女を殺してその魂を奪う。だが、悪魔との契約に従っている限り、彼らは、魔女に人間の限界を超えた膨大な魔力を与えてくれるのだ。

「〝砂の魔女〟……！　ツェル・ビンツガムか！」

　敵の魔女の正体に気づいて、那月が小さく歯は嚙がみする。

　長姉ツェル、次姉アム、末妹ゼーのビンツガム三姉妹は、欧州各国で六カ所の銀行を襲しゆう撃げきし、四十人以上の犠牲者を出した国際指名手配中の凶悪魔ま導どう犯罪者だ。カイ・シューバは、那月に対する切り札として、彼女たちを密ひそかに雇い入れていたらしい。

　砂で出来た灰色の騎士像は、那月の銀鎖をあっさりとすり抜ける。たとえ手脚を斬きり落としても、飛び散った砂が集まって即座に再生するだけだった。

　魔女たちの本体を直接狙った那月の攻撃は、突如出現した泥の壁に阻まれる。

　続けて那月を襲ってきたのは、不気味に蠢うごめく生物の塊かたまりだった。蛾が、蝿はえ、蜂、蚊、ありとあらゆる害虫が寄り集まって、人の形を作っているのだ。

「泥……!?　それに蟲むし、か……！」

　咄とつ嗟さに空間転移テレポートで後退しようとする那月だが、敵の魔女たちの干渉で、那月の空間制御魔術は不発に終わる。

「同じ悪魔憑つき同士で殺し合う気分はどうだね？」

　反動でよろめく那月を見下ろして、カイ・シューバは満足げに笑っている。砂と泥、そして蟲むし。いずれも那月が操る魔ま具ぐ〝戒めの鎖レージング〟との相性が最悪の敵だった。偶然ではないのだろう。こうなることを見越して、カイ・シューバは三姉妹を呼び寄せたのだ。

「絶望しろ、小娘」

「魔女となって一年にも満たない新参者が──」

「我ら姉妹に勝てると思うな！」

　ビンツガム三姉妹が、哄こう笑しようと共に攻撃を仕掛けてくる。襲い来る三体の〝守護者〟に向けて、那月は強烈な爆風を叩たたきつけた。魔術による空間の歪ゆがみが生み出す衝撃波だ。

　だが、粉々に飛び散った〝守護者〟たちの破片は、すぐに寄り集まって再び実体化する。

「……っ」

　窮きゆう地ちに追い詰められた那月を見つめて、フィオレラがくぐもったうめき声ごえを上げた。

　那月は、そんな友人を一いつ瞬しゆんだけ見み遣やって、長い黒髪を気け怠だるくかき上げる。

　奇妙に超然とした那月の態度に、怒りを見せたのは魔女の三姉妹だった。

「絶望しろと言っているだろう！」

　砂で出来た騎き士し像ぞうが、那月を目がけて拳こぶしを振り下ろす。魔力を帯びた総重量一トンを超える砂の塊かたまりだ。まともに喰らえば、小柄な那月の身体からだなどひとたまりもないだろう

　しかし〝守護者〟の攻撃が、那月の身体に触れることはなかった。

　虚こ空くうから前触れもなく現れた巨大な掌てのひらが、騎士像の攻撃を受け止めていたからだ。

「──起きろ、〝輪環王ラインゴルト〟」

　那月が静かな呟つぶやきを洩もらす。

　その呼びかけに応えたのは、大気を震ふるわす獣けものの咆ほう吼こうに似た、重々しい歯車の響きだった。

　陽炎のように世界を揺らして、巨大な影が、那月の背後に出現する。その全長は、ツェル・ビンツガムの砂で出来た〝守護者〟の、軽く十倍はあるだろう。

　優雅さと荒々しさを併あわせ持もつ、金色の甲かつ冑ちゆうをまとった人ひと型がたの影。機械仕掛けの黄金の騎士だ。那月を攻撃しようとした砂の〝守護者〟を、黄金の騎士は、右腕だけであっさりと握にぎり潰つぶす。

「馬鹿な……あり得ない、あり得ない……！」

〝守護者〟を破壊された三姉妹の長姉が、青ざめた顔でよろよろと後退する。

「なんなの……この怪物は……!?」

「まさか……これが〝空くう隙げきの魔女〟の〝守護者〟……！　いったいどれだけの代価を支払えば、これほどの力が手に入るというのだ……!?」

　残る二人の魔女たちは、とっくに戦意を喪失して床に膝ひざを突いていた。

　それでも黄金の騎士の攻撃は止まらない。厚い装甲に覆おおわれた拳を無造作に叩きつけ、残る二体の〝守護者〟を呆気あつけなく粉砕する。那月が放った銀色の鎖が、放心した三人の魔女たちを撃ち倒し、彼女たちは今度こそ完全に沈黙した。

「これが、世界を支配するという〝呪われた黄金ラインゴルト〟の力……か……」

　広間を埋め尽くす巨大な黄金の騎き士し像ぞうを見上げて、カイ・シューバが声を震ふるわせた。

〝守護者〟とは、悪魔との契約の対価として与えられた、魔女の願いを叶えるための力であるすなわち〝守護者〟の力の強さは、悪魔との契約の重さに比例する。だとしても、黄金の騎士像が撒まき散ちらす魔力量は桁けた外はずれだった。

　那な月つきが復ふく讐しゆうのために求めた力は、それほどまでに巨大だったということだ。

「くっ……！」

　狡こう猾かつな獣けものへと姿を変えたシューバが、獣じゆう人じん種しゆ特有の筋力で逃走しようとする。だが、何歩も進まぬうちに、彼は悲鳴を撒き散らして転倒した。那月が張り巡らしていた銀色の鎖が、くくり罠わなのようにシューバの足首に巻きついていたのだ。

「ま、待て、〝空くう隙げきの魔女〟──取り引きだ！」

　悠ゆう然ぜんと近づいてくる那月に向かって、シューバが追い詰められたような表情で絶叫した。

「取り引き？」

　那月が恐ろしく静かな口調で問い返す。

　シューバは、皺しわ深ぶかい顔に卑屈な笑みを貼はりつけてうなずいた。

「そうだ。貴様を我ら〝血の天秤イクリブリアム〟の一員に……いや、儂わしと同じ幹部にしてやる！　貴様が殺したヘスリッヒや、ゲルツたちの縄張りと権益もすべてくれてやる！」

「言いたいことはそれだけか、三さん下した？」

　那月の背後に立つ黄金の騎士像が、金属の擦こすれ合う音とともに腕を振り上げた。シューバは、恐怖と憤ふん怒ぬの綯ない交まぜになった目つきで那月を睨にらみ、

「いいのか!?　儂が死ねば、〝貪る者アミマツド〟の居場所は永遠にわからないままだぞ……！」

「なに……？」

　ガラス玉のように無感情だった那月の瞳が、わずかに揺れた。そこに一いち縷るの希望を見たのか、シューバは縋すがるような表情で那月にすり寄り、

「き、貴様の目的は、殺された家族の敵かたき討うちなのだろう!?　わ、儂が手を貸してやる！　だ、だから──」

「悪いが、その取り引きには応じられんな」

　那月の言葉が終わる前に、黄金の騎士像の巨大な手が老獣人をつかみ上げていた。

　シューバは悲鳴を上げようとしたのかも知れない。だが、彼の声は空間の歪ゆがみに吞のみこまれ、那月たちの耳に届くことはなかった。虚こ空くうに波紋のような揺らぎだけを残して、黄金の騎士像もろとも、シューバは完全に消滅する。

「私の魂は、とっくに悪魔に売り渡してあるのさ」

　口の中だけで寂しげに独ひとりごちると、那月は、ステージに取り残された車くるま椅い子すの少女に目を向けた。広間の中に残っているのは、今や那月と彼女だけだ。

「那な月つき……ありがとう。助けに来てくれたのですね」

　懸命にもがき続けた甲か斐いがあったのか、フィオレラは口元の猿さる轡ぐつわを自力で外し終えたところだった。恐怖から解放され、安あん堵どの息を吐いている彼女を、那月はしばらく無言で見つめる。

「いいや、違うな。フィオレラ・ブレーデ」

　そして那月は寂しげに笑った。魔女の名に相応ふさわしい冷酷な口調で言い放つ。

「──貴様に復ふく讐しゆうするために来たのさ、〝貪る者アミマツド〟」

　　　　　　　　　　５

　フィオレラは一度だけ大きく瞬まばたきすると、穏やかな笑みを浮かべて小首を傾かしげた。

「いつから、気づいていたのですか？」

　特に取り乱すこともなく、笑い含みの柔らかな口調で訊いてくる。

　那月はそんな車くるま椅い子すの少女を、殊こと更さらに無表情に見返した。

「最初からずっと疑っていたよ。なんの見返りもなく〝血の天秤イクリブリアム〟から私を匿かくまい、活動資金と情報を与えてくれる──おまえの存在は、私にとってあまりにも都合が良すぎたからな」

「ですが、私の正体に気づく決定的な証拠はなかったはず」

「今日までは、な」

　那月の声に初めて怒りが滲にじんだ。苦痛の中、無む惨ざんに死んでいった友人の姿を思い出したのだ。

「リリ・ツィーラーを、なぜ殺した？」

「殺した？　リリを、私が？」

　フィオレラが驚いたように眉まゆを上げる。しかし那月は、皮肉な調子で言葉を続けた。

「貴様以外にはあり得ないのさ。人間である貴様は気づかなかったのだろうが、あの屋敷には、私の結界が張り巡らしてあった。招かれざる侵入者があればすぐわかるように、な」

「え……？」

「だが、実際には、情報屋に教えられるまで、私は屋敷が襲しゆう撃げきされたことに気づかなかった。それどころか、リリ・ツィーラーが殺された部屋の結界は、破られてすらいなかった。つまり、外部からの侵入者などいなかったということだ」

「……あの部屋でリリを撃てたのは私だけ、ということね。迂う闊かつだったわ」

　これ以上の言い訳は無駄だと悟ったのか、フィオレラは驚くほどあっさりと己の非を認めた。

「答えろ、フィオレラ。リリ・ツィーラーを、なぜ殺した？」

　人形めいた童顔に激しい怒りをたたえて、那月は車椅子の少女を問い詰める。

　リリは、主人であるフィオレラの正体を知らなかった。彼女は本気でフィオレラが〝血の天秤イクリブリアム〟と敵対していると信じていたのだ。だからこそ那月もフィオレラを最後まで疑い切れなかった。フィオレラは、那月を欺あざむくためにリリを利用し、そして彼女を殺したのだ。

「リリを殺したのは、あなたを本気で怒らせるため。そしてあなたにカイ・シューバを始末させるためよ」

　死し闘とうの痕こん跡せきが残る広間を見渡しながら、フィオレラは美しく微笑ほほえんだ。

「なに……？」

「私が誘拐されたとあなたに思わせる作戦が、不発に終わったのは残念だけど、まあいいわ。最終的な目的は果たせたわけだから」

「カイ・シューバは、おまえの部下ではなかったのか？」

　戸惑いの表情を浮かべる那な月つきを、フィオレラは呆あきれ顔がおで見上げて嘆息する。

「部下？　あなたも彼が、私をあっさり裏切ろうとしたのを見たでしょう？　カイ・シューバだけじゃない。ほかの幹部たちも似たようなものよ」

　冷静さを保とうとするフィオレラの声こわ音ねに、隠しきれない怒りが滲にじんだ。

「彼らも不満だったのでしょうね。先代の〝貪る者アミマツド〟──私の父が死んで、私のような、なんの力もない人間の小娘が総帥の座を引き継いだことが。ブレーデ家の資金力と政治力で、彼らをどうにか押さえつけていたけれど、いずれ寝首をかかれるのは時間の問題だったわ」

「だから、私を利用して彼らを殺したのか」

「ほかにどうしようもなかったの。どうせいつかは裏切られるんだから、その前にこちらから裏切ったほうがいい。むしろ人として当然の判断じゃない？」

　あはっ、とフィオレラは華やかな笑顔で両腕を広げてみせた。

「あなたには感謝しているのよ、那月。おかげで私は、今度こそ完全に〝血の天秤イクリブリアム〟を掌しよう握あくすることができたのだから」

「私がそれを見逃すと思うか？」

　那月は、伸ばした右手を車くるま椅い子すの少女に向けた。〝守護者〟を喚よび出すまでもない。無力な一般人に過ぎないフィオレラは、わずかな魔力をぶつけるだけで絶命する。

「ふふっ、恐こわい顔……でも、無駄よ。あなたには私は殺せない」

　しかしフィオレラは、微み塵じんも怯おびえることなく那月を見つめて微笑ほほえんだ。

「魔族殺しの〝空くう隙げきの魔女〟──その異い名みようは、あなた自身にかけられた呪のろいの名前でもある。魔族ではないただの人間の私を、あなたは魔女の力では殺せない。それこそあなたが悪魔と交わした契約なのだから。その契約を破れば、あなたの魂はすぐさま地獄へと堕おとされてしまう」

　少女の言葉が終わると同時に、荒々しい足音が聞こえてきた。広間の四方に設けられた通路から、武装した魔族の集団が押し寄せて来たのだ。

「こいつらは……」

　那月が忌いま々いましげに舌打ちする。広間を包囲した魔族は全部で六十体ほど。これほどの兵力が館に残っていたのは予想外だ。

「〝貪る者アミマツド〟直属の戦せん闘とう部隊──〝血の天秤イクリブリアム〟の最高戦力よ。カイ・シューバの言ったとおりね。私たちのような巨大な組織にとって、個々の戦闘能力に意味なんかない。魔女との戦いで消耗したあなたが、彼らから無事に逃げられると思う？」

「逃げる？　私が？　貴様らを壊滅させるのが私の目的だぞ？」

　那な月つきは油断なく身構えながら反問した。

「その強がりが、いつまで続くかしら──？」

　フィオレラは哀れむように首を振り、部下たちに攻撃を命じるべく右手を振り上げる。

　爆発的な魔力の奔ほん流りゆうとともに、広間の壁が吹き飛んだのは、その直後のことだった。

　破壊されたのは、壁だけではなかった。

　城館の建物自体が半壊し、崩ほう落らくした天井越しに外の景色が見える。広間を包囲していた魔族の五、六体がその爆発に巻きこまれ、彼らはたちまち再起不能の重傷者へと変わっていた。

「な、何事なの……!?」

　舞い上がる粉ふん塵じんに咳きこみながら、フィオレラが誰にともなく問いかける。

　立ちこめる爆煙の向こう側から姿を現したのは、金色の長髪を風になびかせた若い男だった。

　深紅に染まった瞳を高価げなサングラスで隠し、仕立てのいい純白の三つ揃えスリーピースに着替えているせいで印象が違う。しかし那月の知っている顔だ。

「──情報屋!?　なぜ貴様がここにいる!?」

「もちろん〝血の天秤イクリブリアム〟を潰つぶしに来たのサ」

　吸血鬼の青年──フェルデランス・バイパーが、白い犬けん歯しを剝むき出して獰どう猛もうに笑った。軽薄な印象は、昼間出会ったときと同じ。しかし今の青年がまとっている魔力は、那月の知るいかなる吸血鬼をも凌りよう駕がしている。

「〝血の天秤イクリブリアム〟を疎うとましく思っているのは、キミだけじゃないということだ、空隙の魔女」

　青年が無造作に放った魔力が、巨大な召しよう喚かん獣じゆうの姿へと変わる。

　実体化するほどの濃密な魔力の塊かたまり。それは全長数十メートルにも達する鋼はがね色いろの蛇だった。鋭い刃やいば状の鱗うろこに覆おおわれた蛇だ身しんがフィオレラの部下の魔族たちを薙なぎ払い、一方的に屠ほふっていく。

「吸血鬼の眷けん獣じゆう!?　なんなのよ、この馬鹿げた威力は……！」

　フィオレラが全身を震ふるわせて、弱々しくうめいた。その間にも青年は二体目の眷獣を召喚し、逃走しようとしたフィオレラの部下たちを逆に追い詰めていく。

「毒蛇バイパー……そうか、貴様がディミトリエ・ヴァトラー……！　戦せん王おう領りよう域いきの〝蛇へび遣つかい〟か！」

　吸血鬼の真祖にもっとも近いと呼ばれている男──そして〝戦闘狂バトルマニア〟として知られた凶暴な貴族の名を思い出し、那月は不機嫌そうに目を眇すがめた。

　フェルデランス・バイパーというのは偽名。情報屋という職業も、世を偽る仮の身分というわけだ。酒場での妙にタイミングのいい痴ち話わ喧げん嘩かも、那月を騙だますための小芝居だったのだろう。

　それに戦王領域の貴族ともなれば、自前の情報網や諜ちよう報ほう機関を持っていても不思議ではない。那な月つきの過去を知っていたのは、要するにそんな理由なのだろう。

「我らが第だい一いち真しん祖そ〝忘却の戦王ロストウオーロード〟の勅ちよく命めいでね。欧州攻こう魔ま師し機構と連携して、〝血の天秤イクリブリアム〟の撲ぼく滅めつ任務を遂行中だったのサ」

　ヴァトラーは、悪びれることなく那月を眺めて言った。

　そして彼は、車くるま椅い子すの少女に無関心な視線を向けると、

「キミはやりすぎたんだよ、〝貪る者アミマツド〟。人間のキミが、魔族たちを支配して犯罪の道具にしようというのなら、戦せん王おう領りよう域いきとしても見逃すわけにはいかない」

「だからあなたは、私を利用して、〝血の天秤イクリブリアム〟の戦せん闘とう部隊を一カ所に集めたというわけね、〝蛇へび遣つかい〟──私が那月を利用して、大幹部たちを粛しゆく清せいしたように」

　ヴァトラーが撒まき散ちらす鬼気の圧力に抗あらがいながら、フィオレラはどこか開き直ったように苦笑した。

「〝空くう隙げきの魔女〟がボクより先に大幹部たちを壊滅させたのは、正直、計算違いだったよ。おかげでボクの獲物がいなくなってしまった。せめてここにいるキミの部下たちには、ボクの退屈凌しのぎにつき合ってもらおう──！」

　一方的にそう宣言すると、ヴァトラーは〝血の天秤イクリブリアム〟構成員たちの掃そう討とうを開始した。フィオレラの部下たちも応戦を始めていたが、実力の差は圧倒的だ。ヴァトラーの純白の三つ揃えスリーピースはたちまち返り血に染まり、蹂じゆう躙りんされた魔族たちの死体が積み上がっていく。

「どうやら、これまでみたいね」

　フィオレラは静かに息を吐き、奇妙に穏やかな表情で那月に呼びかけた。

　六大幹部のすべてを失い、主力となる戦闘部隊が壊滅するのも時間の問題。欧州最大の魔ま導どう犯罪結社〝血の天秤イクリブリアム〟の崩ほう壊かいは、もはや誰にも止められない。

　それを誰よりもよく知るフィオレラの瞳には、絶望と狂気の光が浮かんでいる。

「私を殺せなくて残念ね、那月。あなたの家族の仇かたきだったんでしょう？」

　フィオレラが、隠し持っていた拳けん銃じゆうを取り出した。リリを撃つ際に使ったものだろう。オートマチックの軍用拳銃だ。

　そして彼女はその銃口を、己の顎あごの下へと向けた。自ら死を選ぶことで、那月から、永遠に復ふく讐しゆうの機会を奪う。そんな残酷な決意をこめた行動だった。

　しかしフィオレラが引き金を引くより早く、那月の放った銀ぎん鎖さが、軍用拳銃を弾はじき飛ばす。銀鎖はそのままフィオレラに絡みつき、彼女の動きを完全に封じた。

「フィオレラ・ブレーデ。貴様はひとつ間違っている」

　自分に向けられたフィオレラの憎ぞう悪おの眼まな差ざしを、那月は無反応に受け止めて言った。

「間違い……ですって？」

「魔族殺しというのは、貴様らが勝手につけた呼び名だ。私は、貴様の部下を殺してはいない」

　那月の背後に、ほんの一いつ瞬しゆん、巨大な幻影が浮かび上がる。それは断だん崖がいに四方を囲まれた流る刑けい島じまの幻影だった。島の中央には岩山と一体化した古い聖堂があり、それは光の揺らぎによって、巨大な軍事要よう塞さい──否いな、監獄のようにも見えた。

　その異様な幻影の姿に、フィオレラが我知らず息を吞のむ。

「……結界？　こんな、巨大な……!?」

「私の夢の中に構築された異世界、時間の流れから切り離された牢ろう獄ごくだ。いかなる魔ま導どう犯罪者も、静止した時間の中からは逃げられない。未来永えい劫ごう、己の罪を悔い続けるがいい」

「那な月つき……あなたは……！」

　フィオレラが凍こごえたように細く息を吐く。那月が、魔女としての強大な力と引き換えに、悪魔と交わした契約の対価──その正体を彼女も知ったのだ。

　胡こ蝶ちようの夢の喩たとえのとおり、夢の中では刹せつ那なの一いつ瞬しゆんが永遠へと変わる。

　異世界に構築された牢獄の中で、那月は覚めることのない夢を見続けるのだ。静止した時間の中に魔導犯罪者たちを隔離するために。

　だがそれは、結界の管理者である那月自身、永遠に目覚められないということでもある。

　それが〝空くう隙げきの魔女〟と呼ばれる彼女の本当の能力。そして彼女に与えられた呪のろいなのだ。

「私から家族を奪ったおまえが、一瞬で楽に死ねると思うな、フィオレラ・ブレーデ」

　那月が温度のない声で呟つぶやいた。フィオレラは、なにか伝えようとするように口を開きかけ、しかし彼女は無言で目を伏せる。次の瞬間、フィオレラの身体からだは、闇やみの中に溶けこむように音もなく消え去った。那月の結界へと吞のみこまれたのだ。

　持ち主を失った車くるま椅い子すを見下ろし、那月は短い溜ため息いきを洩もらす。

　そんな那月の背中に投げかけられたのは、場違いな拍手の音だった。

「やあ、お見事。これで名実ともに、キミは欧州最大の犯罪結社〝血の天秤イクリブリアム〟を滅ぼしたことになる。キミを殺して名を上げようとするやつも増えるだろう。キミ自身、あちこちで恨みを買っているだろうしネ」

　吸血鬼の青年貴族が、那月を本気で褒ほめ称たたえるような口調で呼びかけてくる。

　那月は彼を、疎ましげな表情で睨ねめつけた。

　ヴァトラーの周囲に漂っているのは、むせ返るような強い血けつ臭しゆうだ。彼はこのわずかな時間で、〝血の天秤イクリブリアム〟の最高戦力と呼ばれていた集団を壊滅してのけたのだ。しかしそれでも物足りないと言わんばかりに、彼は那月に血塗られた牙きばを見せつけてくる。

「その前に、ここで喰くっておくべきかな？」

「…………」

　深紅に輝くヴァトラーの挑発的な双そう眸ぼうを、那月の瞳が冷たく映し出す。

　互いの視線が交こう錯さくしたのは一瞬だった。

　ヴァトラーがなぜか満足げに洩もらした失笑が、張り詰めた空気を一気に弛し緩かんさせる。

「冗談サ。お互い長い人生だ。愉たのしみはあとに取っておかないとね」

　ヴァトラーは芝居がかった態度で肩をすくめると、そう言って那な月つきに背を向けた。

「また会おう、〝空くう隙げきの魔女〟──次は、敵同士として出会えることを祈っているよ」

　金色の霧きりに姿を変えた青年貴族が、夜よ闇やみの中へと消えていく。

　たった一人で取り残された那月は、舞台上に置かれた空っぽの車くるま椅い子すを一度だけ振り返り、そして空を見上げた。

　見えない涙が流れ落ちるのをこらえるように、異国の夜空をいつまでも見上げていた。

　　　　　　　　　　６

「那月ちゃん！」

　彩さい海かい学園高等部の職員室棟校舎──

　英語科教員執務室の机に座っていた南みな宮みや那月は、聞き慣れた男子生徒の抗議の声に、うんざりと長い溜ため息いきをついた。

　窓の外に広がっているのは、見渡す限りの水平線と、真新しい無機質な人工の大地。東京の南方海上三百三十キロ地点に浮かぶ、極東の〝魔族特区〟の風景である。

　吹きこんでくる真夏の海風に、レースで飾られたドレスの裾すそがさらさらと揺れる。

　欧州で復ふく讐しゆうに明け暮れていた那月が、ふとしたきっかけで日本に戻って十一年が経たっていた。

　那月の身体からだは、あの頃からなにも変わっていない。彼女の本体は、今も止まった時間の中で、終わらない夢を見続けている。悪魔との契約によって手に入れた能力のろいも当時のままだ。たとえ復讐を終わらせたところで、失った両親や弟が戻ってくるわけでもない。

　それでも変化がなかったわけではない。

「なあ、那月ちゃんってば！　聞いてんのかよ!?　おかしいだろ、この課題の量！　そもそも俺が授業に出られなかったのは、ヴァトラーの野郎が騒ぎを起こしたせいで──」

　必死に訴えてくる教え子を眺めながら、那月は、ふと奇妙な気分に襲われた。

　見た目の愛らしさは雲うん泥でいの差だが、このめげない性格には少しだけ既き視し感かんがある。

「……那月ちゃん？」

　無反応な那月に戸惑ったのか、暁あかつき古こ城じようが心配そうに顔をのぞきこんでくる。そんな彼の無防備な額に那月はデコピンを叩たたきこんだ。空間制御による衝撃波もおまけしておく。

「担任教師をちゃん付けで呼ぶな」

　ぬお、と仰のけ反ぞる彼を一いち瞥べつし、那月は冷ややかな口調で言った。

　古城は涙目になってうずくまっているが、腐っても彼は世界最強の吸血鬼なのだ。この程度のダメージ、どうということはないはずである。

　そうこうしているうちにメイド衣装を着た小柄な少女が、銀色のトレイを持ってやってくる。

「教官マスター、紅茶のお代わりをお持ちしました」

「ああ、ご苦労」

　藍あい色いろの髪の人工生命体ホムンクルスの少女から、那な月つきはティーカップを受け取った。

　ふわりと漂うハーブの香りに、那月はハッと目を見張る。

「この匂におい……ラベンダーか？」

「肯定。緊張緩和と精神安定、沈静、沈痛効果があるとされていますが……問題が？」

　人工生命体ホムンクルスの少女が、無表情のままちょこんと首を傾かしげた。

　那月は懐かしい記憶を辿たどるように目を伏せて、湯気の立つ紅茶の水面を眺める。

「いや、美味うまいな」

　少しだけ誇らしげにうなずく人工生命体ホムンクルスの少女を見て、那月は無自覚に微笑ほほえんだ。

　透きとおるような夏の青空が、彼女たちの姿を明るく照らしている。
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　　　　　　　　あとがき

　そんなわけで、『ストライク・ザ・ブラッド ＡＰＰＥＮＤ ２』をお届けしております。

　本作はアニメ『ストライク・ザ・ブラッド』のＤＶＤ・ブルーレイの購入者向け特典として発表した連作短たん篇ぺん四本を、文庫用に加筆修正したものです。時系列としては文庫五巻と六巻の間あたり。『観測者たちの宴』事件の後ご日じつ譚たんとなります。原作未読の視聴者への紹介を兼ねているため、ゲストキャラの出演率がやや高め。本篇で描き足りなかった彼らを、あらためて活躍させることができたので、個人的には毎回楽しく執筆していました。

　彩さい海かい学園の学園祭を、ご一緒に楽しんでいただけたら幸いです。

■『前夜祭』のこと

　魔ま導どう犯罪者のメイヤー姉妹が再登場する回。文庫五巻ではロリ化した那な月つきが描かれましたが、今回は意外な人々が幼女化しております。

　自分でも経験があるのですが、親しん戚せきや友人のお子さんたちと一緒に遊んでいると、楽しいんだけどメチャクチャ体力を消耗しますよね。それを毎日こなしている保護者や保育士さんたちに敬意を表しつつ、古城の苦労にも思いを馳はせていただければ！

■『開幕』のこと

　深み森もりさん再登場の回。発表できる機会は少ないのですが、こういうシンプルなドタバタコメディが好きで、定期的に書きたくなります。彩さい昂こう祭さいをテーマにした今回の連作の中でも、この作品がいちばん学園祭っぽさが出ているのではないかと（当社比）。わりと些さ細さいなことですが、ＭＡＲ社が例の薬品を研究していた理由について、謎なぞの説得力があって気に入っています。

■『彩昂祭の昼と夜』のこと

　雪ゆき菜ながクラス演劇で主役をやるという設定は早い段階で決まっていたのですが、演目をどうするかは最後の最後まで悩みました。結局、見た目の面白さとアクションが出来るということで現在の役になったのですが、絵え面づら的には凪なぎ沙さのほうがおいしい配役だった気もします。本篇に先駆けて雪菜と優ゆう麻まが共闘しているのが何気に燃えるポイントです。ページ数が許せば古こ城じようと浅あさ葱ぎの学園祭巡りをもっとゆっくり描いてあげたかったですね。

■『終幕、そして……』のこと

　古こ城じようたちのクラスの演だし物ものがお化け屋敷だったので、最後はそれっぽい話を書こうと思っていました。作中に出てくる某ぼう姫ひめ路じ城じようの妖よう怪かいに関しては、（原稿執筆当時）知名度がやや低く、イメージが伝わるかどうか心配だったのですが、最近は某スマホゲームのおかげで一気に有名になってしまったようです。この作品もかなりコメディ寄りになっていますが、お祭りらしさがあって、たまには良いのではないかと。本篇ではなかなかこういう話は書けませんしね。

■『Early Days』のこと

　こちらは番外編というよりも外伝です。古城たちと出会う前、〝魔族殺し〟と呼ばれていた時代の那な月つきのエピソード。この事件をきっかけに那月は欧州を離れて、絃いと神がみ島じまへと流れ着き、やがて古城たちの担任になるわけですが、その前の、那月の学生時代なんかも機会があったらぜひ書いてみたいです。

　さてさて、そんな感じでお届けしてきた『ストライク・ザ・ブラッドＡＰＰＥＮＤ』ですが、番外編はしばらくお休みして、次は再びシリーズ本篇の続きをお届けしたいと思っております。引き続きどうぞよろしくお願いいたします。

　今回のような連作短篇もいずれまた書きたいと思っていますので、希望のキャラやシチュエーションなど、リクエストがありましたらお聞かせください。

　本作のイラストを担当してくださっているマニャ子さま、今回もたいへん素敵な作品を仕上げていただき本当にありがとうございました。

　併せて本書の制作・流通に関かかわってくださったすべての皆様にも心からお礼を申し上げます。

　もちろんこの本を読んでくださった皆様にも精一杯の感謝を。

　それではどうか、また次巻でお目にかかれますように。

三み雲くも岳がく斗と　
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三み雲くも岳がく斗と

大分県出身。主に小説などを書いてる人。近頃はスマホの音声入力で文章を書くことも増えましたが、小説の原稿はやはりキーボードじゃないと厳しいです。呪文や必殺技やラブシーンの会話を口に出すとか絶対無理。ふと我に返ったときに恥ずかしくて死ねる。
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イラスト／マニャ子こ

佐賀県出身。東京都在住。フリーでイラストレーターをやっています。主にライトノベルの挿絵やゲーム原画＆キャラクターデザイン等。好きなものは銀髪とロン毛です。


本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。

電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。

ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「三雲岳斗先生」係

「マニャ子先生」係
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TVアニメ『ストライク・ザ・ブラッド』Blu-ray&DVD

第５巻（2014年5月28日発売）～第８巻（2014年8月27日発売）

文庫収録にあたり、加筆、訂正しています。

この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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